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Nat i onal  

騒騒福富冨温

流れを変えたあ、しゃれ・工アココ

手庁しい エアコ ンつ‘ くりをめざす、ナ ショ ナル。

このほど業務用エアコンでも、デザインと品質の

良さが認めら札通産省選定のグッドデザイン

逃走商品に選ばれました。今までの流れを変えた

新しいタイフ1め“ おしゃれエアコ ン" は品質的にも

優れたエアコンとして、話題を集めています。

新しいインテリアの洋品庖、事務所、喫茶府など

に、これからの冷暖房機として、ぴったりマ ッチ。

ナショナルは、これからも布市庁なエアコンづくり

に、意 欲的に挑! 被してゆきます。

IJ 惜しそして驚くほど軽い( 当社比) おしゃt ¥. I アコン ( CP- 37 )

は高さ 165X 幅 78X 奥行35cm。従来の 3 トンにくらべて、設置

スペースに余裕ができ 、しか も重量は 10 . 5kq も軽減し ました 。

3 色そろ ったおし ゃれ な 前 面パ ネル パネルの色はイエロー

アイポリ一、ブラックの 3種 類。新しい感覚のお后や事務所

などにひ. ったり 。運転表示灯にはブルーのネオンが輝きます。

冬 には暖房機としても使えます 別販部品の電気ヒータ また

は温水ヒータを取 η つけると、快適な温風暖房が楽しめます。

グッ ドデザイン選定品水冷 式C P - 37 ・きわめて怖かな運転「t

すぐれた防 i¥防振をEi 町っき ・市内海伐をthj 車にま bるサーモス7 .，ト

っき ・ Ｗ ィ ｊ レ タのｬｉ＼ＧＩはずしＮ‘ ｎ ｴ Ｇｩ ￥ がカ ン タ ン、 ｾ Ｎ ｬｬ ｮ 炉です ・ ｊＡ ｜ｉ 旬 ，関 節

が (1111II ｴｅ の ｵｸ ｴｬ Ｇ､ ｊ ｊ レーパー ・ ｪ ｩ［Ｑ ・ ｅ 流継 Ｑ 広務など の ＧＡｩＮ 全 ｽｾ ［［ｴＨ っき。

水 冷 式C P- 3 7

50Hz ....8，000Kca l/ h  60Hz. . ..9，000Kca l/ h  

冷房のめやす ・ 45- 70m'( 三判1200V )

空 冷 式 C S - 3 6 B ( セパレート形 )

50Hz  " ' 6，500Kca l/ h  60Hz. ... 7，100Kca l/ h  

冷房のめやす 30- 65m'  (  :相1200V )

Ｇ乍 ｩｾＷＢ Ｑ Ｇ 十 ー外ユニ ｹ ト C U  - 36D2  

・ほカ、にも空冷式、水冷式、空冷式 ヒートポンプ

など 100馬力まで各種そろ っています.

. r ｾ＠ f!!"I.J -z:: ; ;相.

重量量望書量l忌

喜霊: ' : 1' : : 17

jl t界にや11びる枝 術 の f 翠..#/6.
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ヘ 醇 吋I竺 が 設 置 さ 似 し 、 ま す

z・nd8は、コンビュータによる“ 自動避難

誘 導 " システム / コンビュータの革命 児

といわれるトポ ロジ一型プロセッ サ に

よって避難誘導など火災時の人命救助 に

画期的な働きをします二 z Dnd8は病院

関係者の悩みである火災時の避 難 誘 導

を自動的に行い、万一閉じ込められた時

でもツウ ・ウェイ ・コミュ ニケーションが

働きますL
それは“ 安心 " という 、何にも

まして大切 な、そして、他の病院では提供

できない 、価イ直ある サービスな のですL

2  

この病院に入院する時

あなだはこう言われるでしよう。

この z ond8は火災の際

あなだを眠りより起し、

そして安全な方向へすかさず

あなだを避難誘導いだします0/

11[ - 0  11 

111 0  11 

z Dnd8は、あらゆる用途・スケールの建物

に設置することができますL

〈ソフ トウェア宇旦当 〉

人三菱商事株式会社

汎 用 機 器 部 開 発 チ ー ム

防犯・防災システム開発担当( 冨国忠道)

東京都千代! J J 区 丸 の 内2丁目 6需3号( 干 100 )

電 話 ( 03) 210- 4649 

〈ノ、ードウェア+ 旦当 〉

株 式 会 社 原 田 電 業 社

ゾンド事業部

京 都 市 左 京 区 北 白 川 山 間 町3

電 話 ( 075 ) 7 0 1 - 8131( 代 )

- 資料請求は ハガキに; i )! J求券を

貼付し て上記係へ

資 料

: 3fi 求 券 :

: Z O建 と社:

。;



4 修学院離宮の拝観 ( 内定)

例 年通り 上 記離宮の拝観 を願い出ておりま した が，都合 で 12月の初旬

K 内定いた しま した。 許可になる もの と 予 定 し て 参加 希 望者 を 募 り ま

す。

うっすら と漏をいただく初冬の比叡 の山をま ぢか に 仰 ぎ，落葉に足を

踏 みいれる修学 院の里 の静 寂を味わ う絶好のl時季だと思います。お申 込

を お待 ち しま す。

日 時 凶 12月 6 日( 木) 13.∞ ( 集 合〉 → 15.∞ ( 解散)

(B)12月 7 日( 金) 13.∞ ( 集合) →15.∞ ( 解散)

集 合 場 所 京 都 市左 京 区 ，修 学 院離宮正 門 前 ・目標会旗

( た だ し，京 福電 車 「修学 院 J . また は市パス 「修学 院道」

下 車 →徒歩約20分)

定 員 (A). (B)各 15名

申 込 往 復はがき に限 りま す。はがき は 1枚 に 1名 限りとし，凶か

(B)の 区別及氏 名 ・年 令 ・勤務先名およ び所 在地 ・役 職 ・連 絡

fG話 番 号を記 入の 上11月20日 ( 火) まで に 事業課 へ。 た だ し

定 員 を 超過 し た と きは 倒せん lζ て 決 定 し ， ζ 通知いたしま

す。

お願 い 。 修学院鍛宮の ｮ 鋭に ついては 毎回申込者多数のためｾＡｊせんで決定する乙

とが多いので，すでに作観された方は，なるべくお申込をど速慮願いま

す。なお，会員外の方 ，，ｾ込方法のうち違反または記入不卜分の方は柑 ｬ

せんから除〈幼合もありますからど7 i #: 願います。

日 本 建 築 協 会 会 告

4 恒例の忘年懇親会・予告

大阪の建築界の名物 とな ってお ります本会の忘年懇親会の開催日 が決

まりま したので ，お知 らせいた します。本年も賑 やかに お集り下さる よ

うお願い申しあげます。

日 時 12月 14日( 金) 開会 ・18.00→閉会 ・20.∞

会 場 太 閤 園 ( 大 阪市都島区網 島町 9 - 10)

なお，詳細は今後の委員会ICて決定し ，開催はがき及び12月号会告にてど案内いたします.

4 建築基準法政令改正と新用途地域改正に伴う法の

解釈および大阪市消防条例改正についての説明会

開催

講 師 大 阪府建築部建築指導課主幹 梶 原 明 氏

大 阪市消防局 予防部 防 災設備 課係 長 田 中 隆 夫氏

日 時 昭和48年11月 28 日 ( 水 ) 13時 - 17時40分

定 員 3∞ - 5∞名

場 所 大 阪7 ー チャ ンダイ ス ・7 ー ト ( O M M) 20階会議室

主 催 く6 団 体〉 臼本建築協会 ， 日本建築学 会 近畿支部 ，日 本 建築 家

協会関西 支 部，大 阪府建 築士 会 ，大阪建設業協会， 日本建築

材 料 協会 ，大阪建築設計協会

説明資料 当 日出席 者に配布( 予定)

参 加 費 5∞ 円 ( テキ ス ト代その他) 当日会場で頂きます。

申 込 上記団体の何れかにハカーキまたは電話にてお申込下さい。

本会名誉正会員 ，元副会長 ，松 本儀八氏 K は 8 月 13日老衰のため87才の天寿を全うし ，ど

逝去遊ばされました。乙乙 lζ 謹んで哀悼のま乙とを擦げ ，ご冥福をお祈り申し上げます。

故 絵 本 儀 八 氏

略 歴

1[，( l i I地 佐貨市高木瀬町京高木330ノl

! l l . 住所 ｾ中市蛍池中 ｓｊ 4 丁目 6 の 7

生年月日 明 治 18年12月3 A  

学 挺

五Ｈｾ高等工芸学校

( 現京加工芸繊維大学工芸学部) 卒業

職 歴

I):; AJ ) ! U立工業学校，大阪府立西野111工業学校教諭，株式

会社大林組PJ1 '11住宅部長 ・願!日1，内外本材工業側代占取

締役，二茶屋設備工業側常務取締役 ・相談役，兵雌旭&

附取締役社民 ・会長，妹式会社三本組相談役，

団体等役員歴

日本i I ! 築協会副会長 ・理'11 ・名笹正会J ] . 大阪府家具商

工業協同組合理。11長，全日本家具協会副会長 ，全国本担

品迎合会副会長 . 大阪府工芸協会常任理 '11，通産省工

原理i続絡審議会専門露日，大阪工業会設立大阪工業専修

学校，，1'1r.11i その他

質 問

従六 i立にう'1-1.i ，: J i 業功労者として太阪府知‘ 1>よりぷ彰を

受< ，FI 本建築学会I l 1I 立八卜m年Iζ 際し感謝状 ・1己念品

を受< ( 修身正会貝 IC推さる) ，日本旭築協会制立1i ト

周年 IC際し感謝状 ・記念品を受〈

社団法人 日本建築協会

会 長 原 本 猛 次

追 悼 の こ と ば

松本さんと私は不思議など縁で40年 lζ 余る長いお付き合いでした。松本さんは明治の末期

に京鶴高工を卒業され ，広島県立工業に次いで大阪府立西野田工業に赴任，教鞭をとられ ，

大 正14年 lζ 大 林 組K 就職される迄 18年の長き lζ 亘 り教育者として子弟の育成に努力された事

は周知の通りであります。私の会社との関係は ，IIB和31年大淀工場の建設にあたり ，常務取

締役に就任されたのでありますが，その秋大林組の白杉さんから兵庫建設の社長にど推前頂

ける話がある白を聞 きま したので ， 乙れは松本さんとしては線 上の光栄であり 晩年に一花を

咲かされる様私から極力お勧 めして実現されたのでありました。同時に当方には相談役とし

て留る事になりま した が，生来義理堅い方でありまして ，爾後は毎月 2 回の当社守護村lの祭

礼日 lζ は必ず出社され ，同時に事業上参考資料を集め社員一同にお話しをされるのが常事に

なっておりました。

又祭煙の動織は私の進言によるものと高く評価され ，毎年その記念日には必ず何かの記念

品を携えて来訪され，感謝のど後拶には痛み入った次第でありま した。思いまするに先生の

ど性格は至って厳絡であり ， 卒業生からもいたく寄り ｩｾ われるご人徳がありまして ， 折耳目多

勢の方 々が集り謝恩会や何々会と相催 されておる l侍の先生ご満悦の状は格別で ，心懐かしく

拝察致してお りまし た。次 IC毎年の日本建築協会忘年会 lζ は大抵 2 人述立って出貯; し， 後で

拍3誌の景品を互いに見せ合い語り合ったのも昔の252となりました。今年はその相手は既 lζ 逝

き，寂英を感ずる乙 とと思います。謹んで故人の ζ 只福を祈り倒筆を致 します。

二茶屋装備工業株式会社 若 林 繁 吉

建築と社会 / 1973年11月号 3  



4  

形影相同

影の曲直は、形の曲直によってきまるが如く、

住む人の心根をそのまま映し出すインテリア、

そこに、トータルインテリア く松山 〉の創造

のしがいが・・・

大阪堀江/ 心斎橋/ 東京

. 本J吉 / 大 阪 四 ッ 橋 筋 立 花 通 り 角

宮 大 阪 ( 06 ) 531 - 6451 (代 表 )



日本建築協会法規委員会

ー ナ

質疑な どの投稿をお待 ちして おり ます.

74 

床面積の算定について( その 2 )  

前 号 、床而; f j'l の S) : 定( そ の 1 ) の つ づ き で す。

NO 名 称 型

屋 外 階 段
屋 外

7  工錨置「

式

手スリ

床面積に算入しfJ.'¥..¥もの | 床面積に算入するもの| 鋭 明

2 辺開放または周長町

一一一一一一一- ，一一一一一一一一 目 !イ以上院1紋

トーτ-1
寸

「 斗・可

主 止|

外部と 一 体 の ｾ ｉｬｉ ｊ で犯

ポーチ

物的H'，入口内部分

8  1  

L 寸 J
L _ j  

門 型

0 14r ! 在日

HI 
傘 型

i  I  ｾ＠ I  i  MI. O以上.

ｍ ロ ｾ ［ M 

9  1  片 持 屋 根 型

M 傘 型 1M，M I  ロ

は は 九満 ・Li J i ェL:-:
料 ｾ ｉＮｏ 1斗1. 0

¥「 1M01 傘 型連続 式 片持 型

f 「
門型天 抜 け 式

屋 根 、 外 壁 の 変 形

f ¥ L  L  10 1  

(イ) 屋 根の変 形 (ロ) 屋 根 の 変 形

W 孟 I . OM

吹 抜 、 中 間 階 等
「

、1

ー 中悶階

キ' ャラリー型 中間階型

H 孟5 . 0M

計由l

吊門下げ型 4朋 型

渡 門廊下

121 

廊 下

一ー」

|叫
の部分

山山 ｾ一 -

ギャラリ ＭＱ ｾ

捌型

ピロテ ィー と判断 した

場合は全古1m入しない

外ｾ ， Ａ 倒 的 ｼ 山院 ｏ ＮＳ ｍ

中心線と床而町 突 fH孟1. 0 M

接点をむ って床

而Hiとする

'l 'Il H附:t!
Ｍ ￥ ｾ Ｎ ラ ＱＩ Ｍ Ｑ Ｇ Ｑ

吊リ 下げ担 1. 点検問、 :念ふき1f t

きr; ;

2.1.正問h'! の:イ以内

3. rIJ Jl がI. O M以内

Ｍ 捌 ｊｾ ｾ

主要村I/j立と別例な組

立m府棚

Il fJ 政廊下 (No. 6 ) に

|  地ずる

( 大阪市建築指導部審査課 井 原 篤 )
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日本のシャッター界をリードする画期的新製品. グ

工

三点押釦スイ ッチ

_L  

{ 受用モ ーター・

三相200V 50/ 6QCiも400W

今

a

n

4

4

|

|

高

さ

(

H

)

川 目 停電時用手動チェン

2  3  4  5  6
M 

幅 (W)ーー→

開閉機使用範囲 ( スラッ トS C I 6)

開閉償

L 型 電 動 開 閉 機

L 型 電 動 開 問 機 は 、 日 本 シ ャ γ タ ー 技 術 研 究 所 に おいて 、 長

年 に わ た り 、 国 立 大 学 粕 新 機 械 工 学 部 諸 教 授 の 指 導 を あ お ぎ つ

つ 、 当 社 技 術 陣 が 総 力 を あ げ て 研 究 開 発 し 、 遂 に 従 来 の |井j 閉 機

の紙正念を破って完成した回期的な新製品です。

この間問機には独創l に 満 ち た 新 機 構 が 数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 特許 3 件 、実 用 新 案 2 件を出版中) 、減速機、モーター、

プ レ ー キ 機 構 、 停 電 時 用 手 間j 装 置 は も と よ り 、 リミットスイッ

チ、 配 電 板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の 円 筒 内 に コ ン パ ク ト に

納 め で あ り ま す 。

従 って、建築設計上の納りが非焔ーに簡単で 、 しかも、取付や

そ の 後 の 保 守 点 検 等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す 。

こ れ ら の 点 か ら 見 て 、 従来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、シャッター| 別問機の決定版といえるでしょう 。

出 願 中 特 許 リミ y トスイ y チ

ガ パ ナ 一 機情

手 動 機憐

・特長・

実 用 新 案 巻 取 り軸 と の 連 結機 檎

お よ びL 型 機摘

チ エ ン 収 納箱

1 . 開閉機を設ける 場所の心配がいりません。

2 . 凸部のない真直なシャ ッターケース 。

3 . 袖壁は不用です 。

4 . 減速機構はす べて完全密閉式です 。

5. 小型で耐久力に 富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません 。

7 . エンドレス強力ローラーチエンの内造。

8  リミ ッ ト・スイ ッチを完全に内造。

9  手動操作をひとつにしました 。

10 ヒュース装置の取付けが可能。

11 一斉・両面・ 遠隔操作いづれも可能です。

本 社

東 京 工 場

九 州 工 場

名 古 屋 工 場

制 株 式 会 社

校 ) j di 大' Hm: t 大 阪 I(.ftl' 小企業| 司J也I人.J ｾｕＺ前 Ｈ Ｐ ＷＲ Ｐ ＩＨ ＵＷ Ｉ 4  535 - 6  

川 崎 市 新 ) L r ボ 3 丁目 1 1 5 9 器 地 i !l;;，fi ( ｦｾ Ｉ＠ rl' IJ;(( 41)  6 3 2 5  

稲 岡 県 粕 I.:li. ms粕 屋 町 f中 原 釜屋 2 7  2  7 帯 地 電 話( 代 )( 65) 6  1  3  1  

名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁 目 1 2  Iff 地 沼 .1，1;'( 代 )( 361) 7 4  4 1  
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建 設 機 械 展 示 会

、 小 松 製 作 所 な ど 処 設 機 械 メ ー カ ー

76社 参 加lの 第 11 凪建設機械展示会( 主催中上!司

法 人 日 本 位 設 機 械 化 協 会 関 西 支 部 ) が10 月 5

夕、仏UIl1!k

A

Q

E

 

社と築建

二L

ニュース j圧倒をお送' ) < ださい.

日より 7 日| 問、大阪 ・京 橋 駅 南 11II J 広 場 で 開 催 さ

れ た 。 山 A71 点 数は 1 0 7 0点で、とくにビ y グ・プ

ロ ジェクト mの 大 型 機 械 か ら 省 力 化} 刊 の 超小

F担 機 ま で バ ラ エ テ ィ に 白 ん で お り 、 展 示 会 の

コ ン ビ ュ ー タ ー で エ レ ベ ー タ ー の 耐震 性 解析

全体的な傾 向 としては、① ｩ ｬｌ 設工 ｾ ｊ Ｚ［Ｇｩ ｬ ｬ の Ｑｦ ｴ 大、
建 築 学 会 大 会 で 鹿 島 建 設 発 表

大 型 プ ロ ジ ェ ク ト に 対 処 す る た め の 大 担 機 械 、
て の J車I r1d三11ビ ル の エ レ ベ ー タ ー を 耐24解 析武藤行!i 副 社 長 )

建 設 労 働 力 不 足 ・人 件 伐 の 日 IJ 躍に対処するぞ?し た 結 袋 、 エ レ ベ ー タ ー に は 雄 物 の j末に働〈

鹿 島建 設 武 藤研 究室 ( 室 長

力 化 機 械 、 超 小111! 機 械が み ら れ る 。 ②71h圧 をカ の 2 - 31;干のプJ かーかかることカずわかった 。

の 菅 野 忠 生 主 任 研 究 員 ら は 、 大 地 災 の と き の

エ レ ベ ー タ 一 地 設 の 安 全 性 に つ い て 、 こ の は

利 用 した機械がほとんどで、抜作は 容 劫 に な り、もともと、上下万，i.J には. i I U， ，Ｚ［ｾＮ の ＱＰ Ｑ 告の 力 に而 Ｎｴ

え る こ と が 可 能 な エ レ ベ ー タ ー も 横 万 ，f.J に 対 オ ペ レ ー タ ー の 疲 労 を 峰 jは す る と と も に 作 業

古ｾｉｦ ｓ の向い機舶が多い。③他殺

il:; : 防止 の た め の 工 夫 が な さ れ て、騒 音 ・振 動 対

策 を 講 じ た 機 純 が 多 い一一ーなどがあげら れ る 。

引 こ1l う 公
し て は 安 全 設 計 」ニ初、らみて行 l点s

したカがずつて 、 大 地μ が発' 1 = . した場合、建物は

ど 仙 台 で 聞 か れ た 日 本 建 築 学会で発表した。

内 容 は コ ン ビ ュ ー タ ー を 用 い て の 耐 ぷ 解 析 の

決 来 、 建 物 に か か る 力 の 2 - 3 倍 の 力 が エ レ

ベ ー タ ー 施 設 に 加 わ る こ と が 判 明 し た の で 、

大 丈 夫 で も 、 カ ウ ン タ ー ウ エ ー ト が レ ー ル か

ら は ず れ た り し て 、カ ゴ に ぶ つ か っ た り 、 ロ ー

フ' カマひっカ、ヵ、ってカコe カ< ! [ i i J カ‘ なくなることも

々 え ら れ る 。 こ の よ う な こ と か ら 、|百l研 究む

て.，;t..f'l!iJ j  ，(.J ( l )  1  ｊ に土 ｊ ♂ ｦ るある平 ￋｊｾ ＨＷＩ 事 Ｑ Ｑ￬Ｇ［虫とし

① カ ウ ン タ ー ウ エ ー ト の ロ ー ラ ー に 止 め

令 を つ け る ② J也μ の |際 、 カ ゴ に 接 触 す る ス

トッ パ ー を つ け る ③ エ レ ベ ー タ ー が 似 数 な

らは‘ 、セバレータービルの太さを 1. 51;"; にする

@ ロ ー プ 巻 き 1'，げ機にスト y ノマーをつける

⑤ ロ ー プ の 似 れ止 めをつける一一一ーなどを徒

主総している 。

補 強 の 必 要 が あ る と い うもの。

こ の 研 究の 発 想は、 1971年 2 月 の サ ン フ ェ ル

ナ ンド 地 民 で ロサ ン ゼ ル ス 市 内 の 約 2 ，0 0 0 ('ド

のエレベーターがこわれ、. i l l さ約 4 - 5 トン

の カウ ン タ ー ウ エ ー ト が レ ー ル か ら は ず れ た

てり、ロ ー プ が ひ っ か か っ た り し 、 時 fUJ 併 によ

惨 ;tj¥，が想 起 さ れ た こ と に よ る 。 メ ー

カー の 日立 製 作 所 と 共 同 で 、 エ レ ベ ー タ ー Ifo. J

24対 策 研 究 会 を 設 け 、 作 動 中 の エ レ ベ ー タ ー

つて は

カサ也浪 の と き に ど ん な 動 き を す る か を JE (i'(Ii に

桜擬笑! 検で き るコ ン ピ ュ ー タ ー プ ロ グ ラ ム を

大 阪 か ら 公 害 を な く す

第 2 回 府 民 集 会

作 成 し た 。 こ の プ ロ グラムで主主設 司: の 55附 他

11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川川11川11川11川11川11川1111川l川川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川111川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川l川川11川11川11川111川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川1111川11川11川11川11川
11 l  

1 0 月 3 日 、 大 阪 . hill 汀公 1，，1で 上 記 府 民 集 会 が

1 45 団 体 が 参 加 l し た 。 集 会 よ び か け

の 14 団体の代表、i J .
t

，凹大阪府知1・J'; 、 宮 本 滋一

大 阪 ，IT大 教J支のあいさつに絞いて公占: 反対住

1ii i され、
{こli f : い、 f正)J 1  U 、 1H I 、 21 日を WlI ll { として

取りまとめ、 ､ｕ 立ぴ区にあ っては 郎道 ｪ ドＮｦｬＧ ［ ｬ ｾ ｮ

・Jc あ て j必判i す る も のとする。

百円 ｩ 立ＩＨＮｦＭｬＧ， ｬ 知白 ｊＧ ｾ は、」 二 日己の報告に法づき ｪｩｲｲ ， ｾｬｦ 区

威内対決処築物 一 覧表を作成の」二、名 ｊｾ ｉｉ 以 後

IIs有l 48年 9 }.) l l  B  

ill 設 行 住 宅 }.. )  1毛

建 築 投 資 の 抑 制惜 置 に つ い て は 、 物 価 安 定 緊

建 築 投 資 の 抑 制 措 置 に

関 す る 建 築 物 等 の 調査

報 告 に つ い て

民 団 体 代 ぷの 訴 え な ど が お こ な わ れ た 。

A B C 建 材 シ ョ ー

ＱＰ Ｉｾ Ｑ＠ ｾｉ から Ｔ 1I 1l ¥1 、大|仮 マ ー チ ャ ン ダ イ ズ7

7 ー ト ビ J レにおいて( 倒 A B C 商 会の川 73A B C

建 材 シ ョ " がIJ 日11長された。展示品 は イ ン テ リ

アキオ、ビノレ狙1築材、ディスプレイ材などで、デザ

インタイ J レのユーロセラム、アームストロング

7 日 以 内 にill 設'( i 住宅 局 長 あ て i基付 さ れ た い 。

財政の執行の繰延べ、

建 築 投 資の抑制等について

II s 手U48壬io 9 月 7 [1  

向的行財政} ，; ) 反

建 築 投 資 の 抑 制 措 置 に つ い て ( 抜 粋)

急 対 策 の 一 環 と し て 実 泌 す る こ と と さ れ 、 そ

tl  

fこ。

そのため、 t1t 所 陪 区 域 内 の 下 記 建 築 物 に つ き 、

建築基準法に北 づく 確 認 ｉｾ Ｚ ｉ j )lj がなされた場イ干

に は 、 下 記 要 領 で 報 告 す る よ う お 願 い す る 。

L 報 告 す べ き 建 築 物

建 築 確 認 申 27i 舎 が 昭 和48年 9 月 7 日 以 後 に 従

の 方 針 がH召キ[148年 9 月 7 EI の !!{.I 設 で 決 定

(1)百11辺 )(.f V，l に お け る ill 築 投 資 の 抑 制 州 也 の 刈

7  

象 と な る ill 築物は、住築延べl . I 1i 紛 が3，00 0 平 均
床材、1 [ : ! 照明システムなどが注伺された。

メートノレ 以 上5，0 0 0平 ) j ノ ー ト ル 未 満 の 民 1::1池

築 物 で 、劇場、 l決 阿 館 、 飢此 場 、 遊 技 場 、 焼

i : l : ' ，されたも の 及 び 9 月 7 日 以 前 に 従 山 さ れ た

もので Ｙ 月 Ｗ 日現在未だ本絡的に工 Ｇ ｊ ｾ に 泊予

路上必、料J 1IU，li 等 主 と し て 遊 興 娯 楽 の 朋 に f共せ

れ ら る と i1Zめ ら れ る も の で あ る こ と 。

(2川 Hli if1."，' ｩ ｩＧｃは、住築 ｊ ，ｾ［ｉＧ ｜ 法に ｊ ，ｾ づく確認 ｉｬｬ､￬Ｇｪ

し て い な か っ た も の の う ち 、学 校 、 住 宅 (1jl'JTJ 

住 宅 等 に あ っ て は 、 延 べ 面 般 の お お む ね 2 分 の

1 以 上 が 住 宅 の 用 途 に 供 さ れ る も の を い う 。) 、

ｳι 徐と ｈｾｾ 1973 1' 111 JJ ¥; 

カ＼ｬＧ ｩ Ｇ われた ｉＧ ＺＧｦｩＧに、 打 ｉ ｬｪ ｬｬＱ ＨＧｈ ， ｾ生 ＱＱ ・ ｆ が講ずるもの

とし、組ぎた主に対し、 ｊ 二 ＧｪＧ［地工 の延 ｊｾ ｊＳくは処

築 規 伐 の おii 小 を 勧 作 し 、 そ の 同 答 を 求 め る も

( 後四件)め と す る こ と 。

病 院 ま た は 社会 福祉 施設 を 除 < l (IHI の 処 築 物

で あ っ て 、 そ の 延 而 引 が5，0 0 0 m

2

以 」二のもの。

2. 報 告 の 要 領

報告は、所目| 強区域内対象往築物一 覧 表 の 隊 式



8  

す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-
-

軽 量

比 重 0 . 5

断 熱

而七k.

法 定 lfi i-J 火 材 Ji '-'j.

当

⑨ P O R Eぎ〉

ト ミ ヤ 7 シ ュ ー ズ 京 都l吉

京 都 市 四 条 河 原 町

E宣言十 伊 東 建築 設計 事 務 所

施 工 佐 藤 工 業 側

使 用 個 所 タ テ カ ベ

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工 j t:J J 短主Ui を 要 す る す べ て の 雄物

2  空 調 を 要 す る 工場 ・介 庫 目j¥. 務所 住宅 等

3  鉄 骨 大 張 間 の 工 場 ・体 行 郎等

4  純 量 化 を 要 す る 日 } ，・7挫 築 物 ・'J次 ω地 艇 の 建 物

5  宝;た'，-1・l耐 火 作j i21 の必刊誌Ij

長ポレ1I/' 7"' A株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 1苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  ( 平沼 ビル )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 J苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 宮 士 ビ J レ)

旬 話 大 阪 ( 538 ) 代 表 o 5  2  1  

名 古 屋 支 r . 5 名 古 屋 甫 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ピ J レ)

電 書舌 名 古 屋 ( 5 81 ) 代 表 7 4 2 1  
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ド i ト 1 I"TF

928.  関 西 学 院 大 学 第 4 別 館 I 929.  龍 谷 大 学 図 書 館 I 930.  嵯 峨 美 術 短 大 校 舎

設計 ' 側 竹 中 工 務 庖

施工 ・体制 竹 中 工 務 庖

ｊｩ，ｦｯｉ Ｑ リ ｉｉｾ jKj i-ヰdi _j-.ヶ JJ;( 1 - 2  

c  .  1， 189. 04m'  

d.  5，092. 73m'  

e.  S R C  B . 1 F . 5  

f. II71利47
1
1' 4  JJ -II( {千1J 48

J
p 4  H  

設計 . 側 中村 建 築 設 計 事 務所

施 工 清 水 建 設 大 阪 支 庖

a  .  J;( r.!I di 伏見区深草塚本町 6 7  

c.  2，517m'  

d  .  5，03Im'  

e.  R  C. 地上 4 F  

f  .  II!HII 47.11'  8 月 - 1昭和148
J
I' 6  J' J  

設 計 :鴻 池 組 設 計 部

施工 側 鴻 池 組

a .  J;( r.J 1  di イ'i Ji( 区 嵯 峨 fi.l み町

b.  22，415  m
2  

c.  3，284.0Im
2  

d.  9，904.50m'  

e.  R C & S l fJ! Uイ1 P H  
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931. 立命館大学衣笠学舎学生会館( 一期) I  932 .  

設計 .宮 家 建 築 事 務 所

施工 清 水 建 設 側 大 阪 支 庖
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庫兵 京 都 大 学 農 学 部

設計 :枝 村 建 築 事 務 所

施工 :世帯 鴻 池 組

a  . 京都市左京区北白川追分町

c.  1374.967m
2  
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e.  R  C  1械 7( 1  P  H  

f  昭利47$1' 3 月- 1問手[ 148年 3 月
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934.  大 阪 合 同 斤 舎 第 3 号 館

設計。建設省近錘地方建設局営繕部

絡工 株 式 会 社 銭 高 級

a 大 阪 市 * 区 大 手 前 之 町

b.  5. 915 m'  

c.  2，036. 5m'  

d  .  40，617 m'  

e  .  ( 地上部分) 純鉄骨造耐火被離15階

( 地下部分 ) 5 R  C ill 3階， li喜屋3階

f . 1昭和45年 8 月~昭和48年 8 月

935 ， 高 石 老 人 福 祉 セ ン タ ー I 936.  東 洋 情 報 シ ス テ ム ビ ル

設計: 共 同 設 計 側

施工 :栗 本 建 設 側

a  . 町布 di 千代田 4 - 1 3 0 4

b.  2，329 m'  

748. 75m'  

I ，007. 29m'  

R  C ， 2  F  

昭和47年 10月~昭和48年 4 月

設 計 東 洋 不 動 産 側

施工 . 側 大 林 組

a  吹 田 市 江 / 木 町 1 3  3  8  

c  1，422.74m'  

d.  9，074. 55m
2  

e.  R C， B I ， 6 F ， P 1  

f  昭和47年 3 月~昭和 48年 6 月

9  
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ｾＺｧＭ ; ; . 1.、ごE ー ド

マスチッヲヲI : 1- . J : J I:J“

耐 久 性のすぐ れ た防湿床 材

特 長

1  耐久性 : 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すベり抵;抗"性 : すべり抵;抗; 性;にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用している聞に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート 、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場 、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場 、貯蔵庫に多く使用されている 。

J 園、@

FLl NTKOTE 

、J

フリントコート についてのお問合せは下記へ

ｪ 保武 ＸＵＱ シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
τ， - J  ｾＮＭ :Il " - I - 施工販売部

大 阪 ⑮632 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 7 6 合 ( 06) 303 ー 7131

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 町2 T 目4番 地( 第2ぬ η 彦ピノレ3階 ) f i ( 03)  562 - 4646 

名 古 屋 星 野46 1 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日 本 橋 ヒソレ4 階 ) 宮 ( 052) 931 - 8537 

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 鳥 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ピノレ3 階 ) f i ( 0822) 2 1  - 1224 

福 岡 <!!!>810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ビ ル 3 階 ) f i ( 092 )  77 ー 1961

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



建

築

の

眼

片 倉 健 雄

大阪大学助教授工学部建築工学教室

4門 座 正 信

大 阪 府 企 集 局 宅 地 開 発 部 畏

太 田 隆 f言

板 書 建 築 研 究 所

浅 田 孝 夫

大 林 組 建 築 本 部 工 務 部 筏術 保 長

7 月 号 よ り 12 月 号 ま で 上 記 4 氏 で 担 当

口 「住 宅 用 J と い う こ と

ときどき、新聞の折込広告に「お住戸、の修司lf. { l c ります」というのを見かける 。 な か に は 「 サ ー ビ ス カ ー が む

ち に 参 上 致 し ま す 0 0 メ ン テ ナ ン ス サ ー ビ ス 」 と い っ た ス マ ー ト な も の が あ る 。 政 府 の 問 題 を7}11にしても、

最 近 は ま す ま す 住 宅 の 補 修 を 依 頼 し に く く な って い る し 、 ま し て 新 し い 住 宅 地 で は 新 築 を 手 が け る 怨 殺さ走者

は 多 く て も 、 零 細 ! な 仕 事 や 便 利 大 工 と し て 而 例 を み て く れ る 人 を 探 す こ と は 至 雌 だ が 、 そ の 状 況 を カ バ ー す

る商売が漸( ょうや) < 現れはじめたようである 。

そ の 点 、 設 備|具H系は本来、機慌の更新や中iIi 修のためのサービス体l I il lが 一 応 で さ て お り 、 事 故 や 安 全 保 守 の た

めにもそれを欠くことはできなし、 。 と こ ろ が 氾 ニ 外 な と こ ろ で そ の 弱 点 を 経 験 し 、 そ の こ と を 話 し た と こ ろ 同

様 の 経 験 者 が お ら れ た 。 ガ ス の セ ン ト ラ ル ヒ ー テ イ ン ク が 故 障 し 、 tI2 ど お り に サ ー ビ ス マ ン が か け つ け た が

解決できない 。 車古来・はガス会社関係と、下請の水道屋、屯気屋まで入れ替り立ち鈴り王 ｦ ｬ れ、住 ｾ 全な 循環ポン

プを 1 台焼いて取主幸え、やっと結着した 。 こ れ は サ ー ビ ス 体 制 と そ の 能 力 の 不 足 だ け で は な く 、 住 宅 用 機 器

と し て の 問 題 を 示 し た も の と し て 受 け と っ た 。 ビ ル 用 設 備 よ り も は る か に メ ン テ ナ ン ス に 対 す る 配 慮 の あ る

機 器 で な け れ ば な ら ぬ し 、 設 計 全 体 が よ り 単 純 明 快 で な け れ ば な る ま し 、 。 少なくともボイラ一室内の袋詰主全

体 が 、 そ の 点 で 不 十 分 な の で は な い か 。 ( Ka )

口保 存

ま ら

北 陸 地 方 に 花 戦 中 に 、 金 沢 市の 古 い 街1Eみを 何 度 も 歩 い た 。 い つ か 大雪 の 夜 、 長 者 11可の武家屋敷跡、の jj ) l れか

か っ た 土 塀 の あ た り の 静 か で あ わ れ な た た ず ま い カ 、 印 象 に 残 っ た が 、 土 地 の 居 住 者 も 毎 冬 の 庭 木 の 雪 援 や 塀

の 修 理 で は 大 変 な こ と だ ろ う と 問 的 は し た が 、 い ず れ は こ の 土 塀 も な く な る こ と だ ろ う と 思 った。

その後、金沢市が補助金をt J J して J)J(， を 修 思 し た こ と を 聞 き 、 昨 年 現 地 を た ま た ま 訪 ね て み た ら 、 も ち ろ ん 、

本 格 的 な 復 旧 工 事 な ど は 予 算 的 に も と て も で き る こ と で は な い と 承 知lは し て い た も の の 、 安 あ が り の 感 じ が

強〈、塀! の 巾 にひ っ そ り と 銭 さ れ た 住 宅 と も 調 和 ! 惑 が 失 わ れ て い て が っ か り し た 。

古 い 良 い も の の 保 存 が 大 切 な こ と は 誰 に も 良 〈 理 解 さ れ て い る こ と で あ る か ら 、 史 跡 な ど の 指 定 だ け で は 不

卜分 で あ と は 財 政 問 題 だ け で あ る 。 そ の た め に も 史 跡 ら し い も の を す べ て 残 す の で は な く て 、 去 に 大 切 な も

の だ け を 残 す こ と で あ る 。 か つ 、 収不正こ の た め の 費用はすべて公共の手に委ねざるを符ない笑' J j ' f であるが、

民 間 が 追 っ たものは民川の予で大々的な得イ寸によ って ま か な う 方 法 が と れ な い も の で あ ろ う か 。 ( Ku)

口 暗 が り

この夏以米、 itri ' 必のためあちらこちらのビルのロビー、ホールなどで、 屯灯 の つ い て い な い 状 態 に で く わ す。

互 の さ な か に は そ う い っ た 状 態 に あ る 何 の 悲 壮 感 を も っ た が 、涼し く な る に つ れ て 、 余 裕 が で て き た せ い か

i此近 で は 「 べ つ に 1以 lーが な く て も ど う って こ と な い な ... ーJ i うす H音 い 方 が か え っ て 様 に な っ て る ん じ ゃ な

い か な ー 」などと，思うようにな ってき た。 巧一えてみると、私たちは 明る さ に つ い て は き わ め て 敏 感 で 、 釜

山 の 他 を I珂 る さ で チ ェ ッ ク す る ニ と は あ っ て も 、 公 開 の Ut ( さ、暗がりの効果についてはすこぶる鈍感な

の で は な い で し ょ う か 。 Iリl る さ の ぷ 返 し が 、附l 、11託 さ で は な い の で す 。 l明るさと 日音 さ は む し ろ 呉 質 な も の

と考えた方がいいのではないでしょっか 。 よくいわれることですが、 ＱＱ ＱＧぃ、 ｾ ｉ ｊｮ の認識がないかぎりステンド

グラスの効栄などはどうしても忠則平できないのです 。 忠一 ｪ 丘一流行の ｉ 次抜けのある笠聞の効朱なども、やはり ＱＱＱｾ

が り の 笠 ↑I=¥J の系に 1! !1，す る ボ キ ャブ ラ リ ー な の で は な い で し ょ う か 。無鍛えをはぶくというのではなく、空間の

本 質 に か か わ る 問 題 と し て 、 氾 灯 の ス イ y チを 抑 す ま え に 今一 度 、 暗 が り の 空 間 の 効 采 を 確 か め ら れ ん こ と を

お す す め し た い 。 ( 0 )  

口 施 工 設 計

建物の設計図をまとめる段階で芯| 庄 ・mD!1 . 設 備 の 各 部 門 ji¥1 に ついては情報交換が' 色、に行われており、そ

の 結 来 : は 設 計 図 に フ ィ ー ド パ ン ク さ れ て い る 。 し か し 、 施 工 に つ い て は 設 計 図 が で き あ が っ て か ら 、 さ て ど

の よ う に 地 工 す る か と い う 作 業 一 一 地 工計 画一ー が 始 ま る の が 普 通 で あ る 。施 工 上の都 合 か ら 設 計 変 更 の 行

わ れ る こ と も も ち ろ ん あ る が 、 そ の 位j交は局書IS的 な も の で あ る こ と が 多 い 。

ところで 故近では、 ｊ 也知Ａ￮ ＨＷＩ目玉いことから施工図 Ｉ｜ ｦｾ なところでビルなどの建設が計画される傾向がある 。 たと

え ば 建 設 機 械 の 旅 回 も で き な い よ う な 狭 い 敷 地 、 超 軟 弱 地 盤 、 既 設 の 地 下 室 や 枕 の あ る 敷 地 、 怨 設 機 械 が 幸 寄

り つ く と こ ろ も な い よ う な {tti 卒、υ也etc .

こ の よ う な 倣 地 で は 、 従 米 の よ う に 設 計 図 が で き て か ら 経 済 的 な 施 工 を と 考 え て も 地 工 の し ょ う の な い も の

もある 。 経済的に泊工を可能にするためには、建物の保 ＤＧｾＺＧｦ 生にも［必響をおよぽすほどの大幅な設計変更、と

い う よ り は 新 鋭 設 計 が 必 要 と な る 。 また、リl}i 1 J 也の条件以外でも公害問題 、交通規制、コニ1'" な ど の 条 件 の た め

に 同 械 の こ と が 起 こ り う る 。 こ の よ う な 特 殊 条 件 の も と で は い わ ゆ る 焔 工 計 画 と い う よ う な か か わ り あ い で

は だ め で 、 設 計 当 初j か ら 施 工 設 計 と い う 形 で の 参 画 が 必 要 で あ る も の と 考 え ら れ る 。 ( A )  
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修学院離宮の拝観( 内定) 。恒例の忘年懇親会 ・予告。建築基準法政

令改正と新用途地域改正 lζ 伴う法の解釈および大阪市消防条例改正に

ついての説明会開催。

故松本儀八氏追悼の乙とば ー ・

床面積の算定について( その 2) .  ..... ..  ・ -ー .• •. 井原 :潟

コンピュ ーターでエレベーター の耐民性解析。建築機械展示会。 A B C

建材ショー 。大阪から公害をなくす第 2 回府民集会 一 ...... ・7

最近竣工した新建築 9 点l (Nu928- 936) ー ・ー・・ ・ ーー. . .... … 自

住宅用という乙と / 片倉健雄 保 存 Ｏ ｾＢｬ 座正信

l清 が り/ 太田隆信 施工設計/ 浅田孝夫 ... .. . ..・ 11 

地中海住環境⑤アンダノレシア ・ ー ....... 写真と 文 鈴木良介 ー15

大仙西町団地一・・"..... . . . . .一計画 ・設計 ・監浬 ・堺市 ・三座建築事務所 ・16

一堺市協和町一 施工桜並工務倍 ・熊谷組

問中土III ・奥村組，筒井土建

l t  

"" 

真

風

ス ケ ッ チ ブ ッ ク

建 築 の 限

法 令 コ ー ナ ー 74.

建築と社会ニュース
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作

山 口 市 民 会 館 ， メ J レボ紳士服本社ビ j レ

雄 琴 雄 山 荘 ，大 村 邸

四条畷市立第 4 小学校

池 田 府 ・市 合 同 庁 舎 ……・一一・…ー・…・・ 0 ・ー・・ー・・・…ー… 31

一 連 の 構 造 計 算処 理 プ ロ グ ラ ム の 開 発

神戸三宮一丁目西ヒソレの構造計画
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おわびと訂正. 本誌9月号「無音無仮動基礎工法」記。l' 中，

rN TO式ドーナ γ オーガー工法』と rO N S 工法J (と bl c 日

m工業) の 69 ページと 71ページが入 笛っておりました。おわ

びして訂正いたします。なお，本号43- 46ぺージにその工法を

再収録いたしましたので多照ください。

本誌10月号会告の第 14回関西郎市 ・住宅会議の講附大敵JJ 一氏

は大阪市立大学教侵ですので訂正いたします。
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昭和48年度編集委員会 ( 順不同〉

編集委員畏 l 山田 幸ー : 海道梢信・

彦 谷 邦 渡 辺 怠 大野 義M

石 悶 繁 夫

編集理事 ;事業委員より ! 小川 克彦

井上 混 : 窪田 祐 j 上田 信也

五十嵐定義 ! 大橋 一雄 ; 谷淳之介

尾 t( l 滑四郎 ; 三 品 哲 夫 大蔵 勝

小 泉 豊

北垣智造: : l ' r . + - + ，! ，7 r . ' 八木俊樹

西村良平 。

l、西 抑 ; 西 野 孝 。

白井周二 絹集委員 ; 肌勢良雄 :

菅谷健児 ; 日下正延 j 生出隆史 :

高野考二郎 : 浜悶 学昭 : 宮坂一也 :

谷 口 尚 武 i 辻 文三 官 木 信 介 i

月

編集 人 松 井 昭 光

印 刷 昭 和 48 年 11 月 20 日

発 行 昭 和 48 年11 月25 日

発行人福 中 定三郎

発行所( 社) 日本建築 悔会

大阪市東区北浜 3 - 37 

電 大 阪 231- 9 6 4  8  

振 替 口 座 大 阪 39975

印 刷 者 網 野 栄

印 刷 所 側 研 文 社

大阪市北区堂山町 66

竃 大 阪 361- 0  3  5  1  

売 価 l 部 4 0 0円 ・送料共
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1. 露 J|」l 防 水 の フ ク レ を 完 全 に 防 11: します3

2.下 地 挙 動 を 緩 和 し 、優れた| 耐亀裂性を

発 揮 し ま す 。

3.従 来 の 絶 縁 工 法 に な い 接 着 ブJ で、 j瓜に

よ る 剥 離 を 防 止 し ま す 。

⑥ 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

. 東京都足立区千住東2丁目 21番目号 T E  L 東京 (882) 2424 (代表)

. 大 阪市東 淀川区端 光通 り4 丁 目30の 2 T E L 大阪 ( 329) 7737(代表 )

日 新 工 業 格 式 会 社

本社営業所 . 東京都足立区千住東2丁目 21 番28号 T E L 東京 (882) 2424 (代表 j

大阪支庖. 大阪市東淀川区端光通リ 4丁目 30の2 T  E  L 大阪 (329) 7737- 7740 

出張所. 名古屋 (741 ) 4257- 8・広島 (21 ) 1010 ・1061・福岡 (74) 346 1 - 3

. 札 幌 (51) 5659・6885・山形 (23)0437- 9 工場. 東京.i奇王・山形



マラガからグラナダに行くには、山越えにア

ンダルシアの高原を抜けるのと、海岸線を通

る二つのルー卜がある 。マラガを出て 1 時間

余りの険しい山道をすぎると次第に緑が多く

なり 、やがてアンダルシアの平野に出る 。 こ

こにお見せする写真のうちの 2 枚は 、アンダ

ルシアの高原のはずれにあった小さな町の姿

である 。 山の北側のゆるい斜面に沿 って立ち

並らぶ家々の聞を通る道は 、不規則に段をと

りながら、小高い丘にはさまれたカテドラル

のある谷間にと 続 いている 。 かつて 、 この丘

は城砦ででもあ ったのであろうか、倉庫のよ

うな一棟のみが残る姿に、互いに肩を寄せあ

って生きてきたのであろうこの集落の昔を思

うのである 。

あと 1 ; 枚は、グラ ナダから 南に海岸線に出る

途中、遠〈シ エラ ・ネパダ山脈を望む山間に 、

やはり北償I j の斜面に寄り沿 って建つ白 壁の集

落である 。



大 仙 西 町 団 地

高 層 住 宅 棟

施 工 榎 並 ・ 熊 谷 共 同 企 業 体 榎 並 工 務 庖

大阪市浪速区浪速町東 1 - 8  - 1  

T  E  L  06 - 568 - 0001 
熊毛主組

大阪市都島区片町 2 - 10- 5  

T  E  L  06 - 352 - 11 51 



大 仙 西 町 団 地

一一堺 市 協 和 町一一 計画・設計・監理: 堺市・ 側 三座建築事務所

電 気 設 備 大 栄 電 気

大阪市西区京町掲 2 - 35 

T  E  L  06- 443 - 0631  
給 排 水 衛 生 設 備 中 山 工 業

高石 市羽衣 5 - 13 - 14

T E し 0722 - 63 - 0250

施工 : 榎並工務庖

熊谷組

田中土建

奥村組

福井土建

P hotos :  K .  H  i  g as hi de  



J.L:' 、バルコニー テラスとしてむ工犬できる
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大 仙 西 町 団 地

3 層 住 宅 棟
施 工 田中・奥村共同企業体 田 中 土 建

大阪市住吉区長居町中 4 - 29 

T  E  L  06- 691 - 0567 
奥 村 組

大阪市阿倍野区松崎町 1 - 2 - 3

T E L  06- 621 - 1101 



電 気 設 備 中 本 電 気

大阪市減東区野江東之町 3 - 15 

T  E  L  06 - 931 - 7341 
給 排 水 衛 生 設 備 清 水 工 業 所

大阪市大淀区南浜町 3 ー 14

T  E  L  06 372 - 2851 

ｾ＠
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堺市協和町の町づくり

一一 大仙西町団地一一

( 株)三座建築事務所 森田亮輔

堺市は「同対審答申 ｊＨ 同和対策 ｴｾ 議会答申 Ｉ の完全実施にむけて

堺市「同和対策卒業」総介計四を70年に樹立し、 三座建築事務所

は計画 ・設計 ・監理の立場で 11円づくりにたずさわってきた。

大仙西 11汀団地は、その一部として差別のない明るい社会をめざ

して実現したものである 。 「同対若手答申」は57年に部落解放にむ

けての国策問立要請運動が組織されてより長い斗いの米、 65年

にかちとられたもので、「同和問題の早急な解決こそ固め責務で

あり、同 nJj に国民的謀題である 。」ことが固めレベルではじめて

明記された。 63年に起った狭山差別裁+IJ がp;iji 斗争と共に答 rj3の

完全笑地が斗われ、 69年に 10年間の H割以立法である「同和対策事

業特別的置法」 の制定をみた 。これより運動は全国の都市で具体

的に展開されていく 。耕lの被差別部落である協和Hりでは69年に

部落解放同盟大阪府連合会堺支部 ( 以下、支部と記す ) が再建

され、支持1¥はまず地区の総令計画に若手し、それを車ill に運動を

組織した。

協和町は計画区域で約27ha、住民約 6，500人の町である 。長い

差別の歴史は住民の生活全而に及び、 H汀の姿にも歴然、と反映し

ていた。戦前 のお国強兵政策に利用された周辺の工場立地、地

区内へ l喰い込んだ工場群、 1111りくねった細い道、何棟かの改良

住宅、老朽した家屋、点花する軒先庖告l I i 、空1地也などカが古1鯨!山収

札泌t在していた 。 われわれはこの現笑を住民が主人公である町へ

回転させるために、総子ト計四にむけての基本構想作成にまず取

り組んだ。

われわれ自身、生活環境面で住宅難、交通災害、自然、破壊など多

くの困難に直聞している 。 これら都市問題はつまるところわれ

われの人椛と企業権の矛閉め反映であり、公的な投資が企業椛

内部の矛j青解決を第ー の課題としていることがさらにそれを激

化させている 。 この基本的人権を非常に相l末にする日本社会は、

ｉ ｾ ｉ 立性を奪われた広大な経済の下部材 ｬｩｩｴ で支えられており、部

格差別はそ の底辺を低生活、低権利におしとどめておくしずめ

として存点 している 。 す主わち、部落差別の被害は広くわれわ

れに及んでおり、人間が人間の基本椛を侵し、侵されることを

止り前とし、日本人をアニマル化しているのが差別思想であり、

これを克服することこそわれわれ自身と、社会の前進にとって

必須の諜題である 。 技術がH寺代の課題に規定される以上、町づ

くりにかかわる技術者は、この必須課題に対する自らの立場を

24 

J緩めることなしに、いわゆる「良い III TJ や 「良い挫築」を追求

することは本来ありえない。 われわれは解放運動の成果として

実現するこの町づくりに大きな立義と利害 をかけて作業を開始

した 。支部から地区の笑態を学び、図而や模型を問; t で地区や

市役所で討論を重ね、悲本梢 iEi! を作成した。堺市は70年 9 月に

基本構想を採択し、以後の全事業は北本構想、との関係で討論さ

れ、構想も補完されて現在の総合計画に到っている 。

大11lJ西"円 団地の敷地は協和町と国道をへだてた工場跡地であっ

た。 この敷地を計四推進のてことし、基本梢恕の内容を具現す

るモデル住区とすることがイ立置つnt られた。

住区計画の柱はつぎのようなものであった。

i ) 住宅規棋を拡大する 。住み替え方式、既設住宅の活用など

を含めて、全世帯椛成の地区的対応、を検討した結果、今後の住

宅建設は 3 寝室以上を主体とする必要ーがある 。

ii  ) 住民の社会生活を阻害しない住宅を; 建設するという住宅建

設の目的を優先させる 。 階数、陳配置は社会生活の活性と利便

を保障するための効果的主住宅集令計画から決定すべきであり、

経済性はその笑現過位で無駄をなくする観点から技術的に追求

すべきものである 。

ii i) 町の空聞の共有j立を拡充する 。外部を歩行活動による生活

の場として取り戻し、住宅と 一体化して住民の多様な交流を保

障する 。

プライパシーは悲本椛の範囲に節度をもって設定する 。

iv ) 植裁を主要計画に抱える 。 自然の存在物たる人| 片iの健全さ

への復元のために、単なる修景: でなく教育的課題としてとり〈

む。

v  ) 自動車の私的所有を抑制し、住区内の車道計画は住民共通

のサービス車を受け入れることを目的として計画する 。

とくに、最近の画一的な住宅の高層化傾向に顕著な経済性を最

優先させる考え方、住民管理を基本に置く考え方を放も悪い主

客年到到の傾向として反面教師とした。

実施段附での現実は、既成の価値観と補助制度で固められた予

算の慌や、間々の現行法規による総令的卒業の分離規制の述統

であった 。 そのなかで純 室 内町村 Ｕ Ｐｭ Ｒ の規 ｬｾ や、 ＳＱ ［ 皆住宅のジ

グザグ配置などが実現できたのは、部落解放同聞大阪府連およ

び支部を中心とする強力な支持と運動によるが、似本的には、



住む人々が団結して斗える住民であったからである 。 この団地

で獲得された 一歩の前進は、その後の公的な住宅の規棋や質の

向上に先駆的な役; 作IJ を果している 。

協和町の町づくりは大仙西 11fT団地だけでなく地区全域で進展し

ている 。町づくりと 一体となって住民の団結の輪も大きくなり、

この秋には地区ではじめての文化祭が笑現している 。 これは新

しい町づくりのなかから新しい文化活動が成長しつつあるとい

う素晴しい情況である 。 管理社会が不毛にしたもの、万| 噂が n

成できなかったもの、いわば祭の生命が住民の文化祭のなかに

息づいていた。 しかし、 一方全国的な運動の波及をみた場合、

いまだ部分的におしとどめられているのが現実である 。

部落差別の存在意義が住民の分断と不団結にある以上、われわ

れは、あらゆる成果を自らの力として分裂政策の犠牲を拒否し、

町をわが町にして ゆくすべを握らなければならない。

地区住民と 一体となって進めてゆく新しい経験はわれわれに多

くの問題を提起した。 支部からはつねに「誰が、何のために、

どのように使うのか」という観点からの批判と助言を受けた。

例えば老人センターを 2 階建で計画したが、利用の実際を見て

お年寄りにと って階段が苦痛なものである ことを知らされた 。

このことはわれわれがお年寄り の立場に立っていなかったこと

であり、つまり、ややもすればわれわれが主観や惰性で切り捨

ててきた問題の中に重要な発展の契機を同時に放棄してきたこ

とを学んだ。従来の設計方法も破綻を生んだ。また 、主観的な

献身性では発展を継承できなか った。 スタッフの労働情況にも

矛盾が集 中 した 。 これらを工程の問題、経営の問題として客観

的に組立て、克服してゆく過院がすなわち、われわれが建築の

問題、組織の問題を主体的に 取り戻してゆく過程でもあった。

この作業のなかでわれわれは解放運動とは本来あるべき当り前

の ことを現実化して ゆく連動なのだと考えはじめている。「同和

建築」や「同和都市計画」などあるはずがなく、あるのはある

べき建築や都市計画なのであり、解放運動は十 Ｑｾ 源的に差別と斗

うなかからそれを見抜き、建築の問題についても、それをつき

つけているのである 。 すなわち 、解 放運動の前進と「同和 ＧｆＮＱｾｊ

の正しい進展は、われわれの生活と技術と思想の向上を正 'UJ か

らうなカずしているのである。

( むりた りょうすけ )

高層住宅練

3 層住宅棟

基t担1I 平面図 - 2

-下• • 
n  

2 D  K ユニ y ト僻祖国 3 D  K ユエ y ト鮮担図

11瞳平面図

3 賠平面図
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大仙西町団地 工事概要

堺市協和田T l 丁目 6 番 地

計画・ 設計 ・監理 堺市

側 三 座 建 築 事 務 所

スタッ 7 : rlilll 光リj 井千俊男 今印紙二

井村疎夫 | 凋本硝i flj 練リ) 木版仁 9}

iTm赫彦 I!l-主宰ifI 阪本勝 :R (勝呂栄)

目下谷文彦( 竹 IH誠列 ) il: 日明代 (i上日l人只)

藤平雅 1: " " 羽英文民川TIYJ 氷山二三9J

名船腹一 新見.flll 安 野 瀬 渦 イ 林 秀 樹

稲 L31向 次 藤Ill i克1，1 - 1 ' 凹宏之松Lrl. Ttifi

向井手 ｉｊ 政 ｾｦｉｉ ｾＧｴ 州安野丑松行方啓司

( 7 イウエオ順) (  ) は退職者

協 力事 務 所 縦 井 法 築 設 備 研 究 所

能勢建築精進研究所

敷地面 積 3. 6ha 

( 1) 高層住宅棟

構造規模 S  R  C  14階建 129戸 及 び

S R C  9 階建 Ｑ ＲＶ 戸Ｈ脂ｾｩｉ￬ 8  )  

建 築面積 14  F 椴 909. 07m
2  

9  F Hl  

延 床面 積 14 F 倣

9  F 棟

工 期 14 F 仰

1. 176. 53m
2  

9，825 .98m
2  

9. 340. 79m
2  

46. 3- 47. 11 

9  F N!  46. 3- 47 .9  

施 工 榎並 ・熊谷共同企業体

(2)  3 居住宅様

構造規模 R C  壁式 3 ド皆愁 216戸

建 築面積

延 床 面積

工 期

施 工

( 3) 高層練部分外構

工 期

施 工

(4)  3層棟部分外構

工 期

施 工

( 5) ちぬが丘保育園

5，433. 48m
2  

12，053. 16 m
2  

46. 3- 47. 3 

田中 ・奥村共同企業体

47. 12 - 48. 9 

綬並工務広

46. 11 - 47. 5 

rn 1' 1] 土 建

機造規模 鉄筋コンクリート造 2 階 建

敷地面積

建 築 面 積

延 床 面 積

エ 期

施 工

( 6) 第 3 公園

エ 期

施 エ

(7) オーバーブリ ッジ

工 期

施 工

大仙西町団地に植えられている植物

1，157. 50m
2  

l ，075. 40m
2  

1，110 .70m
2  

47. 7- 48 .3  

組並工務応

48. 1 - 48. 3 

福井土主主

46. 10 - 47. 2 

問中土建

- 大きな木・ケヤキ、エノキ、ムクノキ、アキニレ、イチョウ、

クスノキ

."， ( らいの -1;( 1) : 7 サアカ y ヤ、 y ラカシ、マテパ y イ

ヤプ y パキ、アラカシ、トウネズミモチ、スダジイ

.  'i' ( 句いの -1;( 2) : 7  J < ギ、コナラ、ナンキンハゼ、フジ

・{Ii;ぃ 4;( 1) : キョウチクトウ. アオキ、シャリンパイ、ヤツデ、

ヒラドツツジ、

. Ilk' 、4;:( 2) 。ハナツクパ不ウツギ、エニンダ、コデマリ . ヤマブ寺、

ハギ、ンロガヰヨ y

・とくにIr¥山、木; カンツバキ、アセビ、イヌツゲ. キリンマツツジ、

ヒノツゲ、クチナシ、サツキ、ジンチョウゲ、

ハイピャ 7 ンン‘ コクチナシ、ヒイラギナンテン

・I血1(li をお白うむの 。コウライシ' 久ンロツメ 7 サ、アカツメ 7 サ、

セイヨウキ・7 夕、フツキソウ. ノンラン

大仙西町団地配置図 1  :  2000 

Lヒ二二

総合計画図 1  :  8000 
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特 集 : 第2 0 回 青 年 技 術 者

設 計 部 門 横 川 隆 設 備 部 門 大 林 芳 夫

11 遠 藤 剛 生
11 高 橋 清 久

11 赤 木 園 女 施 工 部 門 和 田 貞 男

11 中 川 j羊 11 
宮 脇 克 己

構 造 部 門 辻 英
11 井 上 敬

H  鵜 飼 邦 夫 計 画 部 門 社 本 孝 夫

設 備 部 門 嵐 倉 正 章
11 j美里予 誠

( . Ii不r，J J)

青 年 技 術 者 選 衡 委 員 会 総 評 選 衡 委 員 長 彦 谷 邦 一

今 年 で こ の 企 画 も 20回 目 を 迎 え た。 例 年 の よ う に 審 査 の 結 果 は お お よ そ 大 規 模 な 組 織

の な か に 働 い て い る 人 達 が 選 ば れ る こ と に な っ た 。 組 織 は む し ろ 例 性 を 殺 す も の で な

く 生 か す 場 で あ る と い う こ と か ら す れ ば 当 然 の こ と で あ ろ う 。 しかし小さな組織のう

ち に も 立 派 な 仕 事 を し て い る 人 も い る の だ か ら 、 そ ん な 人 も 選 び た い ( と い う 点 で 今

年 は 設 計 部 門 で わ ず か に 一 匹 狼 的 な 人 が 選 ば れ た こ と に 注 目 し た い )。 推せんが各職場、

とくに大' I I ' : 業サイドにかたよる関係で、ある程度止むを待ないが、広〈、かくれた新人

の発掘に目をむけて欲しし、。 も と よ り 審 査 と い っ て も そ れ ぞ れ 対 象 が ぱ ら ぱ ら で 厳 衡

な 意 味 で 俊 劣 を つ け る こ と は む つ か し い の で 、 た だ 資 料 が 不 足 と か や 、 論 旨 が は っ き

り し な い と い っ た も の を 紙 面 の 都 合 上 訓 愛 さ せ て も ら っ た と い う こ と に 過 ぎ な い。 こ

の 点 、 紙 上 に 発 表 し 得 な か っ た そ れ ぞ れ の 推 せ ん 者 、 ま た 本 人 に む し ろ お わ び 申 し 上

げ た い。 この 20年 、 社 会 情 勢 は も と よ り 建 築 界 の 急 激 な 変 化 を 思 う と き 、 あ る い は こ

の 特 集 も よ う や く 何 ら か の 転 機 を 迎 え た の で は な い だ ろ う か。 な お 応 募 者 お よ び 入 選

者 の 数 は 次 表 の 通 り で 、 こ れ も 全 く 例 年 の 通 り で あ る 。

部 門 別 | 設 計

応 募 者 I 7  

入 選 者 I 4  

構 造

3  

2  

設 11m

4  

3  

地 工

4  

3  

言十 凶1

4  

2  

22 

14 

設 計 部 門 : も は や 今 日 で は 、 建 築 は 一 人の怨築家の怠IJ 作 よ り も 、 組 織 の 力 に よ る と さ

え い わ れ て い る 。 し か し そ う し た 組 織 の う ち で も ま た 例 入 の 創 作 能 力 を 育 定 す る こ と

はできなし、 。 今 回 は ま た 、 小 さ な 組 織 の う ち の 新 人 の 作 品 に も 接 し 、 こ こ に 4 1 ' ，の作品

を 選 ん だ。 そ れ ぞ れ 、 そ の 苦 渋 の 跡 が う か が わ れ て 喜 び を 感 じ た 。

ま た 、 チ ー ム の リ ー ダ ー と し て 取 り ま と め て い く 創 造 力 、 統 制 力 に 若 々 し い 力 を 感 じ

させられた。

梅 造 部 門 : 今年度は構造部門の応募が、 一 題 ず つ 方 而 が 異 な っ て お り 、 相 対 的 な 評 価

と な る と 非 常 に 苦 し い こ と に な っ て 終 っ た 。 辻 氏 は 人 間 か ら 機 械 へ 、 ま た 機 械 か ら 人

間 へ の 受 け 渡 し の 工 夫 が 評 価 さ れ 、 コ ン ビ ュ ー タ ー の 導 入 が い よ い よ 地 に 着 い て き た

と の 感 を 深 く し た。 ま た 鵜 飼 氏 は 『 偏 心 K 型 プ レ ー ス 』 の 特 性 で あ る 架 梢 の 靭 性 の 確

保 、 剛 性 の コ ン ト ロ ー ル の 可 能 性 等 、 実 験 を 基 礎 と し た 架 構 の 解 析 に 地 道 な 努 力 の 跡

がうかがわれ、 i芸 術 委 員 と し て き わ め て 心 強 い も の が 感 ぜ ら れ た。

設 備 部 門 : 今回の推せんは 4 点であったが、いずれも大小を間わず、省力化、合理化、

機 能 化 、 シ ス テ ム 化 等 の 時 代 の 重 要 な ポ イ ン ト を と ら え た 動 き を 示 し て い る 。 提 出 さ

れ た そ れ ぞ れ の 実 結 資 料 で は 充 分 そ の 窓 を 尽 し て い な い も の も あ る が 、 や は り 大 作 を

も の に し た 設 計 と 地 工 の 2 点 を 取 上 げ た 。 さらにもう 1 点 は 、 笑|祭 而 に お い て 誰 も が

考 え 得 る こ と で あ る が 、 現 実 に 即 し た 解 決 法 に よ っ て 、 地 道 に 答 を 出 し た 一 見 は な ぱ

な し く な い 努 力 、省 力 化 配 管 に 敬 意 を 表 し た い。

施 工 部 門 : 施 工 部 門 の 応 募 対 象 と し て 、 新 工 法 、 新 技 術 の 開 発 か ら 現 場 の 綜 合 管 理 に

関 す る も の ま で 、 幅 広 い 分 野 が あ る が 、 一 而 、 在 米 技 術 の 積 み 重 ね に よ る も の が 世 の

大 半 を 占 め て い る 現 状 で あ る 。 そ の な か で 若 い 技 術 者 の 業 績 と し て 画 期 的 と い う も の

は ご く ま れ で あ る 。 今 回 は 、 社 会 情 勢 、 と く に 労 務 事 情 の 慈 化 に 伴 い 、 ま す ま す 困 難

に な り つ つ あ る 現 場 の 綜 合 管 理 に つ い て 、 種 々 の 試 み を 果 敢 に 実 行 さ れ 、 自 分 な り に

一 つ の 方 向 を 把 ま れ た 新 進 の 所 長 を 第一 に 採 り 上 げ た 。 ま た 、 大 阪 随 ー の 交 通 量 の タ

ー ミ ナ ル に お け る 綿 密 周 到 な 施 工 計 画 を 担 当 さ れ た 若 い 力 、 技 術 力 を 讃 え た し 、。

計 画 部 門 : 例 年 に な く 、 全 般 的 に み て 、 レ ベ ル が 高 か っ た 。 最近の都市問題として、

公 団 住 宅 の 公 園 住 区 の 考 え 方 、 ま た 限 ら れ た 条 件 で の 老 人 問 題 の 解 決 策 な ど 、 意 慾 的

で 、 計 画 の 最 先 た ん を 進 ん で お る も の と 思 わ れ た 。

ま た 流 通 業 務 基 本 計 画 で は 、 複 雑 な 機 能 を よ く ま と め て お り 、 努 力 の あ と が み ら れ た。
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山 口 市 民 会 館 設 計 要 旨 余 裕 あ る 敷 地 を 最 大 限 に 活 か し て 、 大 ホ ール ・小ホ ー ル・ 展 示 ホ

ール・公民館な ど の施設群を有機的に 結 びつけ、そ の 軸に広場を据 え た配置ｾ ｾＮ 十 周。周辺 道

路 の 喧 喚 か ら 議 ら れ て 、 広 場 は 市 民 に 休 息の場を提供し、あるいは、 空 間の ドラ? を通 し

て市民を各施設に導〈 。

メ ル ボ 紳 士 服 本 社 ビ ル 設 計 要 旨

雑多な建築君芋の密集地帯。 容 積 め

追 求 が 建 築 設 計 の 重 要 な テ ー ? の

ひとつとなりつつある今日、 600%

ま で 建 築 可 能 な 亡 の 敷 地 に 300 %  

に 満 た な い 容 械 の 建 物 を 建 て る と

き設計の 自由度はきわめて大き くな

る。 必 ず し も 経 済 的 と は 思 わ れ な

い 高 層 化 を 、 鉄 骨 使 用 量 を 最 少 阪

に 抑 え る 工 夫 に よ って 笑 現 し 、 建

物 の 足 元 に 、 ゆ と り あ る 空 地 ・ 縁

地 を 創 り 出 し た 。小 規 模 な が ら、

建物 の ｾて ｽｪ 次第で環境が 一 変す

るという ｾ ｗｉｊ

山 口 市 民 会 館

所 在 地 山 口 市 中央 2 丁目

敷 地 面積 9，636. 7m
2  

建 築 面積 4，343. 5m
2  

延床而積 6，830. 0m

2  

精 進 規 模 R C造 一 部 S 進 地上 4 階 地 下 1 階

工 期 昭和45年 3 月~昭和46年 8 月

メ ル ボ 紳 士 服 本 社 ビ ル

所 在 地 大 阪 市 東 区 大 手 通 1 丁目 37

敷 地 前 桁 1，025.7m
2  

建築商干'1'1 586.7m

2  

延床面舵 2，880. 7m
2  

情 造 規 桜 S R C造 地 上 91培 地 下 11婿

工 期l 昭和47年 5 月~昭和48年 6 月

11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川111川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  
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横川 i 隆 一

生年月日 昭和18年 7 月17 日

故終 学 糠 昭 和43年京都工芸繊維大

学建築工芸学科卒業

業 朕 昭 和43年隊式会社 日;建訟

計に入社、現在に至る

作品目再燃

昭和43年 日本. l . I ! 築' 7会卒業設計コ

ンクール入選

昭和46年山口市民会館

昭和47年 メルポ紳士服本社ピル

昭和48年 fi:友生命 K SJ十jihi

中 村 甲 ー

すいせんのことば : 多械化の傾向

にある建築に対して、 42かな発想、

と創造力、デリケートなセンスを

もって取組んでいく姿勢は、これ

からのより多くの経験を重ねるこ

とによって充実していくものと大

いに期待でき る人である。

青年建築家のことば : 全国為地 に無数に存在する、いわゆる市民会館

建築のそれぞれが、 Ｇ［ ｩｾ Ｇ に肉有のテー＿をもって企画町されるべきだとす

るなら、 山口市民会館のそれは、高い文化的伝統をもちながら、しか

し必ずしも 財政的に位かでない、 山口市に特有の地 }J 性を背景にしな

がら、市民生活の核としての広場を現代建築の語法によって自1) リ出す

ことにありました。

ところで、いわゆる専 門家ゃ: u t 築ジャーナリズムの評fl Hi はさておき、

当の市民の評価は、むしろ、ホールの7干響特性の良し悪しとか、 舞 台

設備 ・ ｚ ｅ 湖沼気設 ｍｩ ￬ の性能とかで決まることも多いわけで、ｾ築家が

この重要な 悦点をおろそかにし、独りよが りなIl ! I 有のテー? なるもの

のみに傾斜して、自ら墓穴を掘ることのないよう、私たちは ｾ ［ｩ ｾＧ に 自 戒

する必要があるようです。

経験の価 fl l( I 立、必ずしもその量にあるわけではありません.

たとえば一 つの作品を過して得た、しかし食重な体験から、 m築家が

社会において何をなし得るか、何をなすべきかという私たちの命題を、

宅疎で思いあがった持i象論としてでなく、真に有効な姿勢として、明

らかにしていくことも可能だと考えます。



雄 琴 雄 山 荘

敷 地1m.fi'! 11879 .705所

生I ! ; 築面的 987. 83 m'  

床 而 械 2270. 63 m'  

構 造 欽 筋 コ ン ク リ ー ト 5 階

設 計 要 旨

この主 ｬｴｾ の内容は、地下 ＱＱＱ 管機械室 、 ｬ 階喫茶

レ ス ト ラ ン等 〆マプリ ンクス ペ ース、 2 階・ 3 階

在宅、 4 階 浴 室 に て 織 成 さ れ て い る 。

この 旅 館 に 対 し 私の 設 計 が 大 小 取 り ま ぜ 第 4 回

自 の 増 築 に な る .

旅館の常であるが、 ｉ 曽築につく Ｇ Ｎｉ｜Ｇｬｾで法規改正

に と も な う設 備の 改 善 、 営 業 形 態 の 変 遷 、 建 築

シ ス テ ム の 改 善苦手有雑多な問題、それに- ; 阜の

建 築 の な か で の 以 前 向 分 自 身 が 設 計 し た 建 築 と

今回の主主ｾの巧 ー え万めズレ、以前の設計が自分

自身イ"1 も つ か み え ず に 作 っ て い れ ば い る ほ ど 後

が や り に く い 形 態 を 一 変 し て し ま お う か と 考 え

て み た り 、 ま た 前 よ り ち ょ っ と 進 ん だ な か で の

以 前 の 延 長 を と 巧 え て み た り 、 増 築 と は ま こ と

も っ てし、ゃなも の である 。

大 村 邸

般 J也而械 776. 59m'  

床 而 被 415. 01m'

Hli 造 欽 筋 コ ン ク リ ー ト 造 2 階主主

{住 所 山 中 市 緑 丘 3 丁目 96番 地

設置十要旨

Ｇ ｦｚ而 ｾ ｉ 阿と の 特色とい え ば、狙 Ｓ 築 主 の織さ匙の関

係 上 米 存 が 大 変 多 〈、 家 絞め 生 活 と 約:の 生 活 を

分縦し、 とく に 子 供 老 人 の生 活の リズムと 主 人

の 生 活の リズム の述 、、 をI吸収できるよう考J . ! t. し

た。 ゲ ス ト ル ー ム も ホ テ ル 型 式 で 入 口 の 扉 を し

め れ ば 家 紋 と は 切 り 離 し て ，替えられる 。

J J . 匠に つ いては平間、外i I I . 等ーが凹凸が多いため

内 外 と も 色 の 統ー を は か り 、 業 朴 で 飽 き の こ な

い 住 吉 に ま と め た 。

も1 イi.:; 1・・・l 圃・・・・・・c-:-:::r:・・・・・・圃圃圃圃園園田園園周回目a・

11川11川11川l川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川111川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川I川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川I1川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  

遠 藤 剛 生

生 年 月 日 昭 和 16年 2 月 10 日

最 終 学 脱 大 阪 工 業 大 乍 姐 築 学 科

業 服 k 阪 市 也 築 川 勤 務

11! ，H，1U'  

嘩上静 一 連築訟 ｅ 十 ＼ ｉ ｾ 務所

勤 務

日牌姐 ｬｾ 股計事務所勤務

i車輔剛生砲事距4<務所開l I J l :

43年 ヨ ー ロ ッパ 、 中 j ! i 束、

東 南 ア ジ ア 也 事 匹 見 学 旅 行

47年 東 南 ア ジ ア担割吉見学

時 行

絵 同 情1展 4 回 、 新協: x ! 術

会 u

T- . ' I l ボ ウ ル 1 期 2 朗 、 田 嶋 守 リ ン ボ

ウ ル、ねk - I . HI中 出 ボ ウ ル 、 羽 柴 邸 .

k 付 邸 、 市 千 里 ロ ー ズ ヴ ィ ラ 、 雄 山

荘 郷 2 1鈎 . 先 布 操 作f民 屯 、 忍 ケ 丘 1駐

イｾｦＱ Ｂ ｩ［

福 島 正 人

すいせんの二とぱ 建築に対する

情熱は人一 ! 庁、誠実と努力ととも

に其而目な設計態度で、近年多く

なってきたいろいろな悪条例ーや雑

題を、柔軟な思考71 e 分析力でと

きほ ぐし、所只と - ) しとなって作

品に取組む人。 意欲的な、可能性

におむ若き往築家として推せんし

ます.

青年技術者のことば: われわれ円安務は、 ill 築を過していかに社会に

かかわり合ってい〈かということだと思う 。貌笑には環境を具現する

ことにより. 結栄町いかんによらず社会に対し何らかの彬容を与える.

それだけにわれわれ自身があいまいであることは貯きれない. 今われ

われが考えなければならないことは予測しがたい状態で変遺を続ける

社会のなかで、何を従示し何を主張しなければならないかであり、こ

のへんが問題なのである .

現時点を捉えるならば、すべてがコマ- " ヤルベースにのって流れて

しまおうとする昨今、本質的に何が人間に対して大切であるか、確た

る ｉ ， ｴ 念をもたなければ ｬｬｩｾ は造りえない Ｎ

環境は人々を変えていく . その環境のなかから時代に即した新しい術

ll f i : 体系も生れてくる. それだけに環境と人 IlJ lは健全なかかわり合いで

なければならない。建築とは全体的なかでそのような役目をもってい

るように思う .

また私個人に対していえば、これらのことを念頭におき 、一つひとつ

の作品を通してゆっくりでよいから、より深〈建築とかかわり合って

いくことを望みます。
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四 条 畷 市 立 第 4 小 学 校

所イ1 : J也 大 阪 府 四 条畷 市 岡 山

設 計 監 理 小 河 建 築 設 計 事務 所

施 工 村 本 建 設

敷 地 面 約 16，581. 00m'  

建 築 面 的 2，150 .00m'  

延 床 而干{[ 5，607. 00m'  

f，Yi  ;主 R. C泣 地上 4 階 第 屋 1 階

ｊｾ ｉ＠ 1I(l，;J' 日47年 7 月~昭和48年 3 月

|付 谷 ｩｾ＼ ￬ｉｦｬ教室 Ｚ 30教 室

特別教室 9 教 室

JJLイl' 、大阪近郊のJ -ti 術 盆 都 市 に お け る 市 nt 政 は 、

小校生J ! ; 設予算による圧迫を受けパンク寸前の状

j兄にあるといわれている。

ある di に お い て は 、 ここ数年I l H毎 年 8 - 10校 の

新設が必裂でありその建設費は市子. n : の 60% を

こ え る と 予 怨 さ れ て い る 。 学 校 建 設 に お け る 最

大 の 問題はその用地確保にあり、 由主 近の地価ｾＮｾ

H時{ 立J l H也倣保をますます閤維な状況に追し、込ん

でいる。また、 L っ と 極端 な場合では、 di 域 に

お い て 学 校JTJj 也と し て 敢 低 限 必 裂 な 5000坪 程 度

の 宅 地 が も は や 存 在 し な く な っ た と こ ろ も で き

て い る 。 こ の よ う な 現 状 の な か に あ っ て 、 学 校

建 築 と い え ば 、 画 一 的 な パ タ ー ン の む の で あ り 、

安 物 建 築 で あ る と い っ た イ メ ー ジ が 一 般 化 し て

お り 、 建 設 事 業 を 行 う 当 局 に お い て も 、 学 校 建

築 の あ り 方 と し て 現 在 の 状 況 を し か た の な い こ

と と し て 見 て し ま う {頃 向 が あ る こ と は い な め な

い Ｇ Ｑ ｾ Ｚￆであろう 。

当 Il! ・図に当っては、主; ; ; ，、なことに市当局の充分

な思解のもとに、 i諸4 の 厳 し い lliil 約 条 件 の 主 か

ではあったが、教育の場としてふさわしい、7 . ' 1 i

L 、'11の 環 境 を 追 求 す る こ と が で き た 。

敷 地 は 東 西 に 長 〈 延 び 、来 商ms で 大 き く 南 へ 仮

出 し た 形 状 の 山地 で あ り 、 そ の 向 低 差 は 約2 0 M

と い う 、 一 見 非 常 に 不 経 済 な も の で あ っ た 。 20

M の 高 低 差 を ど の よ う に 造 成 す る か が 設 計 の 大

な ポ イ ン ト と な り 、 土 の 織 出 、 織 入hl は 最 少

と す る こ と お よ び 敷 地 内 で の 土 の 移 動 も 政 少 に

お さ え る こ と が 設 計 の 目 標 と な っ た 。 結 来 的 に

は 敷 地 を 6 つ の 呉 な っ た レ ベ J レに分WIJ す る 梁 が

取 ら れ 、敷 地iti 成 に お け る 経 済 性 は 充 足 さ れ た

と 考 え て い る 。 ま た 6 つの呉なったレベノレは建

築 計 画 全 体 に ゆ た か な 変 化 と 、 良 好 な 1; 1 境をあ

た え る こ と と な り 、 初期 の 設 計 目 標 は あ る 経 度

迷 し え た も の と 々 え て い る 。

11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川l川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11山11川11川
11 l  
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h;(: 終γ ー鹿 1Ii'l手1143i pl j ( 間i工芸繊維大

"i: ｾ出 ｾ Ｑ こ Ｚ｣ｬＧＧ￯Ｇ 料亭

1:; Ｙ［ｾ＠ ｉｉｻｻ 千 ＱＱ Ｔ Ｓ ｊ ｉ ＧＮｻ 仰 小河主ｬＡ ｾ ｊ ム ＺＱ

Ｇ Ｑ Ｇ 務，ｾ庁人 ＱＱ

作品目品目E

泣'WJu) 試験場、大阪I(.f 八11' ，木上久宝

字紙J也プール' Lf . f 'lll 点、 lff 日新Ilfj 祉洲

本主川、 mm鋭 Ji:. センターコンペ、

船場繊維} J l 附同地給食センタ一、桑

原K K  Ｇｬｴ ｬｨ￭ 営業所、光 Ｑｾｬ ｩｉＡｬハウジン

グコンペ、四条畷 fli 立111 4小学校

小河一真佐

すいせ んのこ とぱ・ 非常にn而目

な努力型てｾ任感が強〈、天性の

デザイン素質に、最近ますます磨

きがかかってきました。同僚から

の信望も厚〈、明るい性質で、こ

の四条畷市立第 4 小学校も彼が設

計並びに監理を担当した最近作品

です 。将来有望な背年建築家とし

てここにすいせんいたします。

青 年 妓 術 者 と し て の ことば・ 急 速 な 変 転 を と げ る 現 代 社 会

に あ っ て 、 建 築 の 分 野 に お い て も 、 様 々 な 変 化 の 方 向 が 見

い出されます。

や や と も す れ ば 、 そ う い っ た 変化 の 可 能 性 の 一 面 的 な 方 向

に の み と ら わ れ た 設 計 を 行 っ て し ま う な か に お い て 、 今 、

私 に 一 帯 必 要 な こ と は 、 自 分 な り の価 値 観 の f;i 1J . i 1i であると

考えます。

今 後 の 設 計 活 l[riJ の な か で 、 そ の こ と を じ っ く り と み え て い

くつもりです。



池 田 府 ・市 合 同 庁 舎

所 在 地 大 阪 府 池 田 市 城 南 1 丁目 l 番 1号

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 建 築 大林組 ・松村組 ・熊

谷組共同企業体

¥l I 気 太陽工藤工事

空調 ・衛生 大気社

敷地所新 10 ，295m
2  

建築面積 3，968m

2  

延床面積 21，084m

2  

構 造鉄筋コンクリートおよび鉄骨・鉄筋

コンクリート造

規 模 地 上 7 階 地 下 1，渚軒高35 .18m

駐車台数日台( 屋内) 129台( 屋外)

工 期 1971年 11 月- 1973年 4 月
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中川 洋 一

昭和37年 神 戸 大 学 工 学 部 主II 築学科卒業

昭和37年 輪 安 井 建 築 設 計 事 務 所 入 社

設 計 部 勤 務 現 在 に 至 る

主な設計業務経膝

日本生命広1:. ピル、大阪国際空港ターミ

ナルピル航空保安地政及ぴCI Q施段、神

戸市西農業協同組合西神文化センタ一、

サントリー側八日市貯蔵庫、地問府市合

同庁舎、大阪府庁合第 2 別館、新鹿児1: .¥

空港ターミナルピル航空保安施政及びC

1  Q施設、京都市栄fて北都市営{ モ宅、サ

ントリー附合歓の郷保養所、 指l軒町庁合、

市川町庁舎、枚方市水道局庁合、奈良市

庁 合

山 本 純 孝

す いせ ん の こ と ば ｾｩＧｩＮ ｴｭ 温和なが

ら 持 続 力 の あ る 性 絡 で 、 彼 討 を な 建

築主や気むづかしい主主築主判 l手 の

交 渉 に 意 外 な 強 味 を 発 揮 す る 存 在 。

大 阪 国 際 空 港 な ど 、 空 港 の 設 計 で

そ の 方 而 を 担 当 し て 認 め ら れ 、 池

田 市 庁 合 で は 設 計 の チ ー 7 として

見 事 そ の 資 を " * た し た 。 い ま 奈 良

市 庁 合 の 設 計 を 推 進 し て い る 。

青 年 技 術者 と し て の こ と t;f : 平 均 的 人 間 の 日 常 ー 行 為 と し て

実 質 的 な 建 築 を 述 縦 し て 設 計 し つ づ け る こ と は 、 組 織 の 経

験 と 蓄 積 の な か で こ そ 可 能 で あ ろ う 。 そ こ に 生 れ る 主 I ! 築 は

単 体 の 名 作 で は な く 、 社 会 の 要 求 に 応 え 得 る 「 確 か な 建 築

群 J として評{ 問i さ れ ね ば な る ま い 。 組 織 的 設 計 事 務 所 の 機

能 は こ の 点 に あ る と 思 う 。 市 庁 令 の 建 築 に つ い て は 、 建 築

本 来 の 社 会 性 と 、 そ れ ぞ れ の 都 市 の も つ 可 能 性 を あ ら ゆ る

角 度 か ら 検 討 し て 、 そ の 都 市 に と っ て の 確 か な 建 築 と し て

実 現 し た い も の で あ る 。
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一連の構造計算処理プログラムの開発

構造 設計が宿命 Ｈ Ｑ ｾＩ に自然現象Ｈ物理現象と社会現象Ｉに対的して行われ

る 限 り 、 い か な る コ ン ビ ュ ー タ ー ・シ ス テ ム も 弁 般 ・各 級 の 判 断 的 報 の

加 工 手 段 、 供 給 源 に す ぎ ず 、 未 米 永 劫 、 そ の 主 体 は 担 当 設31- .ri にあリ、

その識見と苦1 . " f l ' 1 と情熱にすべてがかかっている 。

そ の 上 で 、 で き る 限 り 多 く の 設 計 者 が 、 多 く の 作 品 に 、 気 軽 に 、 か つふ

ん だ ん に 用 い て 、 た と え ば 同 ー の JUlIHl - 嬰 只 の 枠内 で 、 よ り 充 分 な 検 討

が 加 え ら れ る な ど の 体 力 を 生 か し た い と 思 う 。 このため、われわれの A.

P. は 、 と く に つ ぎ の 諸 点 に 留 意 し て い る 。

. 1 / 0 労力の削減をはかること。

. 1 / 0 に関する作業は、すべて、女子袈只によることを前提とすること 。

・す べ て の A. P について 、 1 / 0 線式と内部アルゴリズムのノレール化、

統一 化を徹底すること。

・市 中 計 算 セ ン タ ー 料 金 体 系 下 で 、 1 ｮ｣ ｯｲ･ 処理を Ｑｨｾ 則 とする等、経済性

をはかること 。

( 1) ー 貧 僧 造計 算 プ ロ グ ラ ム

部 材 符 号 お よ び 荷 量 範 囲 、 小 梁 の 架 け 方 等 を 記 入 し た 伏 図 に よ っ て 架 榊

を組立て、各級品在制ii 計算、応力計算、陸fr 面算定を行う 。

計算結果はすべて、 L i ne Pr i nt er に よ る 図 表 の 型 式 で 印 刷 す る 。

すべて i ncor e処 理 に よ り 、 梁 に 部 材 角 を 生 じ な い 、 2，400部 材 、 1，200節

点以内の主主家を扱うことができる 。

(2) 任 意 平 面 架 構 応 力 変 位 解 析 プ ロ グ ラ ム ( そ の 3 )  

建 築 椛 造 物 を 構 成 す る 平 面高宅情 の大S : s分 は 、 柱 梁 よ リ な る 規則 的 な ラ ー

メン古1I 分 と わ ず か の 例 外 的 な 宮1I 材 か ら な っ て い る 。 こ の 点 を 利 用 し て 大

幅 な 1 / 0 の 削 減 を は か っ た 。 考慮 する因子として、 曲げ、 せ ん断 、 軸

方向変形、岡IJ 城、 シ ャ ー パ ネ ル を 扱 い 、 応 力解 析 の ほ か 、応 答 解 析 用 の

パ ネ 定 数 ま た は マ ト リ ク ス を 作 成 し 、 こ の 出 力 は そ の ま ま 各 種 応 答 解 析

プ ロ グ ラ ム の i nput dat a として用いることができる。

計算事古来は L i ne Pr i nt er に よ る 図 ・ 表の52式 で 印 刷 す る 。

(3) 主 体 ト ラ ス 応 力 変 位 解 析 プ ロ グ ラ ム

I B MとM I T で 開 発 さ れ た r F R A N
J

は 信 頼 性 も 日 〈 、 後 れ た プ ロ

グ ラ ム で あ る が 、 そ の 汎 用 性 の た め に 1 / 0 処 理が繁雑である。

この プロ グラ ムは r F R A N
J

を内蔵し 、 計 算 対 象 を 建 築 で 用 い ら れ る

立体トラスに限定したもので、 1/ 0 処 理 の 著 し い 簡 略 化 と input er r Qr  

の 激 減 が 可 能 と な っ た 。 計算結果は上弦材、下弦材、 斜材について、 L i ne

Pr i nt er に よ る 応 力 図 を 印 刷 す る 。ま た規則性の失われる音1I 材 、 度 界 条 件

を も っ 場 合 も 処 理 可 能 で あ る 。
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佐 野 正 ー

すいせんの二とぱ : 入社以米、コ

ンビューターに耳i U且んでプ ログラ

ムの開設とその応用に専心してき

た人。わが社にコンビュータ一室

を設lli したのはH召初42年だが、経

験を重ねて !lJ i はいま、そ のリーダ

ーをつとめ、社内外のコンビュー

ター{ 中 1:11たちの川に知1られた飯に

なった。性格堅実、l I l t 明な頭の持主。

辻 英 一

生年月日 昭和 17年 1 月12日

最終学歴 昭和42年大阪市立大乍大

学院工' 下研究科修了

業 廃 H召和42年安井建築設計事

務所入社

昭和48年同技術室設計主

任

作品略歴

- rtf部i主計算、各純断面n : 定検謀、

ｈｾ 点弾性応答解折、多質点弥呼 ｬ 件Ｎ

応答解析. f.f ; l ! : ・平函架摘応力変位解

析 ( そ町 1 ‘ その 2 、その 3 ) 、任意

立体然倒応力変i立解析 ( 1BM.  F  

R A N内政) ‘ 立体トラス応力変位解

析 ( I BM. F R A N内蔵)
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青年技術者の二とぱ コンビューターも離陸期に入った今 L 、大部分

の榊itt 技術者の業務が、本質的には、コンビューターにでも代行させ

うる作業によって占められている。これは、使いやすく優れたプ ログ

ラムの少ないこと、気軽に使える場がないこと、人件費に比べてまだ

まだコストが高いことだろう。

私は若干の教育を経た女性 7' / スタントと笠宮なアプリケ- ; / ョンを

もっコンビューター・ンステムがあれば、終局的には、情造設計に伴

う作業のすべてと構造計算そのものは 、こ れらに代行させることが可

能で、このとき、構造技術者はより進んだ形態で、判断と創造と綜合、

つまり本当の締造計画 ・設計に専念できるのではないかと与えている。

コンビ ューター ・システムをみんなのものとして、このような状況を

つくリだすために、アプリケーンヨン ウェアの協同研'先 ・協同開発、

相互利! l l y ステムが、もっと議論されてむよいのではないかと思う。



神 戸 三 宮 一 丁 目 酉 ビ ル の

構 造 計 画

本 法 家 は 、 神 戸 三 宮 地 区 に 計 画 さ れ た - jili の 市

街 地 改 造 ビ ル の 中 央 に 位 置 す る 地 上19階 、 地 下

Ｒ 階 、階屋 Ｓ 階の Ｇｊｾ 務室、ポーリング場、府錦、

駐車場等の用途をむつ主主家として計画された。

本 怨 家 は 、以 下 の 方 針 の も と に 汁 画 し た 。

(1)  隣 接 建 家 ( 既 設 市 街 地 改 造 ビ ル ) と の 関 係

Fi g . l に示すように、本主主家( 以下 B 隙 とH乎ぷ)

の 地 下 2j:符、 機 械 率 、 地 下 H 皆、 n 皆ー 3 階 ・

5可吉日iお よ び 41稽 駐 JI1場部分は建築; 11ー岡上、東

側11隣僚主J ! 家 ( 以下 C 械 と呼ぶ) と 一 体 と な っ て

は じ め て 機 能 を 発 持 す る よ う 計 画 さ れ て い る が 、

柿造上、 一 体 と し て Jf 企画することは、仮動性状

の 違 い に よ る 問 題 等 、 解 析 上 、 不 明 確 主 点 が 多

いので、地上部分では、 B 練 とC 棟 は 、 エ キ ス

バ ン シ ョ ン を 設 け 、 構 造 上 切 り 放 し て 計 画 し た 。

な お 、 地 下 部 分 は 、 間 練 と も 問IJ 性 が 非 常 に I:' f) <、

問題点は少ないと忠われる ので、 地下 ｾｊￎ 水 の処

.f' llの し や す さ 等 を 巧 JA: して、 一 体 と し て 計 画 し

た。 ま た 、 両 械 の J企礎l底 盤 面 の 深 さ を 、 全 〈 同

一 にすると I，'J時 に 、 後I也圧はほぼ同ー になるよ

うに川町した 。

(2) 基 礎

ノド控家 J 在礎底は約 G L ー 16. 0mである 。

事l t J 也地盤のよ 'l'l ぷb H古来を凡ると、 J，l ; l i 遊底付近

P H  

P 3  

P 2  

1 慨 帽 宜 j

R  
'・

19 レ ス ト ラ ン

18 
金 融 宜

17  

重量 ‘'‘ "" 16 
事 輔 宜

15 
'  

体一 "  

.  

rr 

"  

一 一10 

g  .  

8  

ド1 事 構 : a :

1-2-

ポ ー リ ン グ 噛
J苫 間

司王 リ ン グ 噛 .  

苦言t Z区
唱

J苫
輔

.  

E  蝉l 初ｾ 宜

のJ也量産は 、 N 他 40- 50の 砂 質 ロ ー ム 、 砂 、 砂 喫 し た が っ て 、 同 層 部 の 構 造 は 鉄 骨 桃11主として日十

層からなっている。また、 G L  - 14 . 0- 2 0 m付 画 し た 。

近 に 点 在 し て 現 れ る 粘 性 土 は 、 層 厚 { 1 m ぐら 主 体 架 併 は 、 牲 に 500 シ リ ー ズ ・ロ ーノレ H 形鋼、

L 、)、 N11(I ( 20以上) 、圧密試験結染から判断し、 梁 に 溶 接 H 形 鋼 を 使 用 し た 純 ラ ー メ ン 椛i込と向

充 分 に 締 ま っ た 地j冒と思われる。

このことから、当地盤は、本主主家の重量を安全

に支持できるものと判断した。

な お 、 基 礎 は 、 ベ タ 基 礎 と し て 計 画 し た 。

(3) 主 体 架 構

rA層 部 { 5 1 ' 皆床以上) は鉄骨構造として、低層

部 ( B 2  - 4 階 ) は 、 鉄f f 鉄 筋 コ ン 7 リ ー ト 構

造 ( B 1  - 4 階) 鉄筋コンクリート締. i 1 . : ( B  2  

階) として計画した。

. 1s ; 層官11のt持i立について

低 層 部 分 は 、 用 途 上 各 階 と も 全 床 面 に わ た っ て 、

防水層( J 享さ 120- 180mm) が必 要 と さ れ 、 間 定

荷重、千ｾＱ＾ Ｑ 批荷量と ｌ 、か主リ大き ｌ 、。また、 Ｑ 階

- 311皆の l丹市li では、 3 例 所 以上 の 床 レ ベ ル の 段

差が生じ、 4 階駐 車 場 で は 、ラ ン プ ウ ェ イ 等 が

袈求され、 4 階 以 下 は か な り複雑 なプランとな

っている 。

このため、 4 階 以 下 の 情 造 は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

耐 震 情 を 主 体 と し た 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 械 泣

と し て 計 画 し た 。

- 高層古11の 椛i主について

高層部分は、 5 、 6 階 の ポ ー リ ン グ 場 お よ び 事

務 室 か ら な っ て い る の で 、 平 面 計 図 上 、 広 い 空

間! が袈ボされる 。

また、床面干ｾＨ L 小 さく( 低層苦11の 約 Y. ) 、同府苦11

の 剛 性 は 、 低 服 部 の 剛 性 に 比 し て 非 常 に 小 さ な

ものになる 。

この場合、向層部のホイッピング王I l . 象は、ある

往 l支 さ け ら れ な い が 、 低 層 部 の 剛 性 を 日 層 部 の

剛 性 に 比 し 、 い ち じ る し く 大 き く す る こ と に よ

っ て 、 そ の 影 響 を 小 さ く す る こ と が で き る 。

プ Jレ

蝿 械 賞

1苫 醐

"  

a室 調 . . .  

J苔 醐

'  

.  

"  

櫨 柚 宜

股 ) Fi g. l  

断 面 図

磁力鋼管を依った ｋ Ａｬｾ偏 心プレース を有するラ

ー メ ン 架 椛 と の 複 合 梨 梢 と し て 計 画 し た 。 ( K

ｾ偏 心プレ ースについては建築学会論 文報 告 集

の「偏 心 K 砲 プ レース架椛 の 特 性 に 関 す る 研 究J

参 照 )

(4)  地 震 波 外 乱

近 畿 地 方 は 、 古 米 地 震に| 刻する記録が多いが、

瀬戸内地域は、

(a ) こ の 付 近 に 震 源 を 有 す る 地 震 は 規 模 が小さ

、、。

(b) 和 歌 山沖 、中部西部、 山陰な ど の 隣接 地 域

で 発 生 し た 大地 漠 に よ っ て も 大 き な 被 害 を 受 け

たことカf ない。

とL 、うことカザて' きる。

ま た 神 戸 で 記 録 さ れ た 地 波 浪 皮 で最 も 大 き $ も

のは V であるカヘ f也の3己j 'Ji では W となっている

の で 、 こ れ は ほ ぼO.l g程 度 以 下 の 地 漠 と与えら

れる。

し た が っ て 、 本 建 物 的 動 的 設 計 上 適 用 す る 地 袋

力としては、 J也波加速j交の 0. 2g を採用し、 これ

に対して主主家の各宮11 を日単位域に設計すれば充 分

と考えりれる 。しかし、本設計においては、 0. 25

g でほぼ卵性とし、府間変位は h/250程 度 に な る

ようにした。

なお、主主家の剛性のｾＺ定にあたり、断面性能、

5単位係数の 11J i>.E、!l rJ 仕 切史 効 果 の 評価 等の彬電車

が 反 映 す る の で 、 そ れ を )) .1.伝 し剛 性 を変化 させ

たものについてら、検討した。

娠 動 応 答 解 析 は 、 会 'l'l 点 ( 22f! 点 ) ｉ 曲 げ ｾＷ 断砲

L I NE ARを主体とし、全質点の明断. ' . t i L I NE AR、

NON- L I NE ARをも検討した。

1階平面図

Fi g. 3 

基準階平面
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繍 飼 邦 夫

生年月日 H目初 15年1011 10日

松終学歴 11自初38年名古民工業大' 下建築

?  

業 歴

+ 株ネ式会社日処設J訂| に入社し、 t再泣を ;El 当。

，ＱｉＧｦＱＺ ， ＱＱＧ 協同乱 ＺＱＧＨ 主として Ｇ ｉ ｾｦｾ 所ビルＩ 。
神戸商工貿易センターの設，Hチームに参

I1I1( S  + 27). 神戸三官一丁目困ピル阿川

j主設計 ( S R  C  + 19). 住友生命札眺ビル

( S  + 20) 解析j I ! 当. 住友生命r ，H ピル ( S

R C 十 13) 椛逃設111'0 神戸三百一丁目商

ヒソレ締法設. H- ( S  + 19) 設J 十変更。r神戸

商工貿易センターピルの情i主に| 刻する研

究J として日本建築学会大会に共同発表e

「偏心 K ｾＧｾプレース製情 的 特性にｼ則する
僻究」として日本建築学会 B論文報告集第

195に共同発表.

川 村 政 美

すいせんのことば - 新しいf r ' 1i 造的

発泡Ａを ＱＮＺＮ｜ｾ したり、特殊な梢 ｩ 立設

計を行うには、すぐれたf i Y i j; I セン

スをむつ fNt. i 1 ! : 技術者でなければで

きない。

鵜飼君はこれができる数少ない情

j主技術朽のひとりである。

構造技術者としての考え方. 建築に対する社会的要請はより高度に、

よリ絞維になってきています。防造設計ーの函からみますと、超高層建

築、大スパン建築 、建築の工業化等に、その例をみることができます。

超高層建築が今回数多〈実現してきたことも、その大きな袈紫は、 行11

in改造等の社会的問題解決のーっとして 、その実現が強〈望まれてい

たからであり、総Jit 技術の著しい進歩があったとはいえ 、必 ずしもこ

れらの締法物に対するさまざまな問題が解決されたわけではあリませ

ん。

社会的要訟が先行し、技術 lニの問題を銭しながらも、それに応えてい

くということは、社会のｾ展、技術の進歩の上からも必婆なことでは

あリます。

しかし、これに対して、社会的要請の 内容を把J起し、技術的に応え得

るむのかどうかを、しっかリした価値観のもとで謙虚に検討する態度

がなければ、技術者としての' i 'l 任が' * せないと与えます。
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コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 内

埋 込 配 管 の 省 力 化

主 旨

近代池築において、建築工法がいろいろと改主宰

さ れ 、 工Jtll の 短t稿 、 コ ス ト め 低 減 、 工 位 の 合 理

化 喝 、 非 常 に 進 歩 し つ つ あ り ま す。 j泣近は、と

みに 、躯 f本のみ、鉄十; - あるいはコンクリートで

施 工 し 、 間 仕 切 等 は コ ン ク リ ー ト プ ロ Y 7 の{ 点

目] が、激附しておリます。

こ れ は 、 荷 屯 の 問 題 、 工 場 生 産 の た め の コ ス ト

低減、現場打コンクリートとちがい、工場生産の

た め 天 候 に ぶ 布 さ れ な し 、 作 業 人 只 の 適 正 配 訟

と い っ た 点 か ら み て も 今 後 は も っ と 地 加 し て い

く も の と 思 わ れ ま す 。 し か し 、 設 備 工 '1'; におい

て 、 コ ン ク リ ー ト プ ロ y ク 内 の 、 い ん ぺ い 配 管

工 事 は 、 新 し い 工 法 がA号案されず、当初よリ、

プロ γ ク似み、去を生後、f ，V;fi .斤りするといった 、

工 法 が と ら れ 、 強 度 的 に も 、 工 総 的 に も 、 コ ス

トの聞でむ、かえってマイナス函が出ています。

ま た 作 業 只 L 、プロックの祈リを自主連する傾向

に あ る と い え ま す 。 そ こ で 、 い か に プ ロ ッ ク の

h耳石庁りをなくするかにポイントをおき、つぎの.

ような工法を考えて実施いたしました。

実 施 要 領 ( 西脇 市 民病 院新 築工 事 の 例 )

当 工 ' F では、 1 階部が、包: 互II棟、診療相I i とにわ

かれ、 21階 部 以 上 が 病 棟 と な っ て い ま す。とく

に 多 人 数 病 室 ( 6 人部屋、 18室、 3 - 4 人11日昼

14室 、 総 ベ ッ ド 数 200人) が多〈、各室のI l H仕

切] かべは、全部コンクリートブロックでありま

す 。 し た が っ て 各 ベ ッ ド 上 に 取 付 け る コ ン セ ン

ト、ナースコール、ラジオ共耳車イヤホー ン等め

か べ 埋 込 部 分 の 配 管 が す べ て プ ロ ッ ク 内 鹿 込 配

色: となり、その研り工事は莫大な質問を袈しま

す。そこで、その石斤リをなくするため( とくに

ボ ッ ク ス と ボ ッ ク ス 聞 の 繊 引 配 管 に お い て ) ビ

ニー J レ パ イ プ を 線 用 し 、 そ の 配 管 を ( . 、や布設

あ る い は 押 入 と い っ た 方 が 正 し い か も わ か り ま

せ ん ) プ ロ ッ ク 悩 上 げ の |祭 い っ し ょ に そ の 目 地

帯11へ 入 れ て も ら う と い っ た 方 法 を と り ま し た 。

そ の 工 筏/1瓜序は、つぎの通りです。

(1)施 工 図 作 製 ( 平 面 図 、 展 開 図 を 入 念 に )

(2)ブ ロ ッ ク 術 み 工 と 打 合 せ ( 何 段 目 に 抑 入 す る

かを)

(3)プロック悩み工にて、ビニールパイプ抑入( こ

れは、プロ y クの白地昔11に の せ る だ け で あ る の

で、非常に簡単である場内五I f 搬を除いて、ビニ

ーノレパイプの抑入費用は、 1 ヵ所 2 本 約 2 - 3  

分 で 金 額 に し て 200円 程 度 )

Ｈ Ｔ Ｉｾ 区気工が、ポ ｹ クス官 ＱＱ のみ祈り、ビニールパ

イ プ を 、 露 出 さ し 切 断 し 、 ポ y ク ス を 取付 の 後

配管・4安紙する 。

アI 1<< I  r  1<< I  r  I  urr 

1  ド … 喫 叫

い内ス』 l  fトJ プロック目地

γ一一古一

正 面 図

ボックス取付部詳細

プロック断面図

利 点 お よ び 問 題 点

(1)大幅なコストダウンが、はかれる( 材料費、

工 費 と も )。

(2) ビ ニ ー ル パ イ プ の 婦 人 は 簡 単 で あ る の で 維 で

もて' きる。

(3)精密・な鐙出しが不姿である。

(4)プロ y ク間仕切壁の強度の損傷がない。

(5}f乍 業 人 只 が 適 正 に 配 也 で き る ( 手 待 ち が な く

なる) 。

(6)口 径 の 大 き な パ イ プ は 使 用 で き な い (φ 16呼π

~φ 22叫 程 度 ま で ) 。

Ｈ Ｗ Ｉ 強電流屯線と弱ｾｉｬ流ｾｉｬＮｷの離隔に対する処置

が必要である。

(1胤 来 の ブ ロック壁電気配管工法

(2)新工法による 工法

経 済比 較

別 表のi I f I リ約95% 程 度 の コ ス ト ダ ウ ン が 見 込 ま

れます。

差 引 852 ，600同コストダウンします。

経 済比較 表

従来工法 新 工 法
倫J j .

500同X 812m

プロ， 7 研' )

406，000円
。

モルタル詩的
400円X 812m

(モ J レタルとも)
324，800内

。

200円X 812m 50円X 812m 

配 管 手 IUI

162，400円 40，600円

ぷロ泊、
3十 893，200円 40，600円

注Ｉポ ｹ クス ｦｦｬｬ の五 ＡｩＧＩ およびそルタル詰めエー ， ｾｉ 立、新

旧と b " " じなので比較せず。

西脇市民病院外観

t川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1日川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川
11  l  

.. 
a  
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嵐 倉正 章

生年月日 日目制 13年 8 月26日

最終学歴 昭和32年兵庫県立姫路工業

大学附属高校llt 気科卒

Ji 歴 昭 和32年近畿ilt 気工事株式

会社入社

主要工事経歴

昭和4 2 ! p 西脇市，Ij 民会館

昭和43年 兵庫県立燭) { H是業高校

昭和44年西脇市庁舎

H召相45年 西 脇 市 立"i 氏病院

昭和 46年 兵).11 ｾ， ｬ 社町庁合

昭和47年 ｾｾ阿 ｩｅ 報包括局線路専用

庁合

今元 康彦

すいせ んのことば 地方におり

ながら、公共建築物の電気設備

をー1 ' t 施工し、省力化、 簡素化、

標準化に取組み、それぞれの施

工現場において実証している。

また社内技術コンクールにおい

ても優秀な成紙を収めるなど、

前途有為な青年技術者である。

青年技術者の二とぱ 建物は、生きています。建物を人間にたとえる

ならば、建物は、骨格であり筋肉であります。 ';IL気は、その身体を動

かす血液であり、それをより美しく着飾る装飾品です。病気になると

血液の流れが少な くなったり、けがをすると出 血したりします。

だから常に、安全に安心して使える良質の I血液が流れるように気をつ

けなくてはなりません。良質の屯気を、より安全に、より安価に送る

ための装置を設備する大きな ｾ｡ 任が、私達にはあります。建物をより

美し〈いきいきと引立てるための装置を設備する私達は、それを、誇

りに思います。従米からいわれておりましたが、松近は、とくに、入

手を省< ( 省力化 ) 、作業を 簡単に ( 簡素化) 、標地作業( 標準化) をはか

ることによってのコストダウンが、はかれるならば、それが、社会に

対する、私達、エンジニヤの、故大のご恩返しであると思います。そ

んな環境のなかにある自分を、見つめたとき、その資務の重大さを感

じるととらに、新たな闘志がわき、それに対し正面から取組み、より

一層の努力をはらいたいと思います。



サ ン ワ 東 京 ビ ル の 電 気

設 備 設 計

建 物 概 要

建築位i i ' l 東京都千代田区大手町 1 ノ 1

設 計E左足Il 株 式 会 社 日 建 設 計

地 工 株 式 会社 大 林 組

主主築 i而fl'! 4716.  75m'  

延床面f l ' ! 94541.  OOm'  

階 数 地 上 25階 地 下 4 階

i.Ji サ I也上 99. 62 m

外 装 プ レ コ ン 花 筒 石

工 JtJ l  11召和46年 6 月~昭和48年 10 月

設 計主 旨

'.L : 公設備の設.11. に 当 ') 留 意 し た 点 は 、 広 範 聞 に

わ た る 倣 ilfi i ' J : と絞済的述用が行われるよう巧I . ¥E

し、 ｉｾＭＺￏ " 、い紅i恒ニと 保守山. 検の簡略化を a-f・っ たこ

とである。

ピノレ機能の向 J変化に 11' い 、 多 く の 機 総 がf庄川さ

れ て い る が 、 こ れ ら を 有 機 的 に i単品与させ、 f;l 廃

の J，止.iJ&fヒ、災当H寺 を 含 め た 広 範 聞 な 安 全 性 の 確

保 、 | 以 ら れ た 保 守 人 只 に よ る 合 理 的 か つ 経 済 的

J i l i J r J を行うため、プロセス用コンピュータを持

入した ｭｲ ｬ Ｇｾ 弘視装泣を採用した 。 Ｑ 正 ｩｊｾ｛ について

は 将 米 川 製 予 測 を も と に 66 K V '交l 丘、' 支:111: 容 量

20 ，000 k V A とし、 1'; ';' ，[LtI年に L ピ J レ 機 能 が 維 持 で

きるよう 6 KV2000 k  V A  ｾｾＧ，｛ｌ 機を設￼ＮＧＺＨしている 。

また災ｽＺＺ時にら安全 ｦ ヒを，ｩｉるため関係ｊｩｉＮｬＮｉｬｩ ｊ にＩ，ｾ

づくぷ ＱＴ 日はむちろん、 ｾｊｪ 災Ｎ￼ｴ ｩｾ ｩｊを先Ｚたさせてい

る。 ｊ がい Ｑ［ 符 Ｇｊｾ 務室は Ｓ Ｎ Ｑ Ｕ ｘ Ｓ ＮＱ Ｕ ｭ のモジュール化

し、ＡＡＨ｜ｊ ｾ ｬ ｏｏｏｬｸ ( 将 来 1500lx ) とし、! ! ! ¥l Vl ｾ与を

回収しｾ，ｾｲＮ ｊ＿ｾｩ 版として利用している 。

監 視 制 御装

省 JJ 化 、 ミ ニ マ ム エ ネ ル ギ ー に よ る 松 迎化i 1i IJ l.U

を 行 う た め コ ン ビ ュ ー タ を 導 入 し 、 ニf'iJIIJ JI止ij &化

nm卸 プ ロ グ ラ ム を 1) 日発している. 電気、空調術 生、

防 災 関 係 の す べ て を 一 体 と し た 装 tll で あ り 、 経

1行 巡 転 は も と よ り 保 守 管 理 、 防 災 管 理 を 縦 突 な

も の と し て い る 。

ｩ￬ｴｩｊｉｉｊ 点約 ＷＵＰ 点、 ｅ 主税約 Ｑ Ｓ ＰＰ Ｎ ￨ＢＮ、 ￭ｬｾｊ 御約 ＸＰＰ Ｎ 点の

脱 税 制 御 対 象 を 緊 急 ま た は 常 時 監 視 制 御 を 必 要

とするものを除き選択し、 80パ タ ー ン の 岡 国 に

集約、グラフイ ン ク表示し 、 ｾＮｴｉカ Ｑ Ｎ Ｑ や ｊ 令 械俄Ａｾ

何; 止の主主Z祁 l，tの ト レ ン ド は 時 間 、日 H l ji f.立に

表不、 7 色 の カ ラ ー 表 示 が 可 能 な C R T を使 用

し、，l I"i JIIJ'i:: 汁比を行・って い る。

11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川I川l川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川111川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11山11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  

大 林 芳 夫

生年月日 昭和 13年 6 月14 日

最 終 学 鹿 昭 和32年大阪市立都品

工業同校ｾｉｬ ｾｴ 科卒業

業 歴 昭 和32年 株 式 会 社 日 往

作品略歴

設計に入社、現夜間大阪

事務所設備z部主任

西阪神ピル、阿波銀行本庖 . ｩ ｾ 務 セ

ン夕、大阪商工会議所、山形M産 相

互銀行本席、京 有 ｾ￬ 守少年センタビル、

築港深江線船場セン夕、京都府庁議

会練 ・事務械、鳥取博物館、心斉締

プラザピル、サンワ東京ピル

上回恒太郎

すいせんのことば 建築設備の設

計監理に従事する屯気技術者の使

命を自覚して、ややもす ると分化

の方向 をたどろうとす る専 門技 術

分野のかなめに自らを投じて、幅

広い活動を続けてきまし た。

食 欲なまでの知l議欲と情熱と説得

力 で、今後とも 、理 想の実現に遁 進

することと思います。

こと( ; 1: ' : 建 築 の な か で 設 備 の し め る ウ ェ ー ト は ま す ま す 大

き く な っ て い ま す 。 私 達 の 使 命 は 建 築 窓 図 を 把 慢 し 、 そ の

実 現 に 努 力 す る こ と で す 。 主J ! ; 物に 対 す る 欲 求 が 多 〈 、 齢制ii

機能がｾｾｲ， ｊ Ｎ変化するにともない、多くの条件がＱ｛Ｈなり、いろ

ん な 袈 紫 の も の が 組 合 わ さ れ る こ と に な りま す が 、 そ れ ら

の バ ラ ン ス を と り 、 そ の 接 収 を 結 び つ け て ゆ く わ が 、私 述

の役目だと巧・えます。設備のよさを求めるあまり、結' * と

して楽昼前寄ちの状態にならないよう 心 が け て い ま す 。 も の

を 設 備 す る こ と は 手 段 で あ っ て 目 的 で は あ りま せ ん 。 大 切

な こ と は で き る 限 り 少 な い も の で 望 ま し い 環 境 を つ く り 出

す こ と で す 。

iiHi jl([ 鋭 が 変 り つ つ あ る な か で 、 も の を 熟 知 し 、 判 断 力 を 君 主

い、ｻ上ー ｊ ｾ をｩｉｦｩじても成長してゆきたいと 思 っています。

35 



.  r.J ¥di ガス竹ユニ γ ト化によるガス工 ιJ';の 省 力化

便 所 ユ ニ y ト

・金 銅 i n<J.: JTJ による経: @: 化 ・省 力化 の 実JJI.

・ ｲＮｉｉ ￯ 行ガスの剣 ｴ￬ ［ Ｑ ｾ 川

.  ｲＮｊ ｬ￯ ｊ ｩ ガスのユニット化、給排水工 ・ ｊ ｾ の ｻ ｾ里ｬＡ的結子ト

スプリンクラー工・l与のプレハプ化

・ 全工場 ｊｊ ｦｊ 工の，Ｉｾ施

・先 付 工 法 に よ る 工 数 省 力

・全' i ":' C O，i'l 1iJJ 溶 接 に よ る 裂 品 の 品 質 向上と均1 ' [ 化 、

省 力 化の 笑 現

給 排 水 空 調 配W( 機 械 室 ) プ レ ハ プ化

・絞 維 な 機 械 宅 l付配 管 の プ レ ハ プ 化 の 実 現 に よ リ 現 場

工数の減少、 加 工 ス ペー ス の 減 少

冷 j品水パイプシャ 7 トユニ γ ト

・7 レームのないユニットの J UJI.

• ｌ ｾ 尺加 ｉ ｉ の Ｇ Ｉ ｧ 比による接続問所の減少

フロアーダクトのユニソト { ヒ

Ｎ ｊ ｊｬＮｊＺ品工数の減少と工 ｊｾｊ 担任総 ｩ

・熟 練 工 の 不 川 化 の 実 現

可 欠 配 管 の プ レ ハ プ 化

. 1111 げ加工組立の工場加工{ ヒによる省力化

・熟 練 工 を 必 裂 と し 主 い 工 法

ワンタ ｹ チ ダクト継手の係 ｊｔ ｉ によるダクト工 ・ ｊ ｾ

・ ダ ク ト 工 不 足 の 解 消

・現 場 工 数 の 減 少

・後続部の均f ' t i じによる品質向上

Ｔ［ 設エレベータ先行工 Ｇ ｊ ｾ

・- 1 ' 設エレベータを鉄骨建方中( l 2 F ) よ り 逆 転 を 開

始し 、欽 竹 2iiii ( 6 7 ロア ) ご と に エ レ ベ ー タ 機 械 室

を Ｗ ライミングさせ、仮設工 Ｇ ｊ ｾｊ ｕ ｉｊｩ Ｚｬ ｲ ｊＧ の似Ｚｭに 充 分な

る刻 ＱＱ Ｊ を Ｕｾ ｦｯｉ ｝

Ｎ ｭ 革 路 ￛｬ ｗｬ に納まる笠 ｊｾ Ｇ ｬ パ γ ケージタイプ機織室の

11，1  Ｕｾ 並びにワイヤロープ送り出し機仰の ＱＱ ， Ｑｾ ＱＺ

以 上 施 工1攻変

た が 、施 工;11 同 11年の日 (I(J は 充 分 に 迷 し た L のと 思 う。

入 に お け る ー 述 の 施 工7 ニ ュアルを 開 発した。

4 施 工

1)冷 熱 源 機 器

，:' :j IMI; 告J IJ 450  U  S  R  T  x  1  fi  

{凡 IMI荷J IJ 700 U  S  R  T  x  2  fi  

￬Ｑｾ＿ Ａ｣Ｚ ｩｊￍｊＡ 機器として ＱＱｦｈ ｉＺされた令Ｇ， ＱＱＱｊ '1f j並明熱回収空公

然 il J I l ヒートポンプを刺l としたー述の機株自己包: ラインの

地工で、 B 3 F - I F の 以 外 ユ ニ y トの配7 j : は冷媒配

管であって、とくに耐圧 ￬ ｾｩＩ に Ｑ Ｑ｜ Ｑ しての浴後はパックリ

ングj寄般を採111 し、また溶接 f去のスラ γ ジを l以除くた

め に 乾 操 チ ッ ソ に よ る 7 ラシングを行った 。 検 伐[(( 11

として、 ｊ 容 ｊ 長検千正、幅 ｴ 圧試験、 ｾｾ￯ｦ［ 試験、 ￹ＺＧ 空試験、総

fTi 成小波験手を災地し、完笠を JUI した。

2) コ ン ビ ュ ー タ シ ス テ ム

ビル是正転' i ' f 1' I¥、機能管内にコンビュータを導入して、

1  F ' J '央 取 祝 句 、 防 災 セ ン タ ー に ハ ー ド ウ エ アーの jiit

山 を L ｕ ｓ Ｇ ｉ ぺｾ Ｇ ＱＧ Ｑ｜、市 ｬ ｊ￭却を行っている 。 ｩ ｪ ｬ なるダイレク

ト デ ジ タ ル コ ン ト ロ ー ル で は な く 、 コ ン ビ ュ - 7不 iJli I

の が 般 が あ っ て L lb( 似 の 機 能 を 陥 保 で き る よ う に 、 ロ

ーカ J レ 制 御 を 独 立 さ せ る よ う に な っ て い る 。 外 部 人 tH

力点数が約 ＳＰＰＰ 山 と ＴＱＧ 常に膨大主線本数を作求端機ｾｾ

と端子盤へ、また端 f 総よリ R C Cへ、さらに、 R C Cか

ら作コンピュ - 7 7 アミリーへと惚維な配線を処1 ' 1¥す

る た め に す べ て を コ ネ 7 Ｗ Ｑ＾ｈＺえとし、 ｊｾＡｻ t) の な い J I唱し

L 、配線とすることができた。コンビュータからのシュ

ミレーションを約める liij に、すべての人. ' 1 ｾ力 ｉ ， ｉＮｉ ｾ 数 の 千

エソ Ｗ を完全にするためにとくに ｮ ｩｦｩ ＩｊＺ ｉｾＱ 御機総 ｊｉｊ に ｩ Ｚｵｴ

ｩｾ ｴＮ ｊ 主 ｹ ュミレートユニソトを ＱＱｦｬＵｴ し、ヰミｼ人 ｪ に ｊｦｬｩｦ ・ ｪ ける

サ ー モ 、 ヒ ュ ミ デ テ ィ 下 が 主 く て L ｾ，ｾｾ＠ ｾｬｬｩ リの千二 ｌ

y  7 を完全にするニとができ、止ま了: 6 ヵ月! 日j からコン

ビ ュ ー タ に よ る シ ュ ミ レ - " ヨンがI l fl 始 さ れ 、 竣 工 と

I，illl'f にビル管1 ' 1 ¥に似 IIJ されている

5 省 力 工 法 の 実 施

給 排 水I有'1

. 7 レ一ムを必必と L 主いユニ γ トのIl附;井泊1:1ｾ発 ｅ によリ、コ

ストダウン、特; 止化の ' ) UJI.

・ スライドジョイン卜の|泊先 に よ る 彼 絞 問 所 の 減 少 お

よ び 減 水 縦 唱 の 減 少 i'i 力化の，) ヒ貌

1 設 備 計 画

設備 計画の ｊ ，ｾ ＭＱＧ 方針は、大阪における船場地区再開発の

一 応 と し て 、新 L' 、11.' ; 1 にのj j J 僚となる使命をもった L

のを 自1I ることである 。 当 ビ ル は 方 針 に }，l; づいて 、雄物

内 外E来年Eを自IJj 立 す る 然 公 害 の 冷 熱iJ fJ ! : ，. . . ステム T AC N E

S - H  R を11f. 151 : し、さらにシステムを完全に 機能位四さ

せるために、コンビュータを; ( / . 入し、そのソ 7 トウ エ

ア ーて' ある C O M DE C- 11 を| 出発した 。

2，建 物 概 要

建 築 場 所 大 阪 di l f ( j i ( : 安土町

|精 ，:'; j  j也U 2 F ) 也下 3 F

延 !倒 的 65029m'

建 築 主 ユニチカピノレディング株式会 tl

3 設 備 施 工 計 画

すでに越山 Ｑｍ ビルでは、設 ｪｾｬｩｔ ， Ｇ ｉ Ｇ［ のｻＷＧ ｦ ｬ ｾ 化を追求して、

各干 ｩｦｩ のユニソト Ｗ レハプ化がＧＩｾ施され成Ｊをおさめて

い る 。 大 阪 Ilill 務 ビ ル 設11;1T ， Ｇｊｾ において ｌ 、ｻＷＧＮｦｉ ｉ ｾ 化俄 ｩｦｦｩ

をF 1 f肯し、 ー ｪ Ａｬｬの ｈ｜ ｮ のぷんを行った。［Ｍｻｽｴ ， ｦｬＧ ， ［ ｉ Ｍｾ ｨ ｩ と地

工，ｩｊ匝 ￼ を， ｉｦ ，行して進的、純ｩ｝ こ ｾ ｖＧｩ ｬＧ ｬ ｩ ￭ｪ に施て ， ｩｊ Ｇｾ Ｇￎ ｩ ＧｩＡＡ ι Ｈ ｩＮ Ｑ ｲＮ

の 11・成を完了していた 。

この施工 Ｇ ｾￍｩ Ｈｌ ｉ ｲＮは設耐 ｈｾ 、の技術的検討、作業予ＯＱＱ目、

チエ y 7  ｊｪＧ｛ Ｑ Ｑ 、Ｇ￬ ｾ ＧＱＧｪＡ万法 Ｈ 品行、 仁f < D、似設μ| 問、安

全 教 ff にまて' わたり、その l人J i1' Ｑｾ＠ ，i}r において引裂なニ

とは工 ｦ ， ｾＧ￬￬ＺＮｦｬ ｌ ， ｾ Ｗ Ｑ ＱＧｴ ｦＺ州 、 機能 ｗ ＱＧｪＡ、 ｬ ｦ，Ｈｦ ｩｬｬｩ Ｇ￬ｾ Ｇ ＱＧ ｉ Ａ である 。

現状では' ，' i - I "l ijilkHd1' Ji μ の 絶 対 数 の 不 足、労務コスト

の Ｑ Ｚ 昇、機 材 物ｦｉ闘の， ＺＧＺｪＶ 時淳、雄投 Ｇ ｮ の ｾ Ｇ Ｎｩ ，散な向精をま

ねく攻ー l羽|問題 が 多 々 あ る 。 そ れ ら に 付 し て は 、 地 工 万

法 の 附略化、ヴj' 働 '1'，戸kt ' tの (0，) 1  ゾ: 0 - ，; によってカバーされ

主ければならｾＮＱＮ、 。さら に往［ｗＺｊｬｬＺ Ｑｾ ｩｊ分野でのユニ γ ト

化、プレハブ化、新工法の Ｑ Ｑｦｬ Ｕ ＱＺなどを行い、設 Ｑ ｾ ｩ ｪｊｘｊｮ

の .0 図 し て い る 機 能 を 完 全 に 実 地 ! Mに修行させること

をli切立とした施工，1I i 刊を @l lf. 1させた 。 ま た 新 技 術11fl1t

の冷熱 ￬ｬｨｬ 設 ｪｾｬｩ やビ ｊ レ機能の 小 似であるコンビュータ砕

大 阪 国 際 ビル 設 備工 事 の

施 工

125M 
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圧 力 水量 温 度 ガ ス 量 電圧 電 流

時 刻 地震 火災

日照 風 向 風速 電庄 電 力 力率
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O  
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Cユ

ア ナ ロ グ変 換器 |
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C OM P U TE R  
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補 助 記 憶 装 置

タ イ プ ラ イ 夕

方能 入出 力 装 置

230 温度

圧力

外 部 入 出 力 装 置

アナロ グ入力点数

冷; 孟

T A C N E S- H R 冷 媒 配 管 図

TACNES'HII 空 嗣 制 御

刻11停 電 蜘 理II R脚 色 11，J t l . η酷

'1 -， / J ご11 室 温 設 定

ムィ: ー一 ;;:: 11 ベリメータ

吉弘孟会11量措置世定

・スケジュー11・動力団E用

ル運転 11 ポン 7

ースケジュール11 水 車 町 古

道 転 修 正11 数制御

一〈コー
I情報の /操 作 の1

1  処理J ¥確 実 化 /

俄器 プロック図

デマンドカット

丹t

ダンパー陸作

尭電侵害量軒i l I

帽11時

踊 求 書 I1データ 袈示

データ樟草 11装 置 憐 讐

11 袈 市

樺作誼1I 1e1l 11走 董 監 視
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電力
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コンタクト出力点数

プロセ ス割込点数

ビデオテ'イスプレイ

キ ー ボ ー ド

CV CF 無停電装置 E F F E CT  

コンビューターファミリ

II川II川II川II川II川II川l川II川II川II川II川II川II川II川II川II川1日川l川II川II川II川l川II川II川II川l川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川l川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川!川II川II川II川II川II川II川II川II川II川l川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川III川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川|川川II川II川II川II川II川II川II川II川II川III川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川
II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川l川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川l川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川l川II川II川II川II川III川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川III川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川

II川II川III川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川l川|川川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川l川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川
II l  

青 年 技 術 者 と し て の こ と lぱま J挫処築コ工:

町 1点白'. [ . 髄は設，f付| の忠f恕I! を完全に F則11解 し 、 そ れ を 正 し く 只J 且1l，J:l 1:. 結 実 さ せ る

ことにあると巧える 。 当 社が大阪市の自11心船場地区の再開発に当って、

行 ＱＱ 心に ｮ 然の回復をめざし、 ＱＲ かな緑と ｦ ｲＭＺｾを取りもどすべ〈計画した

大 阪 II<I際 ピ J レ 往 設 の 設 備 地 工 に 参 画 す る 機 会 を 与 え ら れ 、 入 社 以 米一 J't

して設 ｪｾｬｩ 施工をれ ｬ 当してきた務 似 をすべてこの超日層ビルの施工計画に

注 ぎ 込 ん だ。 すなわち、

1  ) 工 場 生 産 化 率 を い か に た か め 、現 場 作 業 を i泣少限に 止 め仰 るか

2  ) 作 業 所 就 労 只 を い か に 少 数 熟 練 長 期l定7n せ し めj!f るか

3  ) 作 業 所 に お け る 修 正 E調 終 下 位 し を い か に 故 少 に 止 め 仰 る か

4 )  ，i J 回目的資材の織入と主主生無し工法の係周による産業廃棄物をなくし

j!f るか

5  ) 設，iJ 忠危! を 生 か し 機 能 を 確 保 し 、 な お か つ よ りi量れた具体的 方式、

方 法 は な い か

ニ れ ら の 成 栄 は 竣 工 を 迎 之 、一 応 Il fHE したと 巧 え て い る が 、 さ ら に こ れ

らを大きく実らすために、このビ ｊ レのｊｬｬｩ 転 笑 新 を正 確 によｾ ｦｩＧ ｴ ｌ 、その分

析 結 * を つ ぎ の ，iI ' jjIij の 設J t と施工に 7 イ ー ド パ ッ ク さ し て こそ最終の目

(I(j が達成されるものと与え 、 今後と L 努 力 を続 けていくつもリである。

王 国 健

す い せ ん の こ と ば . 入 社 以 米 ひ た

す ら 現 場 に 若 L 、情熱を打込んでき

た男同級h " i 久は、一見頑固と忠わ

れ る ほ ど 11 己 の 技 術 的 良 心 に 忠 実

で あ り 、 そ の 夜 に は 級 密 な ，lI'rI:と

厳し〈検討それに基づく ，jJ- jilij 性 が

あ る 。 そ し て 不 屈 の 闘志と果断主

決 断 と 実 行 力 は 、 大 阪 同 際 ビ ル で

大きくI l M1Eした。

高 橋 清 久

ｾｴｻ ｉＧ， ｊｊ＠ u  11白羽1l 8i
J" 3  J) 8  H  

批終Ｇ｝Ｚｾ II(HD36
i
l' 大阪府立衛施工

ま駐日目校機械科サ

業歴並びに作品略歴

昭和36
1
1' 4  n 株式会社竹 11-

1
工務11'; 人

千! 設備;¥IIJJJ 務. 大阪グリーンピ Jレ、

大阪航空ピル、御堂ビJレ、 lf JJ 松 (i 卜

附ビル、阪急梅田駅 3 需街、阪急フ

ァイプ、大阪 ｬｪｩ ｬ ｾｾ ピル、 I:.{己i¥- J占師il

工・l'施工J日当としてJ J I . イ「にいたる .

36 



生 産 性 向 上 の 具 体 策

( 淀川パーク ハ ウ ス 新築 工 事 )

( 1)は じ め に

都市再開発が ｉｕｉ ばれるなかで、有 ｉｉ､Ｑ 住宅の ｾｬ 度

づ く り が 大 き な 課 題 と な っている 。 こ の 課 題 に

対して| 見l問地区て叶HJ J に 本 物 的 に 取 り 組 ん だ の

が内定川パークハウス」である 。l地i工l UJI H] の 矧 か

い 本 工 ・J'; をシステム fドJ に対1)' 存 よ く 完 成 す る た め

に 採 った共体的万策についてi A べることとする 。

(2)生 産 性向 上の た め の 具 体 策

① 組 織 体 制

組織的i 1 11) の J長本は ，I.jf 'f 工 時 点 の チ ー ム ワ ー ク に あ

る と 巧 え 、 当 初 に 最 少 必 袋|恨 の 作 業 所 以 を 配u

要 請 し 、 そ の 人 以 で 竣 工 ま で 継 絞 し た 。 その 結

よｴＡＺ、っきＧのような ｾＱＩ 決を得た 。Ｈ イ Ｉ 全体計何 ｉｪ が

当初J か ら 会uに 周 知 徹 底 で き た 。( ロ )作 業 所n

の 教Ti が- ) : 1 " してできた 。( ノ、 )作業所以の布1お

よび主主任感がI向上した 。

② 作 業 通 路 の 先 行 確 保

当ユニ Ｇｊｾ が ＴＵ ， ＰＰＰ ｭ Ｇ の般地内の工 Ｇ ｊ ｾ て Ｑ 日 ・ ｉ ｣ ｴｾＩ

ＶＰＰ ［ＧＭ ，の半制の出入、 ｐＦｈ の ｩｴ￺ｾ 削引法などを

検討した結米、場内にループ状近路を地よし、

作 業 の 合 埋fヒと安全 確保を JtlJ した 。

③ 作 業 環 境 の 整 備

作業所環境の光夫に) ) をそそぎ、それによ って

作業所以の紛争11 岡 信 型 に よ る 人 IHJt事況を目指し

た。 たとえばつぎのような税制i I である 。( イ) 各

室冷暖 ｪｾｽ 設備の ｊ 生［丘 ( ロ) ロ y カ 一 式 更 衣笠 の

設置 か 、)場 内 のM樹庭 1，;/1お よ び 休 !i，[! 所 の 設 出。

④ l C S 工 法 の 施 工 教 育

当工・ ｊ ｾ は Ｑ C  S 工 法 で あ った が 、 私 を 含 め 全 作

業 所u が 未 経 験 で あ った た め 、 施 工 柏l交の任保、

地 工 進J交の府1ー ス ピ ー ド を 維 持 す る た め に 教 育

には全力を挙げ、こ の 研修会の成ｾｾは、小冊子

に ま と め あ げ7 ニュアノレ化し、大きな成 J ) ) を収

めた 。

⑤ 工程 の タ ク トシ ス テ ム

地 工Jtl lI ll J が何かいため、工桜' 7 ] 思lには制H心のおZ

:¥l を11、った。 私は作業所をラインンステムとし、

例 別 工 艇 と そ の 地 工 日 数 お よ び 必 裂 人 以 の チェ

ックによ って 生 産 性 の /"j 上と II<¥'II IJ 当りの' 主産性

向 上 を 目 指 し た 。

⑥ 設 備 施 工 と 建 築 施 工 の 省 力 化

これは、! ! ¥f ，足 場 工 法 、 排 水 ジョ イ ン トワンタ ッ

チ工法の平IJj 日. 給111 水 万 式 に タ ン ク レ ス 万 式 の

平IJ ffl などであり、この紡* 、 l従来物の減少、 llJi

設材の節約など好成米ーをあげることができた 。

(3)おわり に

そ の 他 、 エ レ ベ ー タ 先 行 に よ る 施 工 方 法 の 係 JIJ

な ど 生 産 性 向 上 と 安 全 第一 主 義 を 主 眼 と し た 脇

工 を 徹 底 し た 。 生 産 性 向 上 の み な ら ず 、 全 工 期i

無災: : ，_; : によ っ て労働大臣表杉を受けたことは、

安全Ｉ Ｎ ｾＺＺｦＡｉｉ上からも望外の作びであ っ た 。

/ C S 工法におけ

る施工段階図

エレヘーター樺君事 l 蹟 骨

車彼防水工事向l I I I 仕上工事

ヱレベータ 様2-' 薗鉄骨
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暗 2 ニ
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和 田貞 男

生年月日 昭和13年8 月7 日

政終q; 盤 昭和32年大阪府立今1也・工

業高校挫築科卒業

業 肢 昭 和32年徐式会社竹中工

務庖入社、現在に至る

まな建築名

新梅田ピ J レ. 大阪経済大学体育館.

万国博ソ迎館. 南os ピル ・竹林寺

会館，淀川パークハウス

山野 i告

すいせんのことば 昭和42年、

29オで作業所長に任命され、

以後大胆級密な作業所管ｾｾ型は

いよいよ磨きがかかり、 46年

12月完成「南 os ピ/レ」、48年

2 月完成「淀川パークハウス」

の 2 工事において延労働時間

190万時間1に及ぶ無災害記録

を達成し 、連続労働大臣優良

質を受賞したタフガイである 。

膏年技術者としての二とば: 現在の作業所の置かれている悩況は、外的に

は激励する経済社会のむつかしい建設業界の第一線であり、内的には工事

の大型化、技術革新および工期短縮という厳しい条件により圧力がかか っ

ている中心点にある 。

このような内的 ・外的な絞維で厳しい条件における作業所における私達の

使命は、このプレ y シャーに敢然と挑戦し、この凶維な局聞を全力を挙げ

て打開することである 。このために私はつぎのような伝念をもってリーダ

ーシ ッ プを発 ｩｾｩ していきたいと巧一えている 。

(1)施工管理者として関連する苦11門、業者、所以に対するコミュニケ- ; . . - ヨ

ンの徹底

(2)人1m性の尊重の恭悠に立 った作業所n の教育

(3)創造性l摘発による技術能力の階大

また、私達建築技術者は社会からの袈請に応えるため、「良い地工を効率よ

くJ という A 号え方で、とくに新技術の開発に熱意をも って取り組みたい。

時代の要請は人111] のための新しい技術知識である 。税場のなかの生の問題

引にぶつっかり、産業社会建設の指導者ーとしての挫設業の役 ￭ Ｇ ｾｊ のｼ向上に、
lii JlIoj きに努力を鰍み重ねていきたし、。
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見 積 の 電 算 化 に つ い て

。。

: r u物の{ 回l絡 を 決 定 す る 基 礎 と な る 見wは 、 会 社

にとって、その経ｾｾーの基盤となる、も っ とも ｩｦＨ

裂 な 一 分 針 で あ る 。 し か る に 、 そ の 業 務 を ふ リ

か え っ て 見 ると、この日進) j 歩の時代に、 M 卜

年 も の Ii ¥J 、 |百l じことのくり返しで、i ! h ! 去のあと

カ( ｾＮＡＮらｩｌなし、 。

ここで、 ｾｗｬ 業務の合 ｬｬｬｬ 化の一郎として、 ｾＮＡＮｦｬＧＨ

の' i ll :n : 化を行う必要があると考える 。

R C積 算 シ ス テ ム

比似の' ，Il tl: 化 の 第 一 段 階 と し て 、 先 般 IJ f J 発した、

R  C .f l ' ( 芥システムは、 1) 目先以米、その手IJ J f ] >がは、

ほ ぽ 100% で 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト のwnーは、す

べて' i l Ltl: 機 で 行 っ て い る 。

デ ー タ 記 入 時 間1は、 10. 000m'f:'tU. a の他物て・l立、

3 - 4 人 で 1 日で入力を終リ、従米の下，n.n:に

比 べ て 、 約 ] 1 - ){O.  コストもが Ｚｊ ＮｊＮＭｈＧ，｜ｉｾに、行 Ｉｊ

11ニコストダウンカずできた 。 桁 JJ t は、コ ン ク リ ー

ト ・叩料、 鉄 筋 と も に 、 手 計 算 と の & は 、 1 %

内外に納まり、良好の最古来を {!J て い る 。

本 ン ス テ ム は 、 往 物 を 独 立 法 俗 . -1' 1，.  i:i!; ・・0 ・・・ 1守

7 つ の エ レ メ ン ト に 分 類 し 、 共 通 デー タ と 、 れ

エ レ メ ン ト ご と に 、 内 容 デ ー タ ( 断 1M 配筋リ

ス ト ) と 、 位 置tデータ( 苦11材、J' 法 ・例 数 ・ 取 合

条 件 等 ) に 分 け 入 力 す る 。 他 に I，;J じ デ ー タ の 場

合 の コ ン ト ロ ー ル カ ー ド が あ り 、 I，; J Hデータは、

1 凶の入ブJ で処趨1で き る よ う に な っ て い る

入 力 さ れ た デ ー タ は 、 れ rn目ごとに、I i ¥J 泌 い

不 適 当 を 示 す E R R OR と、 ‘l 法データ守ーのイミ

II 然な場令、 Ilj チ エ ン タ を 指 ぷ す る W A R N I

N Gの チ ェ ッ ク を 行 い 、正 し い デ ー タ に つ い て

のみ処旦E を行う 。 1五tl: 化 の メ リ y トl立、

1  省カイヒ コ ス ト ダ ウ ン 。

2. ｦＮ似 ｴ白 Ｑｾ 算下宇

入力しても、常に近い結ｾミが得られる Ｎ

3  ベ テ ラ ン を 必 裂 と せ ず 、 統 験 の i. x いれでも、

正 刊 に fl '1n: で き る 。

ｾ［があり、それぞれ に 大いに成栄を上げている 。

今 後 の 電 算 化 に つ い て

ｒｃ ｦｬＧＱ ｴｬ を第一歩とし、今後、鉄Ｍ， ＧＱ ・ Ｑｌ ｉ γ 似ｾ止

等の将1tl: システム、桜J ' ) : された数11から」こHi 別 ・

苦11分 別 等 の 数 品 。 を 作 成 す る 分 類 シ ス テ ム 、 材

料 ・単価iの分析を行い、標割高単価ファイ J レを作成

して、元見キ， ｲｩｦＡｾ を作成する他人システム、およ

び 元 見fm! } を 提 出 見 積 ・笑行予算押さ手に作り符

え る 変 換 シ ス テ ム を 通 し て 、 見 村t全 般 の 総 令 ン

ステムを ｼ 品 ｊｾ すべ〈研究、努力中である 。

'i1l 1草機の性能と性絡を十分担促し、' I l 純 作 業ーは

極 力 機 械 を 利 用 し 、 社 貝 は 技 術コ釘 と し て の 、 も

っと m裂 な 仕 事 に カ を そ そ ぐ こ と が 大 切 と 々 え

る 。 人 lI iJの 行 う 作 業 と 、 電 算 機 を 平IJmす 互 作 業

の分担を明石在にし、ｾｊＧＩＺ機をいかに仰い熟すか

が 、 今 後 の 業 務 の 合 理 化 の 重 要 な ポ イ ン ト で あ

ると思う。
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宮 脇 克 己

生年月日 昭和 19年 4 月19 日

最終是非原 昭和38年兵庫県立竜野笑

業高等学校建築科卒業

業! ! !

昭和38年成品建設株式会社に入社し、

現場および建築部見似謀に勤務。こ

のI¥¥J、日本m信111話公社盟中 日程報

ｾｉｬ諮問新築工事、住友化学工業胸 中

央研究所新築工4匹、その他工事の箱

工、および各組工4' の見械を担当.

近年は主に、見tl1形式、積算基準等

の見械撚i : j IJ 化、および見般の1tLl?=化

の開発を担当.

渡辺智昭

すいせんのニとぱ 見積部門とい

うのは最も重要な部門であ りなが

ら、旧来からの手法にた よ りがち

で、改善のおくれていた部門であ

りますが、 そのなかで宮脇克己君

は コンビューターを導 入 した新し

い手法を 開発し、大い に新 風 を 吹

き込み 、なお 税在も 開発に努力中

で、将来に期待しています。

38 

抱負 Ｚ 近年の、建築物の複雑化 ・ 高度化に伴い、 ｾｈｻＡ 業務

も 、 も は や 、 従 来 の 手 作 業 や 、 特 定 者 の 勘 に 頼 っ て い た の

で は 、 日 々 変化 の 激 し い 経 済 成 長 に 付 い て い け な い と 々 え

る 。 こ こ に 、 f.!. ; f ' 賞理論の確立、ならびに業務の向l主 化 を 図

り、也事手機 の 綿 入 等 、 機 械 で も で き る こ と は 、 依 力 機 械 に

や ら せ ( こ の 組 め 仕Z)'. ---- と く に 計 算 ーー は む し ろ 機 械 の

方 が得 意 でh あ る。) 見績のベテラン社民を、f t ' m作 業 か ら 解

放 し、 各種 デ ー タ の 泉 徴 、 施 工 計 画 あ る い は 、 設 計 ー の コ ス

ト 配 分 デ ー タ 作 業 等 、 よ り 高 度 な 、 重 要 な 作 業 に ブJ を 入 れ

て い く こ と が 大 切 と 考 え て い る 。

また 、 こ れ ら の11u r 化 作 業 を 通 し て 、 物 事 の 巧 え 万 、 処 理

の 仕 方 を 、 料 学 的 ・理 論 的 に 行 う 技 術 - lI'l tnを 身 に つ け る

こ と は 将 来 の 業 務 に 、 大 い に 役 立 つ で あ ろ う と 思 う 。
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判 解 体しI I  I  t…  

地上J471L14t 出ナ

7  J  8  1  9  1  10  1  11 

49年

9  I  10 

48年

7  I  8  12 1  1  1  2  1  3  1  4  1  5  1  6  

47年

唆工

地 下 仕 上

37564m'  

地下 2 P皆 . 1也上121者 ・I喜屋 3 11皆

鉄骨鉄筋コンクリート iit

JTl 途 了m底 ・事務所

3.  工事工程

竹中式深位工法 (i 星打工法) の特L-<である地上 ・地下

の4山本L ' ドを同時に行える利点を生かして、大中111な工

Jtll 短縮を可能にした。

4  施工順序

断而図により以下に施工順序を説明する。

延 flu. f{t

m泣大袈

工事工事呈

⑤上記杭施工のためのジーメンスウエルは、 10本を経

済的に配出し、 主主小限の本数て'高能率を上げた。

⑦鉄骨建方は B 2 F - 3 F までは、コンコース税工板

上に油圧レ ッカーを 載せて行ったが、 4 F 以上は 3 F  

スラプコンクリート打設後にその上に P &H  4405 1  

ワーフロントを来せることにより、畳間コンコースに

人を通しつつ行うことを可能とした。

2. 建築概要

工 事 場 所 大 阪 市 北 区 角 図 町41

建築関秘 3203m'  

梅 田 阪 急 ビ ル 8 期 工 事 に

お け る 構 築 工 法

1  まえがき

当主II 物は 、関西でも超大規悦を点るターミナル ・阪急

';II 鉄の梅田駅大コンコースのど点rjJ に、地下 2 階、地

上 121椅を榊築するものであ った。

工 Ｇ ｊ ｾ 中においては、現場内全滅にわたって来降終 ・ 一

般約 ［ を￬ｉＡｩしながらの工 ＧｪＧ［ となるため、施工 ｾｪＧｩｩｬｬｩ するに

際し、特係な工法を多 4 開発した. そのうち主なるも

のを抜窄する。

① l反設大スパンテント 可動式テント ，n，l I 刻式テント

の今深により、コン コースと作業場の風間防 ，，1>>. を完全

とし、デノレ- : ? ' " } クによる r/.i. 工支持抗、 山知 y ートバイ

ルの打設、 2 0 T H によるジーメンスウエルの施工 3  

F までの鉄竹主II 万を可能とした。

②滅工を 1 F 床の鉄骨梁に早期に雌校えることにより、

tll T. 文持杭を定尺のまま回収し、 1 F 床と B I F 床の

コンクリートスラプに支持杭駄目火を不必とすること

に! 広 J )J した。

③ 大 I I (壬ポーリングマンン( 泥水工法) によるジーメ

ンスウエルの地工に 際し 、特例t安定液レスターを使用

することにより、ベントナイトケーキによる集水能率

のf J k下を防止する ことに成J )J した。

④ジーメンスウエ J レIjF用による術劫圧公工法の探用に

より、 Y/ . i . 工下での大口径ピア ( 3mB O) の脇工を可能と

し、完 全で安価な杭の施工を可能とした。

⑤ /".J 己杭総工のための施工婆官; iWを完成させ、安全性

を雌認してから施工に」「i 手した .

GL 

断面図 4

←9，600- '  9. 刷 4.∞5

④ 高層部鉄骨組立( 3階以上)

地下据高11 ，基礎 コンクリー卜打設

O
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-

凶

N

断面図 3
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的

判

断面図 2断面図 1

を

や

• 9-: 而r ・9. 60日 4.000

① 大スパンテント架設・鉄傘解体・

路面覆エ・山留シートパイル打

設- 既存地下部解体・1次掘削 ・

圧気杭施工

11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川111川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川l川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川川11川11  
|  

青年技術者としてのことば 私は過去 7 年問、大阪本l市エーl}lIil 技術課

に在籍し、とくに大阪傍凶￬ｬￏ辺特有の軟弱地主主における地下工 Ｇ ｉ ｾ を主

体に、工程計画 ・地工; 11'聞を J旦当してまいりました. その間以は、 ill

設労働者が大幅に不足している昨今において 、私どもに沫せられてい

る 「省力化と生産性の向上のための施工技術の開発改ｾ｟，Ｏ ￉ ぴに設計へ

のフィードパック」という 問題に取組んでまいりました。組当した多

くのプ ロジェクトのなかで、すでに竣工しました吹町市の大同生命本

社 ピJ レ計画におきまして、 M A 5 T という竹中の地工管旦Hシステムを

フルに活用し、現場の作業工艇に T A C T 5 Y 5 T E M ( 一定数の作

業只による流れ作業 }j 式) を取入れた省力化工法に成功し、設J 十の段

階から生産性を Ｉｪ ＧｉＮｾ した設計を目指して、設計者にゆさ ぶ りをかけま

した ことは、結* 的に 良かったと思います。今後とも施工技術を a投J十

の段階から設計者にフィードパ 1 7することにより、白他ともの技術i

レベル向上を図 ってゆきたいと 思います。

39 

角谷義ー

すいせんのことぱ 本人は入社後

ほとんどのJ t ! Jl HJ を工 '1'; 計画畑で過

ごしてきたが、その/l 目、傍回周辺

の軟 ｾｾｪ 也 ｾＺｴを ｩｦ ｩＮｾｘ 的に追 求 。今や

その存在は t't ifi なものとなってい

る 。 大型工 ＱＩ ［ ［ の施工 ｾ Ｑ 阿 を得意と

し、JJ I . . ( _ t その広さにおいて大阪本

応随ーの阪急作業所の工 'Ii主任と

して 、 自らの計画の ｾｊｊｌ に点剣に

取組んでいるw年技術者て・ある 。

井上敬一

生年月日 昭利15年 12月 7 日

! t t 終学% 昭和39年九州大学工学部

建築学科卒業

業 怪

昭和39
1
1"(附竹 rj "工務! 万入社、現在に

: f る.

昭和 ＳＹ ｩ ｬＧｎＧＯＧ 営業所三 ＧＯｾｾ ピル工Ｇ ＱＧ ＾

｡ｦｈＱＱ ＴＱ 年神戸営』住所技術 ｾｬ

H目制]41年大阪本 J1' i 技術部

(  ＴＵ Ｑ ＱＧＱ 月℃・ Ｑ ＾ 部技術ｾ改名Ｉ

昭和48年悔凶阪急ピル 9 JUI 工'1>工事

主任任命



- 公園住区

大阪市町大組以公 l剖併業と住宅公I却の大 :Ii 市街地住宅ill 設

事業を、総合的に組み合わせることにより、級住近織で大

阪市内においても i ' I 然に級しめ 、i主' 記は一定水t悼の附{ 主条

件をそなえるようになり、また、プレイロ ット! 古制等の fl

'-Uilii ，設を公 l尚利 JII 者にし、イi:<}J 1ニ手IJ 1I 1していただくことに

より、公| 叫の利f I l l出iflnをたかめるという、公州事業、 f V主

ｬｩｬ ，没 Ｇｉｑ 佐が相補 ＨｉＨ Ｉｪ主知 ｬ をｩｕＮった、全 ｌｦｩｬ でも初めての公 ＱｾＱ ｻｪ

区を綿成しています.

- 防災拠点

近米大相i市lこ.f:>'- 、ては、ガソリンスタンド等、エネルギー

i原の大恥i なJ i ' I大とオーフ ンスペースの減少により. 都市の

安全性は ｉｊｾ 下していますＮそこで本計画では、大地ｾ災・占

の時は、日湖などで説水し干0 [ [ の々 ilh町iの浮遊により火災延

焼速度がJ f l大し、大災' ，! : : となると f' 感されるため、 o P 7 .0 

m 以上の盛よ泣成を行い、大. i E 区1": の避雌の坊となり、ま

た避錐. / ' i を指舟f し、救助し lli 興のための拠点となる施設と

して区役所、保健所、診療所、食料品 j苫舗等を、そなえた

防災拠点として計画されています.

. 豊 里 計 画

千 島 公 園 住 区 計 画

一明畑
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- 計画の輪組

4:;1!i 'liI の軸制iみは、大正区の現況が区附際理事業の進行お

よび港問銑術、工場等の組制などの望書凶によリ大阪，] ，のな

かでも比較的流動旬の211い地域て' あり、 _tJ 血手III Tl'の l而での

適切な必導が噌まれる J也械であることをf ，'l&. して、

1. 問i且未利 JTJJ 也へのi品l発波及効処

2.11. i辺への都 di 他殺の幣倫

の Ｒ 点を ｈ 棟として、全体計闘が和ｾ句 ｉｌ 、以下の Ｓ 点を計

画下l主として計画されています.

- シピック・センター

本計副では、全体として、区役所、保健所などの市民行政

サービス地訟をまとめて計画することによリ利用効率の高

い、行政センターとしての機能をもちまた、区[ ，; 広場、公

ｉｾｉ 胤 ｩ 設、五 ｵ 由施設、 ｉ ［ｴ［ｾｩＱ ｩ 、集会地設なども、これらに、 ｪ Ａｩ

mして立地させること とより、 相互に平I]{虫性を尚めあい、

川広〈大正区1": に利耳l されるシピック ・センターとしての

機能をもつように計凶されています.

ベア B タイプ

11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川l川11川11川11川11川11川I川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川I川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川
11 1  

キ土本孝夫

生年月日 11日中U19年 4 H 24 日

政終学IJE 点京大? 工学部都市工学

科目白布143年平

業 ij ，f 昭相43年日本住宅公団入所

大阪支所市街地 ｻＱｾ 包部地

灰住宅; 地に所以

作品目Eなど

千向公 ｉｾｉｉ 主区，， ＱＱ 州、伝法 ｬ 而開発 ｲｬ￯ 街

地住宅、ｾｾｾ ll!.ltLilm党市街地l i " i : ; ( ぺ

7 ーi主主) など IMI持m dil hJ也{"j 了乞の

企画、Ｑｉ ｾＨ､ｬｩ を ｴｬｬ 勺 ＱＱ Ij ll l: 町市街地1 : 1，

毛、 L主将l朝市街地1.I'"i:;， r¥"r，:( i駅前市

街地住ＧｩＺ［などの Ｈｬｾｬｬｬｩｪ 、 ［ｬｴｬｬｨｪ を ｴｬｬ 当Ｎ

昭和48年 3 JI .. ，'e必新Ujl 社主111' r住宅

政策への従汁 J 治文ぷ! ↓ Eにおいて m

1  ｉ ，ｾ［ 入賞
40 

松下良ー

すいせんのことば 1皮は多くの市

街地住宅の基本計画を行っている

が、鋭い洞察力とひらめきをもっ

て、都市問題を広範に把え追求す

る人である。ペアー住宅( 老人問

題) に取り組んだ人としてすでに

知る人も多いカヘあえてプランナ

ーとしての彼を改めて紹介したい。

青 年 技 術 者の こ と ば 必 は 、 住 宅 他 殺 事 業 の プ ラ ン ナ ー と し て

都市 ｉｬｽ ｉｬ ｾＱ 発 Ｇ ｊ ｾ 業に隙わってきましたが、近米、ビ ｊ レト ア ッ プ

し た 地 減 に 往 設 す る こ と に 対 し 日 m¥問 題 に 代 表 さ れ る 環 境 問 題 、

泣波障害、工・ ｊｾ 公ＮｾＺ、 ｼ 泊先による新しい住民とのコミュニテイ

の問題なとＧが釧イ正化してきています。従米、公団はｾＮｩ ｊｾ ＱＱ 日｝に住

毛の凶約す; に Lio屯を供給するというノノレ7 主 J空から、i l I 核平iJ :;!j:

1其l係 の あ る 住 民 以 外 は ill' l ! l l iを知l ら し め ず に 行 っ て き た が 、 住 民

も 反 対illilffIJ をi I f l じて 1;1成 そ の も の を 自 分 迷 の 間 組 と し て と ら え

て い る こ と は 、 都 rl i ，lli'''j 、行Il rI ，l) 日発そのものが、本米自句な委に

もどりつつあるものと考えられますＮ今後、これらの ｵ 二 ｬＨ Ｎｕｾ［ｾ 改

の 高 ま り を 1T) i t に、' 11な る 住 宅ill 訟 に 終 ら せ ず 、 地 域 のf筑波水

ｩ｜ｦ｜ｬￍｯ ｊ 上への住宅 ｾＱＧｐｬｩｪ をＮ￬ｬｴめていきたいと巧えています。

また、都市、住宅は、肉体的に劣る身障者、」主人などへの配1 . M .

を 物 的 な ZZi 成 ミ ニ 7 ムと Ar ぇ 、物的計画をi 1 主めねばならないと

A 号えています。
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計 画 概 要

ｊ 十岡戸数 Ｑ 万戸Ｈ定 ＧｩｩｾＧ 時人口 3 8，000人)

土地利用 ( ha)  

fj 宅 41 

教 n (小 学 4 、 中 学 2 、 高 校 1 、 幼 8 )  15 

セ ン タ ー (商 業 、 社 会 サ ー ビ ス ) 9  

広 域 業 務 13 

レジャー、スポーツレクリエーション 8  

公 悶 ( 地 区 1 、 近 隣 4 )  8  

サイク 1) ングロード、周辺緩衝緑地 6  

ウ才 - 1 ー グ リ ー ン モ ー ル ( 川 の 緑 道) 3  

道 路 ( 周 辺 道 路 を 除 < )  10 

合 計 ( ドl し、大公園は含まず ) 113 

位 置

大 阪 湾

道

画

道

画
一
一
一

一
一

- 全 体の 構 成 ・ 公 園 緑 地 と 人 の 動 き ・ 施 設 の 配 置

海 か ら も 陸 か ら も 判 り や す く 、 イ メ ー ジ を 高 め 都 心 と 直 結 す る 新 都 市 交 通 y ス テ ム。 広 域 を 対 商 業 、 娯 楽 、 社 会 サ ー ビ ス 施 設 を 集 約 百 己 註 し た

る 明 瞭 な 空 間 構 成。 社 会 生 活 集 団 の 要 求 を 満 た 象 と す る サ イ ク リ ン グ ロ ー ド 緑 地 と 南 港 大 公 図。 中 心 地 区 リ ニ ア コ ン プ レ y クースセンタ一。 教 育

す 4 ! 宇区。 集 約 化 し た 住 宅 、 商 業 、 社 会 サ ー ビ シ ン ボ ル と ア メ ニ テ ィ を 与 え る 内 水 而 ( JII の 緑 総 設 、 公 園 、 緑 地 を 一 体 的 に 計 画 し た パ ー ク ス

ス 施 設 と 泣 か な オ ー プ ン ス ペ ー ス 。 近 ) 、歩行者専用 泊 。 クーノレ。

パ ター ン図 l パターン図 3
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浅 野 誠

生年月日 昭和 17年 1 月17 日

学 際 S .40 大阪市、工大学工学部挫

築学科事

S .42 大阪市立大学大学院工

学研究科修士課程( 都市計阿)

業 医 S .42 側自主II 絞計入社

現 在 附 団 連 投2十大阪4¥務 所

開発計間部

， 主主ー作品

S. 42 新丸山住宅団地基本計問、 S .43

泉北ニュータウン P. Q!下区基本設計、 S.

44 ｾ西流通センタ一基本精恕新ｾ流

通業務市街地基本情 ｾｴ 、 ＵＮＴＵ 阪神流通

セノター基本計菌、 5.46 京僑西天満地

区再開発調査 ・広山市地下地設計画基本

調査、 S. 47 大阪ビジネスパーク (0 .8

P) 卒業化計画 ・南港ポートタウ ン基本

計画 ・広島北部 ir"; 画業務団地基本計画

田 中 孝 男

す い せ ん の こ と ぱ 社 会 生 活 の 場

に、人n :m箆 の 制 祉 環 境 の 実 現 化

というテー7 が 強 〈 要 望 さ れ て い

る が 、 た と え ば 成 熟 社 会 へ の 指 向

として受けとめるとすれば、われ

われ呼門グループの{ 配置はよ熱で

あるだけに多維である。 若 い 浅 野

君 は 問 題 把 桜 に 対 応 す る 意 識 、 表

現 力 を 待 ち 合 せ て お り 、 明 日 へ の

可 能 性 を 秘 め て 活 動 を 続 け て く れ

る人である 。

青 年 技 術 者 の ニ と ぱ : -1'1. の よ うにill 築 出 身 で 地 域 計 両 に た ず さ わ る 者

の す べ き こ と は 、 関 係 者 〔地 元 住 民 ( 狭 義 の 市 民) 、公共 ([主義の市民) 、

企業、 etc) の コ ン セ ン サ ス を 、 具 体 的 な 形 を 示 すことによって、まと

め て い く こ と で あ る と 与 え ま す。

しかし、地域計両は単に目先の条 1'1ーによ って、フィ ジカルな物を作り

あげることで終るのではなく 、 その後の長年月にわたる都市運営の方

向を大きな狂いなく定められるかどうかが問題であり、大きなストラ

クチュアをいかに正しく見とおし、変貌する者11市のエネ J レギーをいか

に秩仔づけるかがポイ ン トになると思います。 その ために、計阿H主点

では明確に表れない潜在姿求を把握し、それを具体的な形で示し、計

図 時 点 で あ ら ゆ る 万 l而に対してコンセンサスを得る能力と努力が求め

られる 。

1而( ，( ( 観の変換が行われよ うとしている現在、地域計阿の内芥はますま

す絞Ｊで多岐にわたることが予想 Ｑ されますが、 ｈ ＭｴＮ干心をｾ とう こ と な く

箭 実 に 努 力 し て い き た い と 思 い ま す。 41



俳句雑話

日 本 建 築 協 会 建 築 ク ラ ブ 例 会 講 演 要 旨 ( 昭 和48年 9 月11 日)

俳人 皆 吉 爽 雨

29 日 で す が 、 こ の 日 か ら 床 に 伏 せ て し ま う の

であります。

門弟たちは知らせを| 卦l し、て、あちらこちらか

ら 集 ま り 、 手 厚 く 看 渡 し ま す が 、 下 痢 も 痛 み

も ひ ど く 、 芭 蕉 は な に わ の J也で命果てること

を党悟し「わが生迫りぬと党ゆれば、もとも

と水宿芸楼の身のこの薬あの薬とてあきまし

ゅうあがきはつべきものにもあらず 」と言っ

ているんです。

そしてある晩、限れぬままに竹三ったのが、

「 旅 に 病 ん で 夢 は 枯 野 を かけめぐる」と

いう句で、 liKて。病床に伏し、毎日免の よ う に 苦

しい夢を見る、 H乍夜は、冬枯れた野原をかけ

大 阪 に は 住 友 屯 気 工 業 の ご 厄 介 に な っ て 24年 お 前 は 亡 く な った。 生 涯別 に こ れ と い って世 めく・っている夢を見たと、弟子の丈草と去来

おりまして、私にとっては対' 二の故郷とも に 現 れ た 女 で も な く 、 カ の あ る 女 で も な く 死 を枕元に呼んで、このもj を示しています。

い う べ き 地 、 俳 句 の 勉 強 は こ ち ら で 始 め ま し ん で い っ た が 、 決 し て つ ま ら ぬ 何 で も な い 身 芭蕉は長い旅でいろんな枯野を通ってきたての

たから 、そ の 方 で は 介 ー の 故 郷 で し て 、今は来 の 上 で あ っ た と は 思 っ て く れ る な 、 あ の 世 に しょう。その冬の枯野をまるで気が狂ったよ

京 に 住 ん で い ま す が 、 月 に 1J.立はこちらに参 行 っ て 、 そ う い う み じ め な 思 い を し て は い か うにかけめぐっている裂もを、この旅空の j宋の

り、故郷11の 土 地 を 踏 む よ う な 安 ら か な 気 持 で ん ぞ、 という句を詠んでその死を l嘆いており なかで見たという実にすさまじいもJ で、私な

2 - 3 日を過ごすのが習 A慣になっております。 ます 。 ど は 説 み ま す と ぞ っ と し ま す。 これが亡くな

戦後は大阪て・迎えたのですが、両側がすっか

り破壊された御堂筋を、ゲートルをはらった

服 装 で 解 放 さ れ た 気 持 で 散 歩 を し ま し た 。 銀

Ｍ ｾ 干の並木だけはず ｔ 々と 健在で、校からスース

ーとミノムシが糸を号| いて自の前に下がって

くる 。長 い 間 忘 れ て い た 日 本 の 自 然 が 銀 杏 と

ミノムシとともに現れてきたと い う 感 じ が 心

に し み 、 大 い に ま た 俳 句 も 作 っ て み よ う と い

う気持も起こってきたのであ ります 。

御 堂 筋 の 商1H日に句仰が立っています。

旅に病んでｾは紺野を かけめぐる

一人の女性に対し、こういう深い愛情をかけ、 る 2 目前です。

呼 び か け る よ う に 思 い を な げ て い る の を み る 芭否定というと芭蕉翁とか、俳聖芭蕉というこ

と 、 私 な ど は こ の 女 性 が 芭 蕉 に と っ て ど う い と で 、 非 人 間 的 な 迷 い 雲 の 上 に ま つ り 上 げ て

う 人 で あ ろ う と 、 か な り 深 い 愛 情 を 寄 せ 、 長 し ま い ま す が 、 い か に 管 と は い え 芭 蕉 は 五 十

い聞これを保ってきた女性だという感じがす 代 で す し 、 俳 句 を 作 っただけ で な く 、 全 固 め

るのであります。 弟 子 を 統 率 し 、 俳 句 と い う 文 学 を 確立 し た オ

ともかく久々に大阪にやってきた芭蕉は 待 能 に 忠 ま れ た 人 で す か ら 、 俳 人 に な ら な く て

ち受けていた門弟にかこまれ、毎日、毎日免の も 、 何 か で 大 を な し た 人 物 で 、 若 く 笑 に 力 の

ように集まりをもちます。芭 蕉 は 生 涯 非 常 に あ る 、 ひ と り の 生 々 し い 人 間 で あ っ た と 思 い

た く さ ん の 句 を 作 り ま し た が、全音[1が全音11名 ます 。 でな け れ ば 死 ぬ 2 目前に、こんなに人

句 で は な い 。 ところが価値の高い句、り っ ぱ 間 的 な 、 粕 力 的 な 句 が で き る わ け は な い は ず

な俳句のほとんどといっていいくらいの句が、 です。

松 尾 芭 10ft; の 句 碑 に 偶 然 逸 新 し 、 日 本 が こ れ か 大 阪 で の 最 晩 年 の と き に 一 気 に 作 ったものな 芭 蕉 は 52オ で 花 屋 仁 左 衛 門 と い う 人 の 家 の ー

ら取戻そうとする文化の一端をになう俳句が、 のです。 室 で そ の 終 駕 を 迎 え ま し た 。 こ の 花 屋 仁 左 衛

lj 成火をのがれて厳然と残っていたことに、深

〈感銘をしたのを党えております。

芭蕉は伊 ｴｾ 上野の生まれで、京都に出て俳句

の 勉 強 を し 、 し ば ら く し て 江 戸 に 出 て 修 業 し

て名をあげ、 Hド2皆師として独立し、元禄 2 年、

46オ の と き に 東 北 か ら 日 本 を 横 断 し て 日 本 海

側 に 出 、 北 陸 道 を 敦 賀 ま で の 旅 行 を し た と き

の紀行文「奥の細道」を書きました。

5 年 た って旅の疲 れ も 癒 え た こ ろ 、 故 郷 の 伊

賀に帰り、月見の俳句の会を ｉ ｾｧ き、奈良から

大 阪 へ と や っ て き ま す 。 こ の 旅 中 に 江 戸 か ら

飛脚f更が来て、江戸の芭蕉I信でともに暮して

い た 寿 点 尼 の 亡 く な っ た こ と の 知 ら せ を う け

ますが、芭1.ft; は非常に篤き、かつ悲しんだと

いいます。

寿点尼と芭主主の 関 係 は 、 現 在 も な お 学 者 な ど

の附] で取りざたされていますが、芭蕉という

何か枯れはてたかのような人物に、 一 つ の色

彩 が 加 え ら れ て い ま し て 、 大 へ ん 面 白 い と 思

います 。

数 な ら ぬ 身 と な 思 い そ 魂 祭
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此 道 や 行 く 人 な し に 秋の主主

長 い 間 俳 諸 に 苦 労 し 、 あ ち こ ち 苦 し い 旅 を 続

け て き た 芭 蕉 の 孤 独 な 影 が 、 一 本 の 道 に ポ ツ

ン と 立 っ て い る よ う な 、 非 常 に 深 い 寂 琴 感 に

打たれます。

秋深き 隣は何 を す る 人 ぞ

佑 し く 生 活 を し て い る 芭 蕉 と い う 人 が 、 あ る

秋 の 深 い 一時 に、ふっと 心 に浮かんだ殺害厚感

に あ ふ れ た 句 で す。

白菊の 自にたててみる 鹿 も な し

た だ た だ 白 い 白 妙 の 菊 に は ー す じ の 塵 も な い。

門 の 家 の あ た り と 推 iltl l されるところに、芭蕉

の 句 碑 が 立 て ら れ て い た の で す が 、 御 堂 筋 の

車 の 往 来 が 激 し く な り 、 南 御 堂 が 改 築 さ れ た

のを機に、御堂さんの境内の奥に移されました 。

私 は 月 に 1 度 、 南 御 堂 の 座 敷 を 拝 借 し て 、 俳

句 の 会 を や っていま す が 、 芭 蕉 の 句 碑 の 前 に

まず立 って、. 一 札 し て か ら 俳 句 を 作 る の を 常

としております 。

俳 句 は 、 芭 蕉 が 文 学 と し て 確立 して以来、日

本 独 特 の 詩 と し て 述 仰 と 伝 わ り 、 現 代 も な お

い ろ ん な 境 遇 、 い ろ ん な 階 級 の 人 が こ れ に 親

しみ隆践をみております。俳 句 の 現 代 の 姿 を

伝 え る も の と し て 、 こ こ に お い で の 方 の 句 を

少しご紹介してみましょう 。

あの秋に大きく咲く菊の盛上がった其白い菊、

起 霊 機 の 腕 大 振 り に 雲凍つる

月 の 表 を 見 る よ う な 一 輪 の 白 菊 が 目 の 前 に 迫

ってくる占うに感じます。

こ の 句 は 女 弟 子 の 園 女 の 家 で の 句 会 に 作 ら れ

た 句 で す が 、 図 女 と い う 人 は 白 か ら 台 所 に 立

ちマツタケをさまざまに料理してもてなした。

芭 蕉 は マ ツ タ ケ が 当 ったのか、何が当 ったの

か 、 こ の 結 果 大 へ ん な 下 痢 を し 、 こ れ が 9 月

石 庭 の あ し た の 苔 の 秋 あ ら た

尾 f色泊四郎会員

稲 架 け し 駅 の 柵 よ り 兵送る

赤 と ん ぼ た ま れ る ZEに 釣 紙 上 ぐ

中出汀風会貝



! 無音無振動- 基礎工法 I  

N T O式ドーナツオーガー工法

なし、。

この工法ではノマイルの挿入が緩めて正確谷易で、パイル先端が孔底

に達してから埋設するので、高どまりすることはほとんどなくまた

目的のパイルは吊込み押入すると孔 1-1" に充満している泥土状のミル

- 用途

既 製 パ イ ル 、 拡 大 y ュー付バイルの無騒一行、 j!l，F，j:辰重}J 打 込。

日 東 工 業 株 式 会 社

- 特長

従来既製パイルを! ! 日並行、 f!l f ，振動で地 11-' に. t _ T . 設するにはオーガース

ク ｩｬｾ 合物は日 ｩ 時 を経過して凝結硬 化する 。なお ノ マイルの拘入には オ

ーガースクリュー又はハンマーをのせその重量により 加 圧 挿 入 し パ

クリューを以って地 '1' をi'j lJ 干し し、その孔l : ; l ' がiul 壊しないようにベン

イルを所定の深さにセットする。

(b)鋼官= 埋設工法

基礎杭として打設しようとする鋼管をケーシグンとしてい) と同じ方

トナイト泥水を注入しまた孔の底部にはセメント 3 ルクを注入して、

その rl' に既製パイルを姉入し、パイルの先端を十' N 固めするいわゆる

プレボーリング工法を行なっていたが、この ) j 誌 で は 粘 土 質 層 と 砂

't'( J怖の t必介あるいはこれ等のシルト状など何々雑多な J也l習にベント

法で向IJ 孔掘進し、先端が支持層に透したらセメン トミルクに切換えナイト泥水とセメントミルクの使い分けにかなりの経験と技術が必

所 定 の 深l支迄掘進セメントミルクを充填しょく 撹枠して先端附近を生: : ーで、これを欠くと干しi授の崩壊でパイルの挿入が円 rl'} でなく、パイ

モルタル状とする。ルをさらに何1入するにはドロソプハン 7 ーやディーゼルハン 7 一等

次に鋼管: はそのままにしてオーガースクリューのみ逆回転して抱いの打幣プJ を{ 計りることとなり無騒音無振動の目的を達することがで

ている掘削土砂を鋼管内に降送しつつ引掲げ土砂を 充填圧密する 。

最後に鋼管を減速機より取りはずして埋設を完了する。

またせっかく自I j 干しした孔の中に粘土の塊がパイルの挿入前きな L 、。

に7存ち込みノマイルを姉入する| 祭、干しの底に判I し下げられることが往

々ありパイルの支持 JJ を弱める等の点を特に留意する必要がある 。

ドーナツ式プレボーリング工法は前記のような特別に留意が必要で
名 新. 汗品'J 

式 軍 最(t ) 高さ ( m) 動力 (K W)

クローラ - 7 レーン 移 動 式 35- 40 15- 25 ディーゼル

二重アースオーガー f自 動 式 8  - 10 3 - 4  屯 動 75

モ J レタルミキサー 移 動 式 3  15  

モ ル タ ル ポ ン プ 移 動 式 3  7  

- 主要機械

なく維炎、行易にパイルを姉入埋設することができる工法である。

. 構造

この工法に用うる ｾｊｩｬｩ f'j リ機は別図に示すように鋼管製ケーシングとそ

の中に上下可動の小径のオーガースクリューとが組合されそれぞれ

オーガー用減速機

ミルク注入ホー ス

43 

二 台の減j生機により駆動され、オーガースクリューは右回転で 、鋼

管製ヶーシングは1 : J : 凪転を正回転とし、正逆どの方向にも任意に切

換えられる 。 鋼管製ケーシングの直径は既製パイルまたは拡大シュ

ーの直径より 2 - 3  c m大きく且@ 当な間断を遣いて開放窓を設けて

またオーガースクリューにはその軸芯にセメントモルタルやある 。

ベントナイト泥水均を注 ｮｾ する孔道がある。

- 施 工 法

(a) ドーナツオーガ一式プレポーリング工法
ケーシング用

減速機

本工法は先づ伺的の杭芯にドーナツオーガーを主主込みその垂直を確

認して掘削を始める 。 ｾｊｩｩｩ￬ｾｉｊ を始めると同時にセメントを配合したセ

メントベントナイト溶液をスクリュ一軸の先端より注出しながらケ

オ

ー

ガ

l

ス

ク

リ

ュ

ー

ーシンクは左回転、オーガースクリューは布回転で推進する。その

先端iが支持層に迷した後、ケーンングはその位笹で回転を続け、ォ

ーガースクリューは正回転したまま適当な高さ上下に引妨げまた降

して支持層 r，' の土砂iを撹排出練する 。 この間ヶーシング内の余剰土

嬢は地上では| 刻版; 窓から初 11 ¥し、地中ではセメントベントナイト泥

水 が 開 政 窓 よ り 排 11¥しケーシング外の孔壁を粘膜状に塗リ上げる。

次にケーシングとオーガースクリューとでさらに支持層を削孔しセ

メントペーストに切換えケーンング cl' の砂を佼排出練しセメントモ

ケ

!

シ

ン

グ

j レタル4犬となした f&ヶ- 0 / ングとオーガースクリューを f余々に号 l:t易

げると、孔 ｾ ｉＧ は充分ｩＱｾ練された泥土状のソイルセメント、その底部

はセメントモルタルが充満する 。 しかもその孔はベントナイト溶液

で粘膜状で夜われその地層がrl' 砂や相l砂でも干し壁は崩壊することが
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- 性能

日 東 工 業 株 式 会 社
隣地から杭芯迄の

必要距離 ( m)  

径掘 削

(cm)  

1屈曲IJ 深 さ

( m)  

本 社 郵 便 番 号542 大阪市南区三津寺町20番地 電話 (06)213- 0091 ( 代)

支 庖 郵 便 番 号 103 東京都中央区日本橋馬喰町2丁目 3-5 電話 (03)662 - 2871 ( 代)

営業所 郵便番号810 福岡市博多区1尊多駅東 3丁目 13 電信 (092)45- 0355- 6  

工 場 郵 便 番 号693- 11 奈良県大和郡山市額岡部北町 電信(07435)6- 0401 - 2  

郵便番号278 千葉県野田市目吹字北沖砂 電鼠(0471 )22- 3943- 4  

50 30 大最

70 40- 50 20 
，" 
1 ・
iIi 通

55 
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玉石層、硬岩以外の地質- 適性地層

最



無音無振動基礎工法 111 

O N S工法

場吊込作業に当っても充分な強度を有するものである 。特に現場の

地層や建物の規模に応じて曲げ応力の構造計算による設計指示によ

り製造するものである 。

4. 敷地は最大限に利用できる 。

杭壁の厚さは僅か30cm- 40cmでどの土留壁より薄いもので隣接障害

物壁より杭芯まて' 約55cmである 。 この土留杭は水密で且つ強力であ

るから内側に後から築造する地下壁は非常に薄いものでよく建物を

その土地に対して最大限に活用することが出米る。

5. 施工授が経済的である 。

土留杭列は水密性で漏水がないので杭列の外側に防水のため薬液注

入等の第二次施工費が不要で、他の工法に比較して最も経済的であ

る。

6. 隣接地盤の沈下は絶無で補償がいらない。

土留杭列は 1 本宛入念に掘削して建込まれるから隣接地盤に影響を

与えないので、隣接建物に対して補償は全〈要らない。

. 施 工 法

先ず直径 420m田の鋼管ケーシングとその中にオーガースクリューを

組合せた特殊設計によるドーナツオーガー削孔機により、ベントナ

イトを配合したセメントベントナイトミルクをスクリューの軸芯の

孔を通し注入しながら削孔し、ケーシングの中の掘削土壊を後持し

てソイルセメント状となし、次にケーシングとオーガースクリュー

を引妨げた後に土留杭を j¥lf かに挿入埋設する。挿入埋設は殆ど土留

杭の自重で足りる 。 次に先に施工した杭の凹円弧面にケーシングと

オーガースクリューとを組合せたドーナツオーガーを添わせながら

掘削を行ない順次この作業を繰返して連続した桂列山留め壁を築造

する。土留杭と土留杭との間隙は 1 - 2cmが理想的でその間隙には

ソイルセメントが充噴きれ漏水を防じ

. 用途

解、振動柱列連続 山留工。

. 特長

従来地下階付建築物を建造する為に山留を施すには鋼矢板や 日鋼を

打込む方法が行なわれていたが、最近市街地や学校、病院付近では

騒音や振動による公害問題で施工が不可能となり、無騒音、無振動

工法で地下連続壁を造るのにイコス、 O WS 、 B W等種々の工法が

開発されたが、地下 1 階や 2 階程度の浅層の地下工事では工事費が

非常に高〈且つ工期も長〈要する 。ま た他の工法としては P I P住

列で土留を行う工法もあるが、地層により、または杭列の l泊りなど

で掘削後に漏水が甚しくこれを防ぐ為に杭列の外周に薬液を注入す

る必要もありこれとても割合に高価である。

O N S 工法は杭列山留工法でその形状は第 1 図の如〈杭の左右両面

は凸 凹弧面を有し凹弧面に次 の杭の凸弧商が接する厚さ 30cmの杭列

であり漏水の欠点は殆どなく且つ工期が非常に迅速で最も経済的で

次のような特長がある 。

l. 施工が確実で迅速である 。

本工法に用いる掘削機は特殊設計によるドーナツオーガ一概削機で

ある。外側のケーシングは鋼管で左回転 内側スクリューは右回転

が正回転でそれぞれ正逆何れの方向にも任意に駆動出来る 。 出力が

それぞれ異った 2 台の減速機により駆動される機械である。

スクリューの軸芯にはセメントミルクやセメントモルタルを注入す

る孔を設けである 。 土 留杭の 凹状円弧面にケーシング鋼管と 一体に

摺鋭J しながらその地盤に適応するミルク配合のものを注入しつつ 削

孔するから垂直はもちろんのこと、ガイドウオールを施し杭列も正

確に施工することが出来る 。 また施工が完了してから直ちに土留杭

列内側の掘方を始められる 。

日 東 工 業 株 式 会 社

- 主 要 機 械

動 力 ( k w)  さ ( m )巴'‘11 ，') 五H t )露式型称名

ディーゼル15- 25  35- 40  移 動 式7 ローラークレーン

電 動 75

モ ル タ ル ミ キ サ ー 15  

3 - 4  

3  

8  - 10 J自 動 式

移 動 式

ニ1[(ア ースオーガー

2.  漏水が殆どない。

土留杭と土留杭との間隔は 1 - 2cmてe ソイルセメントで水密に充嘆

き' れるから漏水は殆どない。

3. 土留杭は均一 で強力である。

土留杭は S Wぐコンクリートパイル ) 、 P W ( P Cパイル) S  P W  

( 鋼管パイル) の 3種類あり製造管理の行届いた工場において製造

されるので、品質は均一 で充分養生を施され運送途中はもちろん現

モ J レ タ ル ポ ン プ
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ON S工法 施工順序
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オーガ一周 減速機

ミルク j主入ホース

ケーシング用

減速機

① ① 

- 性能

隣地からの杭芯迄の

必要距離( m)

本 社 郵 便 番 号542 大阪市南区三津寺町20番地 電話 (06)213- 0091 (代)

支 l吉 郵便番号 103 東京都中央区日本橋馬喰町2丁目 3- 5 電話 (03)662- 2871 (代)

営業所 郵便番号810 福岡市1噂多区博多駅東 3丁目 13 電話 (092)45- 0355- 6  

工 場 郵 便 番 号693- 11 奈良県大和郡山市額田部北町 電騒 (07435)6- 0401 - 2  

郵便番号278 千葉県野田市目吹字北沖砂 電話 (0471) 22- 3943- 4  

日 東 工 業 株 式 会 社
掘 削 径 (cm)

敢 42 

掘 削 深 さ ( m )

20 ( 但し S WI3)大

70 42 
ＭＺ ｾＺＧ＠
ru i極

55 

46 

主主



昭和48年度・第4回若い会員の集い

「工業化工法による住宅生

産工場をみる J ( 1 )  

レ ポ ト

大和ハウス奈良工場

同 上

積水化学奈良ヱ喝

E の企画 IC際しましては， クボタハウス側， 大和ハウス工

業側， 積水化学闘の 3 社殴 IC 多大のど協力をいただきました

E とを箆上をもってど厚礼申しあ げます。

「ミゼットハウス」がテ・パート の売場に出現

して14年，プレハプ住宅はその後「パネル」に

よるジョイントシステムの確立，展示場による

「見本売り」なる販売体制の確立をなし遂げ，

過去 5 カ年をとってみてもその販売戸数は毎年

60- 7096の増加率を示し ，今や住宅供給の大き

な勢力として定着してきた。

の乙とであった。工場はクボタハウスとともに

軽鉄系耐カパネル構造の住宅生産工場であるた

め，規模の差乙そあれ，生産ラインはほぼ同じ

構成をも った工場である 。やはり特筆すべき生

産設備は，電気泳動法lζ よる完全電者焼付塗装

設備であろう。そのほかパネル組立，木工機械

などに自社設計と思われる各種専用機械が導入

先に建設省などが主催したノマイロッ トハ ウス されていた乙とは，量産技術と機械の開発技術

技術考案競技を境l ζ70年代にふさわしい工業化 の蓄積がかなり進んでいる乙とを示すものとし

住宅の提案が種々行われようとしている今日 ， て注目 lζ 値するものであった。

その生産工程を把えるととにより ，プレハ プ住

宅への新たな視点を得んものと見学会を試み

た。 8 月28白( 火) ，残暑のきびしい l 日， 50 

名の参加を得て行われた。今回はその第 l 回と

して，最も一般的と考えられる金属系 2 社( ク

ボタハウス ，大和ハウス工業) とボックス裂ユ

ニット住宅( 積水化学) の工場を取り上げた。

まず，クボタハウス大阪工場では，クボタハ

ウスの技術本部長を兼ねる工場長から工場の概

要が説明された。軽量鉄骨系プレハプ住宅部材

の加工，組立，出荷業務が行われており ，従業

員2∞名で，約150種類のパネルを生産し，月産

300 戸の住宅を供給している。現在のプレハプ

化率は約4 0 %強で，今後ユニット化を進めると

とにより 8096まで高める乙とを目標にしている

最後に上記 2 社のパネ J レ生産型から工場生産

比率を一歩高めたボックスタイプの住空間ユニ

ットの生産工場である積水化学の奈良工場を見

学した。まず技術開発課長から概要説明があ

り，ユニ ット化のメリットは コスト 高につく現

場工程を工場量産 ライ ンI C. 移す ζ とによりコス

トダウンを計るとともに，仕上げや設備レベル

を向上させる乙とにあるなどが諮られた。工場

は2 庖からなり ，各階とも各工程どとの材料置

場と生産 ライ ンから構成されており ，常時約80

体のボックスタイプのユニットが非常にゆっく

りとした速度で動くベルト ライ ンに置かれ内

装，外装，設備，配管配線まで含めて約40工程

の各種作業が加えられ住空間ユニットとして工

場から出てくる様は，自動車の生産ラインによ

との乙とであった。なおパネノレ生産I C . 必要な粗 り近づいた感をうけた。ただ住宅の趣向の多様

材，原材料，建材部品等は約90社の協力工場， 性がゆえに乙れら ユニ ットがすべて注文生産で

建材メ ーカーから納入するかたちがとられてい あると乙ろは，自動車生産とは大きくちがう と

る。工場は生産ライン順lζ 粗材加工ライン ，軸

組溶接ライン， トラス溶接ライン ，電着塗装ラ

イン，パネル組立ライン，ストックヤ ー ド，出

荷ラインが整然と整備されていた。生産設備と

してとくに注目を集めたのは，業界のトップを

きって設置されたという自動溶接装置による軸

組溶接ラインとトラスの総組立ラインおよび防

錆処理設備としての鉄骨電着塗装設備であっ

た。当日溶接は見られなかったが，電着塗装は

乙ろであった。以上 3工場の見学を通じてプレ

ハプ住宅についてのいくつかの点を明らかにす

る乙とができたようだ。まず工場作業者は住宅

生産に関しては全く素人であって，その単純労

働者によって大部分の作業が可能となっている

ζ と，それは作業分解が進み工程および労働内

容の単純化が進んでいる 乙とを示すもので，各

工場とくにパネ J レ生産工場としての前 2 社に見

られた自動化を指向 した専用機械の導入となっ

て表れていたように思われた。

つぎに見学者の多くが関心をもったのにプ レ

ハプ住宅の耐久性の問題があった。現在は材

料，外注部品の受け入れ検査，中間検査，出荷

検査が各工場での独自の方法，規格でなされて

いる乙と，実際に建てられてからの時聞が短い

乙ともあって，実際の耐久性への疑問が若干で

ハンガーに吊されたトラスが包着塗装槽I C . 入 はあるが考えさせられる個所があったようだ。

り，全没時間 2分で完全処理がされ，2!∞，OC20 しかし反面，企業サイドでの努力も十分うかが

分の高温焼付されて乾燥炉から出てくる様は， える面が多く ，生産工場を見学した乙とによ

自動車工場を恩わせるものであった。またユニ り，乙れまで以上ICプレハブ住宅への信頼性，

ツ卜住宅の組立ても行われており，パイ ロット 将来への期待を大きくした乙とは事実であ った

ハウス入選集( c 類似した S P A型のユニット が

見られたのも工場生産住宅の一つの方向を示す

ものとして注目を集めたようであった。

つぎに大和ハウス工業奈良工場では奈良工場

次長より概要説明が行われ，完全な協力会社シ

ステムがとられており ，従業員はダイワハウス

105名，協力会社 (28社) 低氾名から構成されて

いる乙と，生産能力は月産 8∞ 棟，現在工場生

産化率ω必であり将来90% を目標としていると

よ う に ， 思 う 。 ( 福 家 敬 記 )

.日時 8 月28臼 ( 火) ・怠加者 50名

. 見学場所 ( 1  ) ウポヲハウス大阪工場

(2) 大和ハウス奈良工場

( 3) 積水化学奈良工場

・行 程 9 ∞ 中 之島 出 発→9. 50- 11. 20 ウポ

ヲハウス大阪工場見学→11. 20- 12.10

同工場にて昼食→ 13.35- 15.∞ 大 和

ハウス奈良 工場 見 学 → 15.15- 16.30

積水化学奈良 工場見学→ 16. 30 出発

17. 30 大阪天漬橋着 ・解散
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積 算 部 門

の基準について〔く体工事〕建築積算の

基礎底面から柱との接続函までの部分をいう。 二重スラブのときは最

下階ス ラブ上面から下の部分は独立基礎として取扱う。

i  - 2 ) 布 基 礎 ( 図- 2 )

基礎底面から柱または壁との接続面までの部分をいう。

i - 3 ) 基 礎 梁 ( 図- 1 B 部分)

柱間，基礎梁間または独立基礎聞をつなぐ横架材の内法部分をいう。

i  - 4 ) 底 盤 ( 図- 3 )

基礎梁などに接する ，荷重を負担する部分をいう。

ii 以 L C図一 1 c 部分，図- 4 )

基礎上面から最下階直上の床版上面までを最下階柱，各階床版上面間

を各階柱，最上階床版上面から上の部分を最上階柱とする。必要のある

ときは，基礎上面から最下階床版上面までを基礎枝とし， また屋上床版

上面から上の部分を屋上柱とする 。

iii ) 梁

i ii - l  ) 大梁 ( 図- 1 D 部分)

柱 IL接する横架材の内法部分，片持梁なども乙れに準ずる。

i i i - 2 ) 小 梁 ( 図- 1 E 部分)

義

建築数量積算については，建築界の長い間の懸案として，何らか，各

事業体において統ーした算出方法はないものか と考えられてきた。幸い

にして，昭和45年 4 月，時の建設大臣官房庁営繕部長の要請により ，乙

れに応えて官民合同による「建築数量積算基準研究会」が発足し ，以来

2 年余の研究の努力によって，昨年ようやく〔 く体の部〕の基準をまと

め，発表する乙と ができた。以下は建築研究会が編集 した" 建築数量積

算基準〔 く体の部〕 ・同解説" (発行 ・建設工業経営研究会東京都中央区八丁掲

2 - 5 - 1 東京建設会館 5階) の抜翠紹介である。

本積算基準は コンクリ ート， 鉄筋，鉄骨について規定しているが，鉄

骨をのぞき ，以下概略を述べる 。

I .  項

1. 建築物の各部分の名称および区分

通常 ラーメ ン構造を想定 して積算上の区分わけを行っている。

i ) 基 礎

i - l  ) 独立基礎( 図一 1 A 部分〉

事

正

め

般

山

じ

青

Iま

: 柱 -

C$ ， ，_ ----

品_...、 :  _j 基礎梁

床 版

名称と区分 ( 底盤)図 3

， ， 

一"

__ ， 

fご子: ー _-

ii 笠

名称と区分 ( 布基礎〕図 2

A : 独立 基 礎

B  基 礎 梁

c : 柱

0 : 大梁

E  小梁

F : 床 版

G : 壁

一三プ寸

Ｚ［ ｾＺＺ＠
一一」

屋上主
図 l 各部分の名称と区分

名称と区分 (柱)図 4

建築と社会/ 1973年11月号48 



b ) 型枠について

i ) 梁と床版の接続を除き ，各部分の優先順序の先の部分の接続部，た

とえば柱と梁の接続部については柱の接続部の型枠については 1 カ所当

りの接続面積が l. Onf 以下の場合は差引かない。

ii ) 窓，出入口等の関口部は，建具などの内法寸法とし ， 1カ所当り

O. snf 以下の場合は差引かない。関口部の見込部分の型枠は計測の対象

としない。

iii ) 斜面の勾配が% を乙える場合は，その部分について上面型枠を計測

の対象とする。( 独立基礎，布基礎，屋根版等に適用する。)

2. 各部分の算出方法

具体的に ，各部分のコンクリート，型枠の数量算出方法を独立基礎，

梁，壁についてのみ述べる。

i _2_盟主基盤

a ) コンクリ ー ト ( 図- 5 )

計算式 ・V = V l + V Z

b ) 型 枠 ( 図- 6)

計算式 : 与 ( 斜 面 倒 配)ζ÷ のとき

A = A l = 2hl  ( a 十 b)

h2  ｾ＠ ]  

ー」ー> 一一ーのとき

d  - 2  

A l = 2hl  ( a + b )  

Az =  S  l ( b+ b') +  S  z ( a+a
Z
) … 一斜面の型枠

ただし ，S l Bl ， S zB z  ( 基礎梁との接続部) >1n:f のとき

Az =  S l (b十bう+ S z ( a+aう一 ( S l Bl  +  S  ZB2)  

ii ) 梁( 大梁，小梁)

a ) コンクリ ート (図- 7)  

V 円 bhl ，V 2 =  ｾＲ＠ { ( 2a+a)  • b+ ( 2a' + a)b' } 

略算式 V =叫 1 十 ÷ h2)

A = A l + A 2  

梁tζ 接する横架材の内法部分をいう。

i v) 床 版 ( 図- 1 F 部分)

梁，柱などに接する水平材の内法部分，片持床版なども乙れに準ずる。

v ) 壁 (図- 1 G部分)

柱，梁，床版などに接する垂直材の内法部分をいい ，関口部を除く ，

袖壁，下り壁なども乙れに準ずる。

豆L堕盈

段スラプおよび乙れに付随する部分をいい，踊場，手すり壁などを含

む。

vi i ) その他

庇，パラペットなど上記の各部分に接続する部分

以上述べた各部分のl順序( 独立基礎 ・布基礎→基礎梁→底盤→柱→大梁

・小梁→床版→壁→階段→その他の順) は積算する場合の優先順位を示

しており，たとえば柱と 梁の接続は柱l乙梁が接続するとし ，大梁と小梁

では大梁に小梁が援続するものと考える。乙のよう tとすれば積算上の重

複，脱漏が避けられる。

2. 計測および計算方法

計測の単位はm とし，原則として小数点以下 2位未満を四捨五入 し，

計算の過程においても小数点以下 2 位未満を四捨五入する。

コンクリー トは a ) コンクリ ー トb) 型枠にわけで計測，計算する。

1. 一般規定

コンクリ ート， 型枠についての一般的注意事項を示す。

a) コンクリート K ついて

コンクリート1I .  

i ) 鉄筋および 1 カ所当り O.05n : f 以下の小口径管の体積は差引かない。

ii ) 鉄骨の体積はその重量に基づき 7. 85t on をl. Onf と換算して差百 |く。

i ii ) 窓，出入口等の関口部は建具などの内法寸法とし ，関口部分の体積

が 1 カ所当り O. 05nf 以下の場合は差引かない。

1  

ｩｔ そ 史ｾ

ｾ ｝＠
壁( コンウリート〉

図10 壁( 型枠)

図 9

床版

寸

寸

円

斗

一
仁

M

図 7 梁( コンウリ ー卜〉

梁( 型枠)図 B

-" 

d  
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計算式 : 大梁 V = BDl x + α  (α : ハンチ部分)

小梁 V = bdl b  

b) 型 枠 ( 図- 8 )

計算式 : A = I x {z  (D- t ) +B} +2dh  

ハンチ部分の底面の面積の伸びは無視する。

i  ii ) 壁

a ) コンクリ ー ト ( 図- 9)

計算式 : wht >0.05or のと き

V = t  (I H- wh)  ( w，h: 建具寸法)

梁，床版のハンチなどの取り合い部分の壁の欠除はない ものとみなす。

b ) 型 枠 ( 図- 10)

計算式: wh> 0.5or のと き

A = z  (I H- wh)  

J [ . 鉄 筋

1. 一般事項

i  ) 各部分の コンクリ ー ト中 lζ 含まれる鉄筋と必要な定着を加えた長さ

をその部分の鉄筋量とする。た とえば梁において，主筋の定着などのた

め柱に入り乙む鉄筋は梁の鉄筋として計測する。

i  i ) 原則と して，コンクリ ー トの設計寸法を鉄筋長さ とみなし( かぶり

厚さなどは無視) 算出した長さ とJ IS !C定める単位とにより重量を算出

する。

iii ) 柱， 梁，床版，基礎ベースなど先端でとまる鉄筋長さは コンクリ ー

トの設計長さに適当な フック加える 。 ( φ 1 3 mm以下の場合は不用)

i v) フープ，スタラップの長さは，それぞれ柱または梁のコンクリ ー ト

設計寸法による長さを鉄筋長さ とし ，フックは考慮しない。幅止筋につ

いても同様。

V ) 梁，床版などのベンド筋の長さは 1 カ所当りベンド筋の水平長さ

に，それぞれコンクリ ー トのせいまたは厚さの%を伺える。

v i) 重ね継手，圧接継手については ，柱，梁，壁，床版の主筋の主なも

のの継手について別に規定しである場合を除き ，φ 13 mm以下の鉄筋は

6 mどとに， φ 16 mm以上は 7 mどとに継手があるもの として継手箇所

を求める。径の異なる鉄筋の重ね継手は小径による継手とする。

v ii )  フック 長さ ，定着および余長の長さ ，重ね継手の長さは日本建築

学会の基準による。

片持梁

50 

R  

3 F 図

2 F  

I F  

図 柱断面図

。 継手0. 5か所

・ 継手 1. 0か所

図11 柱の主筋

7. 0m以よ

連 続 梁 単独梁

O 継手 0. 5か 所

・ 継手 1. 0か所

図 12 擦の主筋

v ii i) 鉄筋の割付本数はその部分の長さを鉄筋の間隔で除 し，小数点以

下第 l 位を切り上げた整数( 同一部分で間隔の異なる場合はその整数の

和) !C 1  を加える。

i x) 窓，出入口等の関口部は，建具などの内法寸法により該当する 鉄筋

を差引く。ただ し l カ所当りの内法面積が 0.5or 以下の場合は計測の対

象としない。

2. 各部分の算出方法

ここでは柱，梁，床版，壁についてのみ述べる。

i ) 柱 ( 図- 11)

i  - 1) 基礎柱または最下階柱の主筋の長さは，その柱の長さに基礎な

どへの定着長さおよび余長を加えたもの ，また各階柱の主筋の長さは，

柱配筋が同じならば柱の長さとする。中間階または階の途中で終り また

は始まる鉄筋長さは図示により ，柱断面図』ζ 示された階に属する。

i  - 2 ) 主筋の継手については巌下階または基礎柱は 7. 0m どとに l カ

所 (φ 1 3 mm以下は 6. 0mどとに l カ所〕の継手をもうけ，その他の階

は柱の長さ3. 0m未満は0. 5カ所 ，3.0- 6. 0m未満は 1 カ所， 6 m以上は

乙れに準ずる箇所の継手があるものとする。径の異なる主筋の継手位置

は床版上面から 1. 0 mとする。

i  - 3 ) フープ，ダイヤフ ープの長さは一般事項による。

ii ) 梁 ( 図一12)

ii 一 1) 梁の全長にわたる主筋の長さは，梁の長さにその定着長さを加

えたものとする。トップ筋，ハンチ部分の主筋，補強筋は図による。ベ

ン ド筋の長さは ，一般事項による。ただし ，同一径の主筋が柱また は梁

をとおして連続する場合は，定着長さにかえて柱または梁の幅の% を加

え，異なる径の主筋が連続する場合はそれぞれ定着する。

i i - 2 ) 梁の全長にわたる主筋の継手は ，鉄筋長さにかかわらず，梁の

長さについて5:0m未満は0.5カ所 ，5.0 m- 1O.0 m未満は 1. 0カ所，10. 0 

m- 15. 0m未満は 1. 5カ所，15. 0m以上はζ れに準ずる箇所の継手があ

るものとする。ただし ，単独梁および片持梁の主筋の継手は計測した鉄

筋の長さについて φ 16 mm以上は7. 0m，φ 1 3 mm以下は6. 0mごと に継

手があるものとする。

i i - 3 ) スタラップ，幅止筋，腹筋の長さは一般事項による。

i  ii ) 床版

iii ' - 1  ) スラブ筋は梁に準ずる。ただし継手は床販の辺の長さについて，

4.5m未満は 0. 5 カ所， 4. 5m- 9. 0m未満は 1 カ所， 9.0 m以上は乙 れに

準ずる箇所の継手があるものとする。

ii i - 2 ) 同一配筋の床版については適切な略算による乙とができる。

i v)  皇室

i v- l  ) 縦筋，横筋の長さは，接続する柱，梁などに定着するものと

し，壁の高さ ，または幅 1<::: 定着長さを加えたものとする。

l V ー 2) 継手は鉄筋の長さについて，つぎのとおりとする。

縦筋 : 1. 0カ所

横筋 : 6.0 mどとに 1. 0カ所 (φ 1 6 mm以上は7. 0mごと)

i v - 3 ) 同一配筋の壁については適切な略算法による乙とができる。

お わ り に

以上， 積算基準の〔く体の部〕について主要点を紹介 してきたが，日

本建築積算事務所協会は建築研究会の了承を得て昨年，東京，大阪はじ

め各地において説明会を関催し ，多くの注目と共鳴を得て，一部官庁に

おいては ζ の基準による積算も試みられつつある。しかしなお多少の疑

問点、や是正すべき点もあるので，改定版を準備し ，本年度においては，

再び乙れの補足説明会を東京，大阪等で開催し，乙の基準への一般の関

心と実施化に努力しつつある。なお，現在続いて〔仕上の部〕の基準も

同研究会において研究され， 近く乙の成果も発表の段階K 至り つつあ

る。われわれ積算技術者が長らく渇望してきた乙れらの積算基準が，一

日も早く日本の建築界 IL認識され，統一的に実施される自のくるととを

期待したい。

( あおやま まさよし 日本建築積算事務所協会関西支部長〉
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太径異形鉄筋 ( D51) を使用した実大T 型はりのひびわれ特性について

1. ま え が き

本報告は日本砂鉄鋼業株式会社の依頼により ， 同社製太径異形鉄筋

( メジ ャーコ ン : D51) を用いた実大T 型はりのひびわれ性状を把握す

るとと を主目的として行った試験について述べる。すなわち . T型はり

の曲げ破竣試験を行い ，ひびわれ幅におよぼす鉄筋径，鉄筋比およびカ

プリの影響を明らかにし ，さらに乙の種太径異形鉄筋の継手の問題につ

いても若干の検討を加えた。

2. 試 験 の 概 要

試験においては直径5 1 mmの鉄筋を用いたはりの実際に近い曲げひび

われ性状を知るため，全長5. 5m. はり高80cm ( 試験体No. 2 . 4 は85cm).

ウエブ厚さ 40cm. フランジ幅90cmおよびフランジの厚さ 20cmの実大T 型

はりを用いた。 表一 1IC. はり試験体の寸法および試験体の種類を示す。

試験体No. 5 は，引張鉄筋 3 本のうち中央の 1; 本がネジ式による機械的な

継手を . 1也の 2 本はガス圧接継手を有しており ，試験体No. 6 は，引張鉄

筋 2 本のいずれもガス圧接継手を有している。

試験体に使用した コンクリ ート は，目標ス ランプが 6 :t 1cm. 材 令28

日における目標強度 (F c) 3∞k&/cnl のものである。また ，試験はりの

引張鉄筋には ，日本砂鉄鋼業株式会社製斜めフシ高張力異形棒鋼メジャ

ーコ ン( 鋼種 : SD40. 寸法呼び名 D51 およびD32) を，あばら筋およ

び組立て筋にはメジャ ーコ ン ( SD30. D16) を用いた。

3. 試験方法および測定項目

載荷試験は ， 当試験所の l， OOOt 構造物圧縮曲げ試験機を用いて，

はりのスパンを 5 mにとり . Ｒ 点静荷重ｾ車荷による曲げ試験を 行っ た

(写真一 1参照) 。

表 - 1 はりt ; t 験体の寸法

使用 本数 断面積 鉄筋比 有効せい カブリ

試験体 鉄筋 X 直径 ar P r  d  c  継 手

(呼び名) (mm) (cm' ) ( %)  (cm) (mm) 

N O.  1  o  51 3 世51 60. 72 0 .97 70 100 書署

N O.  2  o  51 3  O51 60 .72 0. 97 70 150 室E

NO.  3  o  51 2  O51 40. 48  0. 64  70 100 無

NO.  4  o  51 2 世51 40. 48  0. 64  70 150 無

NO.  5  o  51 3 世51 60. 72 0. 97 70 100 

機械継手

ガス圧接

N O.  6  o  51 2 世51 40. 48 0. 64 70 100 ガス圧接

NO.  7  o  32 8 世32 63. 40 1. 00 70 X 70 無

NO.  8  o  32 6 世32 47. 52 0. 76 70 80 
無
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写真一 1 1. αlQt 構造物圧縮 曲げ民験機によ る織荷状況

4. 試験結果および考察

本試験においてはすべての試験体が曲げ引張破壊した。すなわち ，荷

重の増加とともにまず引張鉄筋の降伏が先行 し，その後さらに荷量を増

大させると ，圧縮部( フランジ部) のコンクリ ー トが圧壊した。

以下において，各項目別に試験の結果を簡単 IC述べる。

4.1 はりの破綾耐力

表- 2 に， はりの曲げ破壊試験の結果を示す。表から明ら かなよう

に，はりの最大荷震はA S C Eー A C I 合同委員会の式によって計算し

た値ときわめてよく一致しており ，両者の比は 1. 03 - 1. 12 の範囲にあ

る。さらに ，最大荷重ははりの鉄筋比にほぼ比例しているようである。

継手を有する試験体No. 5 および:'No. 6 の最大荷重は ，それぞれに対応す

る継手のない試験体 No. 1  : およびNo. 3 の最大荷重とほとんど一致してお

り，強度の面からみた継手の能力は十分K 満足すべきも のであると思わ

れる。

建築と社会/ 1973年11月号 51 



日本建築総合試験所だより 15.

4.2 はりのたわみ

D32を用いた試験体の荷重たわみ曲線と，同

程度の鉄筋比を用いた D51の試験体のそれとを

比較しでも ，顕著な差異はみとめられなかっ

た。一方，はりの靭性の面からも，両者の差異

はみとめられなかった。

4.3 ひびわれ幅およびひびわれ間隔

本試験におけるひびわれの発生および発達状

況は ，いずれの試験体においてもほぼ同様の傾

向を呈した。すなわち ，最初は曲げスパンに曲

げひびわれが，その後，清重の増加にともなっ

てせん断スパンに曲げひびわれおよび斜め引張

ひびわれが発生する。さらに荷重を増加させる

と引張鉄筋にそって水平なひびわれ ( dowel  

act i on による二次的なひびわれ) や ， 曲げひ

びわれや斜め引張ひびわれから分岐して伸展 し

たひびわれ等が発生した。鉄筋が降伏した後さ

らK 荷重を増加させると，ひびわれはフランジ

にまで達した。

表- 3は，鉄筋の応力が1.8∞kg/col における

各試験体のひびわれのうち大きさの順にとった

3 個の平均を最大ひびわれ幅として示 し，さら

に，従来よりはりの最大ひびわれ幅を求める式

としてよく用いられる森田式. C E B  ( 19ω )  

式およびC E B( 196η 式によって計算した値 と

を比較したものである。鉄筋の応力 1.8∞kg/col

は太径鉄筋実用化研究委員会( 国分正胤委員長)

による 「太径鉄筋 ( D51) を用いた構造物の設

計指針( 昭和47年 7 月) J に示された S D35の

許容引張応力度である。

表- 3 1 Cよれば，太径鉄筋D51を用いたはり

の最大ひびわれ幅は. D 32を用いた他の条件が

ほぼ等しいはりのそれよりも若干大きくなる。

また ，カブりが大きいほど，鉄筋比が小さいほ

どひびわれ幅は大きくなるようである。

なお ，前述の 3 つの式によって計算した最大

ひびわれ幅は ，いずれも実測値よりも大きい値

を示すが，鉄筋径，鉄筋比およびカブリの相違

による変動の傾向は実演l値と同様である。

5. あ と が き

太径鉄筋を用いたはりの曲げ試験におけるひ

びわれ特性について簡単に述べたが，太径鉄筋

を用いたはりのひびわれ幅は ，従来の比較的細

径の鉄筋を用いたはりのそれと比較して若干大

きくなるようである。しかし ，同断面積の鉄筋を

考えると ，太径の場合はコンクリ ート と接する

鉄筋の表面積が細径の場合よりも少ないため ，

たとえそのひびわれ幅が若干大きくなってもは

り全体としての鉄筋の腐食の度合を考えると ，

太径鉄筋を用いたはりが細径鉄筋を用いたはり

よりも ，ひびわれ性状からみて，不利だとは必ず

しもいえないと思われる 。乙れらの点について

はさらに詳細な検討が必要であると恩われる。

最後に ，本試験は京都大学工学部土木工学科

岡田教授および小柳助教授のど紹介およびど指

導により実施したものであるととを付記する。

( 研究員阪国慾次)
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表 - 2 曲げ破壊伎験結果

試 験 体 設 計
初 キレ ツ 降 伏 降 伏

実 験 { 直
計 算 値 援

業f 紋

モーメノト モ メント 荷 重

f J i a|  

籾 性

鉄 筋 径 鉄 筋 比

荷 重
(実験世) My  P y  量軒モーメ川 最大何重 豊島モーメント 最大何重

%y 
番 号 ( mm) I  ( %)  ( 1)  ( l' m)  ( l . m)  ( 1)  Mu  (1・m) I  p u  (1) Mucal (1  .m) I  Pucal  ( 1)  

NO.  1  51 0. 97 64. 1 10. 3 167. 5 164. 2 175 .9  172. 6 171. 1  167. 3 1. 03 2 . 38 

NO.  2  51 0 .97 64. 1 13. 3 167. 6 164. 3 175. 3 172. 0 171. 1  167. 3 1. 03  2 . 36 

NO.  3  51 0 .64 41. 5 4. 3 124. 7 121. 4  132. 1 128. 8 118. 1  114. 8 1. 12 2. 6 1  

NO.  4  51 0. 64 41. 5 14. 3 121. 9 118. 6 128. 7 125. 4 118. 1 114. 8 1. 09 2. 37 

.  
NO.  5  51 0. 97 64 .1 7. 3 169. 6 166. 3 176. 3 173. 1  171. 1  167. 3 1. 03  1. 63 

NO.  6  51 0. 64 41. 5 8. 3 116. 3 113. 0 132. 2 128. 9 118. 1  114. 8 1. 12  3. 18 

NO.  7  32 1. 00  66. 9 4 .3  185. 5 182. 2 189. 3 186. 0 178. 1  174. 8 1. 06 1. 28 

NO.  8  32 0. 76 49. 4 7. 3 137. 6 134. 3 152. 9 149 .6 136. 9 133. 6 1. 12  2. 83 

※  最 終モ ー メ ン ト の 計J"): I;! 下 記 のA S C E - A CIイト問委只 会 の 式 に よ っ た 。 な お 、 故大 荷 訴 は枇 終モ ー メ ン ト 発 生

H寺町荷 m町 立 で あ る 。 な お モ ー メ ン ト は は リ の ド1可1に よ る モ ー メ ント を含 ん で い る 。

Mu凶 = α t .  !7s y ・d r  1  - 0. 59
L

手4、
l' C  I  

こ こ に α t ・引 渡 鉄筋 断 而 刊f σ ｳｹ ・ 引 ｾ 長鉄 筋 の 降 伏 点 Ｈ ］ ＴＴ Ｔ Ｐｫｧ Ｏ cm' とす る ) ､ ・ キ ｲ ｾ Ｉｊせい

F c ・コ ン ク リ ー ト 内 圧縮 強 度 ( =272k g/ c m' と す る ) p: 引 張 鉄 筋 比

※ ※  最 大 荷mu寺 町 た わ み ( ス パ ン ' i ' 央) と 降 伏荷1 1 ¥時のそれとの比

表- 3 最 大 ひ び わ れ稿

，;t 験 体
最 大 ひ ぴ わ れ 幅 ( mm)

実［ｾｉｪ値と計算値との比

鉄 筋 径 鉄 筋 比 カ フ リ

実，則{ 直務
言十 算

f査誕 R

う42
番 号

Wf  

りψ 1 りψ3
( mm)  (% )  ( m m)  ( mm)  W， W， W， 

51 0. 97 100 0. 23 0. 45 0. 27 0. 36  0 .51 0. 85 0. 64 

2  51 0. 97 150 0. 24 0. 63 0. 34 0 .47  0 . 38 0. 71 0. 51 

3  51 0. 64 100 0. 29 0. 63 0. 34 0. 38 0 . 46 0. 85 0 . 76 

4  51 0. 64 150 0. 30 0. 94 0. 44  0. 47  0 . 32 0. 68 0. 64  

5  51 0. 97 100 0. 15 0. 45 0. 27 0. 36 0. 33 0. 56 0. 42 

6  51 0. 64 100 0. 23 0. 63 0. 34 0. 38 0. 37 0. 68 0. 61 

7  32 1. 00  70 0. 16 日 13 0. 16 0. 24 1. 23 1. 00 0. 67 

8  32 日 76 80 0. 21 0. 21 0. 19 0. 27 1. 00  1. 11  0. 78 

平 均 値 0. 58 0 .81 0. 63 

波 鉄筋肉応力が18∞kgfcm' 町とさひぴh lt幅町測定偵伺う らよささ 町順にと った3 例町平均! 出

議長 務 以下に示す 井 式 Ｈ＼ 鉄骨鉄筋コンクリート設計 責 特作成に関する， ｾＱ｢ ｓＴＷＮ ＲｬＱ ｮ コンサルタンツ協会尭行よ Ｇ Ｉ ｾ ｉｭ Ｉ に σ Ｄ］ ＱＸ ∞ ｫｧ Ｏ ｡ｮ ｬ を 代 入して ｪＡｦ られ た 他

民 = 1.5(4.36+ 0.137主主.)( Q.!.ニE込 辺ctl pe_ KtK辺三) 帯I!I 式 ここに Ae ，Pe  ーコンクリート町有効引破断而椛お よび同鉄筋比

N "  Es Ec W ' "  Ｍ ｾ＠ N 鉄蹄町本監 p: 鉄筋比

σs  鉄協の応力(kg/cm' ) σ cl コン1'1 トの引 強強度 (kg/国' )

6  鉄簡径(醐) C  カプリ(回)

Es.  Ec : 鉄簡釘よ ぴコy クリートのヤング!l I( kg/cm' ) . K ，K，= 0. 4- 0. 5 

ん 鉄筋肉表前向観音 に閲する語教(普通丸鋼 1. 0，異形鉄高" 1 . 6)

0.40.  .  "  
W，= (4.5+ 一 一) ゆとム

Pe .， K，E$ 

• .• 7.5 

W，=( I .5C +0.04ー)( σs一一一) X I0- 6

P" V '  P  

C.E.B. (I 960)  

C.E. B. (I 967)  



出席者堤副委員長ほか 3 名

議事( 1) 7 月及び 8 月1 c 実施した見学会の報告

(2) 10月の見学会企画について

(3)1 1月以降の企画について

説明会打合

11 日 l  時- 2 時 於 会 館 3 階会議室

出席者東洋シャッタ ー側，渡辺会長，入

江技術本部長，三品副委員長，打

浪委員

議 事 第 2 回説明会企画について怠見交換

若い会員の集い分科会

12日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者赤木主査，宮後幹事

議事 「当尾の秋を訪ねる」第 6 因企画の資料

作成について

委 員 会

13日 6 時- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 大橋，小泉，花房，堤副委員長ほ

か3 名

議事(1) 各小委員会の事業報告

(2)10月以降の事業企画について

「ヨーロッパの都市と建築調査団J 帰国報告

座談会編集分科会

19日 6 時- 10時 於 会 館 3 階会議室

出席者藤縄主査ほか 4 名

議 事 速 記 録 の 整 理，分担，その他打合

若い会員の集い分科会

25日 6 時- 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者赤木主査，宮後幹事ほか 2 名

議事(1) i 当尾の秋をたずねる」コ ース資料作成

(2) そのほか

19日 4 時- 5 時20分 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本，福田正副会長ほか 16理事

議事(1) i建築と社会」誌編集方針の件

(2回会連合協定，工事請負契約々 款改正の

件

(3)関西都市 ・住宅会議開催の件

(4) f 最近の建築用板硝子製品 と工法」説明

会開催の件

(5) 旅費規程一部改正の件

(6)事務局職員退職承認の件

(7) 入退会者承認の件

(8) 報告事項

企画分科会

4 日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出席者 酒井 ・岡岡両幹事，香西 ・中村両

委員

議事(1) 記録カ ー ドの体裁と記載内容について

(2)No. 42号の分類番号確認について

委 員 会

19日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上，真塚正副委員長，岡田幹事

ほか 5 名

議事(1)No. 43号 ( 49年 1月号) の掲載シートにつ

いて

(2)アンケ ー ト・追跡調査の報告について

(3)既刊シ ー トの連絡担当者( アンケ ート 解

答なし) の確保について

(4) 記録カ ードの体裁と記載内容について

(5) 合本購入者への今後のシ ート 配布につい

て

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会日本建築協会

月間の動き

A  

=  

昭和48年 9 月分

事理

(6) i 外装金物」の分類番号一部変更につい

て

A  

コ耳

委 員 会

28日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者山田委員長ほか 6 名

議事検討事項ならびに見学会の開催

員委材建

A  

"'" 

4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

尾tll ，高野，山 田編集理事ほか

8 名

議事(1)10月号= 仕上と材料特集経過報告

(2) 11月号= 第20回青年技術者の応募状況と

選衡委員会の件

(3) 12月号= ヨ ーロッ パの団地と再開発( 仮

称) 特集について

(4) 1月以降の企画について

(5)編集方針検討小委員会の答申

作品作風小委員会

10日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者谷淳之助主査ほか 3 名 ，三座建築

事務所 2名

議事 11月号作品作風と 12月号以降の企画

第20回青年技術者選衡委員会

13臼 2 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者彦谷青年技術者選衡委員長

ほか 8 名

議 事 第20回青年技術者掲載者選衡

第20回青年技術者選衡委員会 (設計部門〉

17日 12時半- 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 根 津，坂内委員

議事設計部門の青年技術者を選衡

青年技術者掲載打合

28臼， 29日 10時- 15時

| 見 学 会 !

神戸文化ホール新築工事の見学会

〈本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿支部 共催〉

8 日 2 時- 4 時

参加者 48名

設計 ・監理

協力設計事務所

神戸市住宅局営繕課

東畑建築事務所

桜井建築設備研究所

鹿島建設株式会社

A  

=  
員委集

員

10日

出席者

施 工

高 等

大阪 遣 事 裁判所合同庁舎事務棟新営工事の

見学会

29日 2 時- 4 時

参加者 27名

設計最高裁判所事務総局経理局営繕諜

施 工 株 式 会 社 熊 谷 組

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

8 時- 9 時半

於大阪グランドホテル

出席者 70名

当日は俳人皆吉爽雨先生より「俳句雑話」を

伺った。

視

彦

災

和

謙

治

男

博

武

勝

正

正

氏

村

尾

田

村

脇

肥

田

中

長

藤

松

森

由

和
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編

11 日

9月 の 入 会 者 団称略〉

建築と社会/ 1973年11月号

郎

成

昭

司

明

巧

大

勉

芳

畿

健

道

塚

原

木

橋

橋

谷

居

島

一

創

白

末

高

高

高

坪

烏

中

一

《

J

一

2

章

一

郎

夫

一

章

二

夫

一

鎖

正

敬

倣

芳

健

2

一

人

倉

上

村

林

原

端

藤

本

一

晴

嵐

井

大

大

岡

田

川

後

社

於会館集会室

住宅展慰労会

1日 6 時- 8時 於 不 死 王 閣

出席者小西委員長ほか18名

企画小委員会

27 日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 恒 成，岩本，高田，吉田各委員

議事 よろず相談住宅展lζ 変わる催物の企画

広報小委員会

4日 6 時- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者三品副委員長，木地幹事ほか 6 名

議事(1)本年度第 2 回展示写真の実施報告

(2) 第 3 回以降の展示写真の企画について

(3) 本年度第 l 図説明会の企画について

(4) 第 2 図説明会の企画について

若い会員の集い小委員会

6 日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 西 村，岩永，中村，宮後各幹事

ほか 7 名

議事(1)第 4 回「工業化工法による住宅生産工場

をみる会」実施報告

(2) 第 5 回「ヨ ーロ ッパの都市と建築調査団」

帰国報告会( 座談会) 実施報告

(3) 第 6 回 「当尾の秋をたずねる 」の企画lζ

ついて

(4) 第 7 回「解体修理中の古建築見学会」の

企画について

(5) 第 8 回以降の事業企画について

見学会小委員会

7 日 6 時- 7 時半

A  

=  
員委宅住

A  

=  
員委業事

於会館集会室



麟麟離離趨翻鶴韓灘輯輯輯欝態調

新 工 法 ノ

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英有 l ビル)

7E抗 争11戸 ( 331) 0881- 3  

支 l吉 大阪市北区中ii 笠Urr50( 立ビル 5 階 502号室)

1U話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市日介区八 11時過 l 一 5 (屯訊221 2923)  

問 根 附 こ は 奥 山 式 特 許 絶 縁 工 法 を

拘マポ- $J ! ; 7/( 帯 E

8 対 2 の| 坊水 (i4I' Ii : :t) 苧 ヲ q イト

本 社

大 1¥12 :1¥張 所

名古屋山 ｩｪｬｾ 所

ヰ ｵ 晃山 ｾｊｽ 向 ｴ

Ｉｪｾ 京都中央区銀出 ＸＭＴ ー ＱＱ ';正日 ・03(571)2703- 4'  2370・4064. 0264

大阪 ilj n J ，山区都島中通り 2- 3  - 1  ';IT.前 06(921)  2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 尿 市 街 区 初 氷 alf 3  3  ffi ，i.ri  052(811 )  3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 悦 ilj 小 火 反 北 三 糸 取 凶TI I 従 前 011 (231) 7  5  1  1  

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置 ( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

ス カ イ ラ イ ト 工 事 ・ 通 風 ル ー パ ー

ス チ ー ル 及 ア ル ミ サ ッ シ ュ ド ア ー ・ 各 種 シ ャ ッ タ ー 製 作 施 工

其 の 他 曲 加 工 一 式
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岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番 22号

電 話 ( 981) 0615 - 0618 



電 気 設 備 の 頁

社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

百匹ヨ - ' == .J..畠L _ h  

竜 丸 株 王 ℃

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大阪市北 区 中之島 3 の 3 朝日ビ J レディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 岡 市 霊 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 部 葛 野 町 2 1 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

A

Q

一

A

陽

社

本社営換所

朝

本

ｾ電気設備工事設計施工

ｾＭＺ［浅海電気株式会社
F  取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2

m 話 大 阪 ( 362) 8  7  0  

東 京 ・礼 申見 ・名 古 屋 ・福 岡

旭 川・神 戸 ・姫 路 高 松 ・広

苫 小 牧 ・浜 松 ・ 光 ・沖 縄

2  

1  

キ土

支社 ・支応

営 業 所

出 張 所

本

京都営業所

品

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区高関紙 l i T FI 二八11'tJ也 '，l!: 品大阪 (202)0325- 9  n干

本 社 * 京 m 千 代 mr烹 丙 神 田 1  T  FI 4  lI'i )也 5_. -;j-

支 社 札 純 ・仙 台 ; l L / 内 ・名 古 尿 ・福 岡

出 張 所 I @ 川 白 河 償 浜 . ， ， ; ， 同 日 山

会 社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6詮 社
ふ

一

品式株業工栗 原

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東阪急ビル)

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名古屋・舞鶴・大阪南 ・神戸 ・広 島 ・九州、|

原栗取 締 役 社長

設計・施工

司'

気 株

電 気 工 事

ェ

情

血

〈

敏

晶

又事工

告

別電

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

ilL ｩ ｲｾ＠ 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市城東区野江東之町 3丁目 11 電話大阪 (931)7004

奈良県御所市御園通 3 6 0 電話御所 2

枚方市山之上西町 1の 1 電話枚方(43)8659' (44)9232 

A

Q

一

A
式電本中

本

社

代点取締役

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 5  0  (堂 ピ ル 7 階)

f正; i ，r ; (361 )  3  6  7  1  (代)

東 京 都l 中 央 区 日 本 矯 箱 崎 町 3 T 目 2 昏.lt!!

';r;: ，1f， (671 )  1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 模 原 . ey . 悩 山

失キ本

株 式 会 社

ヰ土

庖

本

支

資 材 倉 庫

奈良営業所

牧方営業所

出 張 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏里町T 1 丁 目 1 1  0 番 地

1'lt 倍 大 阪 (472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川区西五 反田6 T 目25番 11号( 福島ピ ル)

電 話 東 京 (491 ) 1746 (492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 信 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

鳴 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

社

I苫

本

支

電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O (立ヒリレ三F符)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東京都港区新橋二 一一六( ニュー新橋ピル七1; 皆)

電 話 ( 504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 0 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  ( 代)

戸 ・堺 千 葉 ・字 書11 g ・1熊

社

A

Q

一

A

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

宝

ヰ土

j苫

ゐ

本

支

営 業 所庖支

群出号長戸斤

本
神営 業 所

電 気 工 事 設 計 施 工

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

電気工事・言十装工事・設計施工

社

実

大阪市西医 ｾｴ Ｎｬ ｝，ｩｪ｜江上 ｪ 邑 Ｑ J 目 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9

東京 ・ 名占 ｬｩＱ ・ ｊｬｾ ，ｴ［， ｬ ｪ • 同

中|十|取締役社民

社本

社本

支 庖

営業所

岡営 業 所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商

取締役社長 山 本 永 造

社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5  IJ I: 地

"Iit 話 大 阪 (364) 代 3 0 5 6  

東京郡港区 新ほ 5 - 3 4 - 6 f目% ピル 5 階

;笹J5 東 京 (434) 3848 .  (431)  8435 

大阪市 ・札脱・1' ， ，'; hl ・凶 n市 ・松 lLJ . ｩｾｬｲｬ＠

A

Q

一

A社
ふ
一

A
事 株 式

電 気 工 事 設 計 施 工

工藤エ

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 御 ケ 伎 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 - 四 日 市 神 戸 ・和 歌 山

松山 ・ 京郎 ・ 草津 ・ ，Ｇｩｾ I凋 ・水 lゐ - 福 岡

太 陽

本

東京支 ｉ ， ｉｾ

自日

大 阪 市 福 島 区 上 福 品 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  (代)

大 阪 市 此 花 区 恩 - c t 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  (代 )

四

十

爪

r

，t

K

1

 

取 締 役 社 長

社本

所
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張出

電力工事本部



空 調 衛 生 設 備 の 頁

56 

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 言 | ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

@ 郡 朝 日 三 業 社

本 社 ! l U; ( I:I li仰天芝浜松田fI - 2- 7 n!:J 苦(434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市東淀川区加島町 357 電話 (302) 2271 ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 健 児

本 社 大 阪 市 i悶有"i f医互u江: 戸 姻 1 一6 0  1屯丘

支 J鹿吉 3点4ι! )以i江( .  :/"目 占 ht  人一 阪 . k，i  附

営 蝶 所 札 幌 ・ 新 語J . 仙 台 金 沢 岡 山 広 ι5 ・

高 絵 ー熊 本

出張所 量産Ｏ｢ｬ ｬ ・術浜・ＱＮｹ山・ ｾｭＮ 稲作 J; t  r. n ・神戸 ー鹿児 J斗

給 排 水 ・衛 生

日 量 冷 房 ・換 気 設 計 地 工

株式- - l - - rn:::; ...f..r-T- r--t -r:n: ' 7. : ' c 工

会 社 大 阪 城 口 俳 究 附

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 屋 町 - ｾｬｌ話大阪 ＳＷＲ 局 ＷＱＵ Ｑ Ｈ 代 Ｉ

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル ';Ii 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

- 給 排 水 衛 生 . 冷 暖 房

圃 空 気 調 和 設 備

. そ の 他 管 工 事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ ( 叩 焼 事 務 所)

斎 え Z 業 株 式 会 社 大 阪 支 J主

大 阪 支 后 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 0 6 - 443 - 5041 間

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2( 日 本 ピ ル ヂ ン グ)

電 話 0 3 - 2 7 0 - 7 4 1 1 附

営 業 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ - : ' ( 1 : i代 ・ 向 松 岡 山

出張所t ; ; ¥ )下 ・ 念 敷 広 1; ，'j ・ t'! f 小 牧

創 業 媛 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

25 斎 藤 省 三 商 庖

本 J吉 東京都千代田区丸の内 2 の 4 の 1 ) L ビJ レ6 7  6 号

11L話 212(it13751

大阪支庖 大 阪 市 西 区 土 佐 場 通 1 の 1 大同 ピル 616号

f在話 443附 3361

京都支J吉 京 部 rfj I軒区 西 九 条 ぷ 日 町 48 i'lt 話 681<<口1781

支 J吉 札 税 ー 名 古 屋 悩 岡 ー 千 葉

営 換 所 字 削i 富 ・ 繍 浜 ・ 熊 本

冷 暖 房

総排水、衛生ホ道

電 気

厨 房 ム

各 種 サ y シ

m境 衛生 施 設

荷 役 運 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三機 I M 雲2大 阪 支 肩

取 締 役 社 長 各 務 節

支 府 長 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 稽路 大阪 (202) 代必3071

本 底 東 京 ・日比谷・ 三憎ピル

支 唐名古屋、福岡、札制、広島、仙台、北脱

出 張 所械浜、金沢、併問、高位

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

⑩ 三 建 設 備 工 業 ヰ 結 審 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 椴 町 6 5 番 地 電話 ( 352) 1131 (

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殻 町 2 - 2 2 電 話 ( 667 ) 3431( 大 代

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・横

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

。掠式会社

-ー
-

-・

発 空 調

本 社 本 広 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電話 06- 363ー 1371

支 r.5 東京締千代田区神困小川町 2丁目 l 番地 電話 03- 292- 775

名古屋市中村区広小路西iill 3丁目 9番地 電話 052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 包 括 0822- 47- 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話 0 92ー 76- 3795

出 張 所 高 山 ・徳 井 ・京 都 神 戸 ・松 江 沖 縄

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工一 一

⑧ 
株会社式

、J三同生Z

7j く エ 業

本 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 14番地

〒 5 3  1 電 話 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代表)

- * 京支山 東京都中央区八丁場 4 丁目 11番 7 号

干 1 0  4  ( 神谷ビル )

電 話 東 京 (551 ) 8  0  4  1  (代表)

出 1u 所 鳥 取 ・群 馬 ・ 宇 都 宮 ・君 津

lゐ 綴 ・悩 岡 松 山 ・高 松

. 込

書量Z 新日本空調株式会社

司a

大 阪 支 J2i 大阪市北区" ミ 1:;j7:兵 j泊 1 - 2  5  ( 新大ビル)

1正，，/i (06)  344 - 6  0  3  1  (代)

本社 ・東京支府 東京都中央区日本紙本石町4- 2(三井第二別館)

'，C!: i活 (03)  279ー 5 6  7  1  (大代 )

名 古 昆 ・九 州 ・広 島 ・-I L 眺 ・東 海 村 ・北|海 ・大 分

所

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1- 14 T E し 0 6- 441 ー 5171

支 庖 東 京 ・大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千 葉 ・ 横 浜 ・静 岡 ・ 高 松 ・広島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧ } 著 書 研 冷 機 織 議 室 柱

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

(オ トセンタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761(代 )1141 - 8番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郷便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番



空 調 衛 生 設 備 の 頁

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

- 空気胸辛口設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備 ・ 塗 装 段 備

・ 蒸気 噴 射 式 冷 諌 機 ・ 公 害 防 止 関 連 機 器/ 設 計 段 作 地エ

v  
( R ; 顎西原衛生工業所大阪底

預士

..04:::: 

ヌ1大

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11 電話大阪 ( 458) 3531 番

出 張 所 = 京 郎 ・ 福 岡

( 旧社名 建 材 社 )

本社・東京支J i l i = 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支 18 = 大 阪 市 北 区 中之} ; .¥2  - 22 ⑨ (203)3721 代

名 古 屋 支 l苫= 名古屋市中 区錦 2 - 2  - 13 ⑧ (211)1535 ft 

出張所］札帆・ ｉｾｉ 台収 ｉｉｉ Ｎ 金沢 ー 神 戸 ・高松

広 仏・松 山首 ｊｾ I町 沖 縄・ パンコッ 7

平山互業株式会社@  
品主4

-← 

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

套11Ｖｾ＠高回
設 計 ・施 王

大阪市北区芝田町 55番地 ( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  (代表 )

東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

大阪支病

大阪市西区江戸堀泊 2 の 2T  E  L  (441 )附 1994 .  ( 443 )  ( j OO331  
社本

空気調和 . fg温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

温湿度調盛装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

ぷ，;1' 並 ニ 細 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

@ 不ニ鰐エ業株式舎紅

大 阪 市 i軒医 111( i 鹿町 2 - 5  0  電話 261ー2436(fり

東京郎大凶区丙 ｈ ｾ ｊ 込 Ｑ - 2 ー 1 lli 話 773ー1231( f¥:)

銀 座 ・ 浜 松 京ｾｾ . 神 戸 ・ 悩 岡

本 底

東京支Iき

営 業 所

大 阪 市 北 区 7河 川 町 3 0  "江川号 ( 364 ) 6  6  6  1  (代 )

本 社点，- ; { r.J S 下 代 11I 1三九 ノl人13- 3 - 1(新 来 京 ピ ル )

T包

I1仙1I山I1 向 『市1; 蔚新i f:云 l馬品 師T 6  0  

1lL 立吊 ( 21 )  4  4  9  1  

4字名旨同a 占 屍 01，1I主 ' 区 点 門 前 田r 3  - 6  

m: ;11吊 ( 971 ) 3  6  2  1  

flll fi 支 l汚

名 占 屋 支 1汚

道

設

水

施

ト

生

工

誠

衛

恒

践

境

1

沼

町

環

計

房

生

設

暖冷

衛

空 気 調 和 設 備

F 計 施 工

換気・除塵設備悶又

く坦坦型里コ

社

り

お

7

世

田

吋

d

p

o

q

d

代

れ

6

4
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町

4

8

H
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l

7
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4
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3

 

4

p

b
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、
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活

話

話

電

電

電

電

2

2

階

川

6

1

2

5

ド

目

的

l

ル

目

丁

川

~

ビ

丁

罰

則

q

d

勿

''

q

'

S

士

エ

ロ

一一

泊

川

水

丁

ピ

狭

刊

区

2

坂

長

点

f

坂

亦

北

区

川

亦

阪

、

西

阿

区

回

3

A

H

港

生

時

日

血

都

市

阪

古

京

戸

大

名

東

神

A

Q

一

A
式ネ来業工回山

本 社

支 底

出張所

東 洋 烈 工 業 織 式 会 極 大 阪 安 倍 ，

T  E  L  ( 443)  8  0  7  I  

T  E  L  (562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 姻 4 丁 目

本 従 来京都中央区京僑 2 丁目 9

支 庖 名 古 屋 福 岡

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 笠 田 町 2 0 接 地 の 1

電話 ( 681) 5  1  0  1  - 5  夜間l専 用 ( 691) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37( 天満締北結 )

包 括 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 岡 西 末 広 町 包 括 ⑬7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

i: t r 市栄町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6  1  0  

設 計 施 工

空 気 謂 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各種プラン卜設備

会 社⑨ 

各種送風機 ・風力輸送装置

空調機器類・公害防止装置

相担京都支后

設 計 製 作

⑪ 

大 阪 支 1吉

四 日 市 支 J吉

大 津 営 喋 所

津 営 機 所

，，:' 9.シ
株 式 盆 社

3そを岡叢/ i ! i ! 1志c"" l T 

代表取締役 仙 回 四 郎

IIIH?' ， ，英j 商 妓 l秀才. 業株 式 会 .H.

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281 (大代)

営 業 所 東 京 ・名 古w・京都 ・広 砧 ・稲 岡 工 場 和 泉 ・名 古w

テ レ ッ ク ス ・本社 No. 562一7688 和 泉 工 場 No. 538- 5898 

ー1=電'ー....⑪ 州キヤ 1) ー デ ス ト ー - 1抑 制 区

Ｈｾｉ［Ｉ 日本冷熱工産株式会社
ｾ＠ 本社通大阪営難所主EEE暗 号 宅 通61L1型T川

ーーーーーーーーーー司，ＭＧＮＮ可 ＺｾＺｈ 司 ＺＴＱ
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重号

ボ
I!J 

酸耐

陶器、

妹 式

会 社

建 材 ・ そ の 他 の 頁

矢

セトモノのデパー卜

庖

大 阪 支 庖

大 阪市 東 区 高 麗 紙 二丁 目九 野村 ビル五階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

商石理大干五-

家具造作・室内装飾

医箇

ニ葉屋装備工業株式会社

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 電話 (06)702- 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

建設省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  4号

基材同等 0 0 0 4号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

Board &Sl ate 

設計施工

( 創業大正 7年)

各 種 l汗詞1¥

ガラス製品卸問屋 ι W)

J原八橋セ卜モノ百 庖をご利用 ‘ 、ー/

思吉田芳雄商庄 C 二3

針。 社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

‘)1ム「 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

" v レ〆 内 外 装 用 窯 変 美 術 タ イ ル ー ー 大 イ ム タ イ ル

新 発 売 ・ ー古代土器調高温〆タイル ーー大仏古代タイル

ナニワ媛匂 12D
3 寸緩旬最適軽量7J，止イ寸( 空葺) 瓦

止巧

E

E

F

 

落剥

量

入

臥

耗

一

濁

割

-F

水

耐

扇

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

法

港

区

先

町

一

丁

目

七回

ニ

電

話

側

き

室

ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手Lーヲー・ミ〉帝jレ

Standard 

フ タ パ 需 3阪

検 式 会 祉

三 幸 商 曾

大阪市北区与力町一 ノーO

電 話 大 阪 (358) 4  0  3  1  

⑩ 

1  奉 仕 感 謝 の 底 l  
底の

タ イ ル 工 事 施 工

特許申請中・完全滑止タイル

タイル新発売

'11 淳窯業高J i

( カタログ進呈)

サ ン ヱ ス

5 5 5  

..宮司

会 枇⑪ 

本 社大| 仮 di ｾｴ＠ l正<);t ｉ［ｾ［＠ ｾ ｴ＠ ｾｉｦ＠ 1  6  T E L  (345)9055(代 ー友)

ｩ 卸牝 ＧＱｾ Ｇ ｾ 住所大阪ｲＡ ￯ ｾ ミ区本 ｉｉｉｦ Ｔ Ｍ ＲＷ ￭ 制全ピル ｔｅｌ (252)  3  9  0  6  

附I，¥i i営 淀 川 大 阪 市 以 区 椴 地 ! 2  - 3  6  T E L  (202)  5  2  6  0  

大阪市西区靭本町 2 丁目 98番地( 靭本町パス停前)

屯 話 大 阪 06 ( 532) 代 o4  6  1  

姫路市北条口 126 番地 ( 住友生命保険ピル 3 1渚)

電 話 奴 路0972 (82)  0  9  9  9  

58 

社

姫路営業所

本



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

-・・-

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ツタ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ フ ' ③ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

' 70年代 をリ ー ドする

庖 舗づ く りの パ イ オ ニ ア

|庖舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース 11電飾看板|

製 造 直 売 ・す べて工 場 渡 しで 奉 仕す る

各種専門時

@3器官会事高 1 Eごlj 止

〒516 大阪な空間判官翠司; 「-4

.  
( ネザミーマ寸ツ。

豊 か な 経験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 間 柊 町1ー 12 日生ビ J レ 宮 ( 943) 6571代 表

東 京 ・術 浜 ・感 岡 ・郡 山 ・水 戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名古屋・富山 ・大 津 ・京 都 ・堺 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市

曲目i

量購

ス チ ー ル
サ ツ ユノ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シヤ ツ タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

炉可

套32 三 高 製 作 所

59 



石 綿 セ メ ン ト の 最 高 水 準 を 行 く f ノ
建 物 内 外 壁 、 間 仕 切 、 天 井 扉 、 電 気 室 、 発 電

所、配電室、製鋼、ガラス工場の壁、製糖、

アスベストパリヤ

製油製薬工場の床、スカート壁などに最適。

As bes t o Bar r i ev  ( 硬 質 石 綿 板)

( 皇 カタロ グ)

@  
泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間心 町 1 の 11 電 話 ( 351) 3442・4078

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・奇樋練包水切に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東大阪市新庄( 削

年中見ていただける 皆様の見本室 || 

タイル

A M. 1O. 00- P.M.5.00 

日曜 ・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

常 設 展 示 場

ｾｮ ｔｹ ｑＢＧＧＧ＠

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

60 

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2054 

. L A F 形 リミ ッ ト ロ ー ド 送 風 機

. V A F 形 I可 変 式 軸 流 送 風 機

・S A F 形 ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

営 業 品 目 ・C A F 形 遠 心 式 静 音 軸 流 送 風 機

(才手 百午)

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 里 子 江 東 之町 ニ T 目 一 番 地

費量言舌 大 阪 (931 )  イセ 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番十 七 号

東 京 ( 814) 6  6  5  1  - 3  



防水剤

コンクリート用モルタル・

本 マ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 機 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す。

牢 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

申 セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酷 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 ・ 腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ 防 湿 効 力 は恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

: 11: %: : 1- 1- ( セメント起泡剤) . Z 'P:::'，・1. . 漂泊抗工)

セ メ ン ト 混 和 斉IJ • II力 材 綜 合 メ ー カ -

223由 脂41 : 工事主
東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15ー 1 倉 東 京 (774)  4111代 表

( 2 1) 5 1 8 9  

(  34 )  7  1  1  1  

(  24 )  0  2  1  3  

(971)  4  7  6  5  
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福
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大

宮

雷

管

官

茨 城 県 上 浦 市 大 田T 1  2  1  3  

福 島 県 福 ぬ 市 下 里 子 寺 字 遠 原

岩手県筆陣] 市 南 大 通 3 ー 12- 50

大阪 ｉ 打点ＱｊｸＺ Ｑ ，Ｈ ｾ * 小 本 2 - 17- 26 

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大 飯 営 業 所

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、

こ一報次第

カタログ進呈します

ヤ

-W!(.マ

ｾ，￰＠ I・

3段

s，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

( 旭化成ミュ- ) レコート・セッ卜品)

- 全 固 有 名 建 材 唐 へ 御 問 合 せ 下 さ い

いつも美しい

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l新 興 建 材 工 業 一

発

売

元

( 株) 新

大 阪 市 西 区 南 場 江 通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 ( 538) 2951- 5・(541 )5757- 9  

営 業 所 東 京 ・高槻 ・明石・姫路 四国 ・中国

所業コニ本オ建興
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。

タ 然 え な い

わ れ な い

禽 ら な い

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

本

事 務 所 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 4 - 1 - 2 T E し

分 室 大 阪 市 南 区 上 本 町3・21 ( 柴田ビル) T  E  L  

N. G. C. 式

内外互業株式会経

本 社 大 阪 市 東 住 吉 区桑津田J 3 丁目 16番地 電話 ( 714) 0181 番制

工 場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番地

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ボ 波

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

オリ工Uヲルメヲル製造株式会推

ヰ土 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42)  3115- 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 1苫 及 ヱ 渇 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 来 電 話 八幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 支I吉 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中 経 ピ ル 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4



-;.".，-t，ι  

ｴＺｾ日こ ｳ
製 造 元= 田島 応用 化 工株 式 会 社

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電話 ( 441 )  5  9  5  1  

全く新しい床タイルです

一 一 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビP ニールタイルとは製法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す。塩ビの他に最近開発さ

れ た 新 し い 共重 合体の特殊樹脂を用いた l凶期的な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 維

と は 対 照 的 な 静 止 した現代模様。 ピサロンの持つ

エラスチックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま した。

協同組合員が責任をもって施工いたします
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/
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ニ 星ピサロンは、材料だけの販売はいたしません。

責 任 施 工 の 出来 る協組員 が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

三 星ピサロンの新しい色調、 パ ターンは、現代の

インテリアデザイ ンに要求される個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。東 京 浜 松町の 超 高 層 世 界貿易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン と

はその模様がフランスの画家ピサロのタ ッチに似

ていることから、名付けられたものです 。

ヲIt- JJI.約= 333.3 x 333 .3  X  2 切 9 枚 1 m'

333. 3 X 333. 3 X 3 弘 9 枚 1 m'

* 色 数 = 22色

貨 制li 桁 = 2 弘 厚 品 1，700円1 m' (300m'以上 )

3  'うIn厚 品 2，350円 1 m' (300m' 以上)

小 部屋苫IJ lf9 . 階段40 % 尚
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仕上材の色柄の取替 自在

片而を本日柄、もう - !J の片I師を ljt 色柄と

いうよL合にダイ 7 .. / クボードの取り ff えだ

けで Ｚｾ￟ｉ 湿の段級符えができます。

汚れに強い

'，11- 111表面白 1:材ダイ' 7 '/ 7 ボードは耐汚染

性、耐光件. にすぐれた『勾級不燃化粧石こう

ボードで、水ふきはもとより、汚れをシン

ナーでふいても退色せず簡 Ijl . にとれます。

解体再使用も可能

ｬ 的 ｊ ＧＮ けに事 ｔ やネジ、 ｾｬｦ 丙 ｉｊ など一切用いな

い工法ですから、ボードにf拐をつけること

なく解体再伐 ITI ができます。

注目される経済性

シフト- ) レは今までの IHJ 仕切にない数々の

特性をもちながら伺 IYlf内な低価格で、 H r. 

1面でもゆとりある計画が進められます。

法規にマ ッチした防火性能

スヂ y ドはスチー Jレ材、レール、 rlJ 木、ン

ョイナーは 7) レミ 111
1
山形材、貼 1: 材は' ，11-1日

必l面11: 1: 材ダイ' 7 ' / クボード( l i ! ，没' ( i 防火

li! 3自材料』認定品格不燃、 l沼定吊' ; ; -2005) で

低M ピルから r: ':î ' lピ J レまで、 lli 築基司Ml，の

I川波制限に卜分合絡する不燃材です もち

ろん、火災 ｉｉＮｾ に有Ｇ占ーなカス、婚は ｈＧＮ ません

熱貫流抵抗値 f .  4m' hr oC / K c al  

7 ラλ ウー Jレを光棋すれば、ダイ' 7 / クボ

ードの特性とあいまって向い断倣性がnら

れ、料 ｩ 再｛内 ｾｾｉｕ ，司と快適環境が Ｑ ｾ＠ I られます

斬新な壁画デザイン

ゲイ' 7 / クボードを. RJI' までrlr継ぎなしに

l 枚ものでおさめられ、今までのl / i lf J: 切に

ない堕rfoデザインです また、シフトショ

イナーはダイマッ 7 ボードの色に合わせて

います

画期的なワンタ ッチ工法

シフトスタ y ドとシフトジョイナーを mい、

ワンタッチでボードを貼り上げることがで

きるので、今までの工法に比べ路工11，'/1::1が

大rlJ に知紡されます。

m' 当り 20kgの軽さ

f，l' l I& Ｚｾｉｉｈ＠ l;t ｉ ｪ ￭ 品Ｔｩ ｩ ヒ されとよがらも、 ｩ 従来的 ｉｾ

機 ｦ ｩ ｅ をＡｬｾす無駄のない設計です 。ですから

粍 ｩ ， ｴ 化 はもとより、運搬、作業 ￭ｭｾ おもグー

ンと 7 ，' ) プします。

透過損失4f dBの遮音効果

日常会 .1fi のlTi J 被数250- 2000Hz Iこ付し、千必J

透過打 ｬｾ たはグラスウー ｊ レプ ｅ 棋タイ Ｗ で Ｔ ＱＮ 3  

dB. レギュラータイ? で33. 4dBのテスト結

集から、 ｉ ， ￋ 米の可 Ｑｾｊｬｭ 仕切の常識を越える

ｾ￴Ｇ効Ａｉｾです

ヨコ|ト=肱
図 剛剛M… ……i川附…問剛…1凶A

守，、J=、
株式会社円ばｬｃ ￬ｩｩ回￭ｉｾ戸

株式会社マンテン 本 社 干542 大阪市南区日本橋筋3- 2 官 : 06) 632- 1 15lf-¥;; . 南分室 〈建装部} 〒556 大阪市浪速区日本僑東4- 4- 1 雷 ( 侃) 643- 2277代

東京支庖 干 136 東京都江東区大島5-10-11 ・103;682・3241代 名古屋出張所 干451 名古屋市中川区百船町 1-3-4 ・0521353-3177代 ・福岡出張所 干812 福岡市情多区 f. 多駅南6-12-22 曹 100幻43- 4356代

札幌出張所 〒065 札幌市東区北八条東 19-22 曹 :01117削 .84お代・ 広島出彊所 干7羽 広 島 市 全 屋 町8-4 ・10822: 62-1765 本社工場 干578 東大阪市本走55 ・0729l 63-1151f1:

大阪市東区北浜3 37 電話大阪( 06) 23 卜9648 .  9649 ・9640 振替 口座大阪39975番
日本建築協会 干541. ご入会の お申 込 右よ ぴ「建築 と社会J のご購読は 社団法人


